


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次




序　章

第一章　振り返れば酔っ払い

第二章　血が呼ぶ邂逅

第三章　奈落の追憶

第四章　舞い下りる鳥

第五章　駆け抜ける渋谷

第六章　夜中の月

終　章

あとがき







[image: ダブルブリッドII]







[image: 序章]






















　なぜ、こんなことになったのだろうか。

　私は足下に倒れ伏している男を見下ろした。

　死んだ……いや、まだ生きている。彼は、ひどくゆっくりとした動作で顔を上げた。

　その目は、死を覚悟した人間のものではなかった。迸ほとばしる憎悪をこめ、私を睨にらみ付けている。

　彼は手を伸ばし、私の足首を摑つかんだ。避さけようと思えば避けられるほど、彼の動きは緩かん慢まんだ。だが、私は彼の手から逃げなかった。

　彼の死が、時間の問題だからだ。人は血を三分の一失っただけでも死んでしまう。私が彼から奪った血は、三分の二。充分に致死量であるはずだ。

　私の腹は満たされていた。彼の首筋から流れ出る血を見ても、何も思わない。

　だから私は、動かなかった。死んでいく彼を、静かに見送ろう。

「君の魂が、冥めい府ふで安らかなる眠りにつくことを祈る」

　この言葉を、私は何度言ったことだろうか。

　彼の手に、力が込められた。何か言おうとしている。

「……呪のろわれた……魂……に……」

　この言葉を、私は何度聞いたことだろうか。

　不ふ明めい瞭りようで聞き取りづらいその言葉を、私は黙だまって聞いた。

　彼の残り少ない、苦しみに満ちた生を絶つべきか。

　それとも、力尽きるまで生き抜かせてやるべきか。

　多少迷ったが、十秒の時間が解決してくれた。彼の手から、急速に力が抜けていく。

　生命の灯ともし火びが消えていくのが、私にはわかる。

「神よ……！」

　最期に彼はかすれた叫びをあげ、私の足を摑んでいない方の掌てのひらを空に差し延べた。

　天を摑もうと握り締しめられたその手は、すぐに地へと落ちていく。

　二度と動くことはない。

　死んだ。私が殺したのだ。

「君の魂が、冥府で安らかなる眠りにつくことを祈る」

　しばしの冥福を、もう一度祈ろう。

　彼の指を一本ずつ足から剝はがし、仰向けにして手を組ませる。彼の見開かれた目を閉じてやる。だが、苦く悶もんの表情はそのままだ。

　他ほかの生き方を見つけていれば、天寿を全うすることもできたろうに。

　……別に殺したという事実に罪の意識などあるわけがない。彼が私を殺そうとしたから殺す。

　当然のことだ。何百年も前から繰くり返してきたこと。

　ただ、今日はひどく虚むなしくなった。

　この国は、数十年でなんと生きにくくなったことだろう。

　私の復ふく讐しゆうは既に果たされているというのに、彼らは戦いをやめようとはしない。
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　……しばし、この地を離れることにしよう。百年も経たてば、彼らは死んでしまうのだ。

　彼らの志が、後世に伝わらぬことを祈ろう。

　東へ。はるか東へ、私は行こう。

　我が友の眠る、我が故郷。また戻る日を、夢見よう。

　……夢、か。

　所しよ詮せん、夢とは見果てないものだ。

　それを理解できぬとは、私もだいぶ彼らの影えい響きようを受けてしまったということか。

　私は空を見上げた。

　そこに、私の愛する美しき月はなかった。
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　どうして、こんなことになったんだろう。

　片かた倉くら優ゆう樹きは左手で白髪頭をかきながら、右手に持っていた焼しよう酎ちゆうのコップに口をつけた。

　文化村通りと道どう玄げん坂ざかとを結ぶ路地裏の一角に、居酒屋アルカディアはあった。平日であるためか満席ではないが、それでも八十近い席のほとんどに客が座っている。酒がまわって意味もなく立ち、騒さわいでいる者もいるが、他ほかの客が気にするほどではない。酒というものは、人の感覚を鈍らせる。

　そんな周囲の喧けん騒そうは、優樹にとっては他人ひと事ごとで終わる。誰だれが騒ごうと皿やコップが割れようと、気には障るがどうでもよいことだ。

　しかし現在優樹の目の前にある状況は、他人事では済まされなかった。そこにはコップを力強く握り締しめ、すわった目をした青年がいる。

「片倉さん、自分は色々と思うことがあります」

　山やま崎ざき太た一いち朗ろうの口調は、意外にはっきりしている。しかし、その内容はどうにも理解できないものが多く、優樹はややうんざりしていた。

「はい」

　それでも、優樹は素直に返事をした。酔っ払いに逆らうとろくなことがない。この数時間で、優樹は嫌いやになるほどそれを思い知っていた。

「部隊にいる間は、教練を毎日して日々精進してたです」

　言葉遣いが妙だが、訂正するのも疲れた。優樹はかれいの開きを頭から齧かじり、骨まで嚙かみ砕いた。優樹のことをよく知る者が見たら驚おどろくほど、彼女はその感情を顔に出していた。

　諦あきらめが色濃こいその表情を見て、太一朗が声をかける。

「聞いてますか、片倉さん」

「……聞いてるよ」

　突き放した物言いの優樹であったが、太一朗は気にしなかった。コップを持ち上げ、三分の一ほど残っていたモスコミュールを飲む。

「片倉さん、ジンドライ一つ頼んでもいいですか？」

「頼めば」

　玄げん海かいを飲んでいた優樹は、尻尾しつぽだけが残ったかれいをつまらなさそうに皿の上に置く。

「あ、ジンドライ一つお願いします」

「……久く米め仙せんお願いします」

　通りかかった店員に注文をすると、太た一いち朗ろうは焼きぎょうざを食べようとした。異常な量のラー油にこれまたからしを大量に入れてかき混ぜる。

「付け過ぎだと思うけど」

「そうですか？　これくらい付けた方が美味うまいですよ」

　返事はまともだが、その行動はやはり酔っ払いだった。焼きぎょうざをつまもうとしている箸はしが、ひどくおぼつかない。一度つまんだぎょうざをラー油の皿に落とし、はねたラー油がテーブルを汚す。優ゆう樹きは黙だまって手を伸ばし、おしぼりでテーブルを拭ふいた。

「すいませんね」

　太一朗はラー油とからしが大量に付いたぎょうざを一口で食べた。かなり辛いはずだが、全く表情を変えることはない。優樹も試しに、そのラー油にぎょうざを付けて食べてみる。

「う……」

　優樹は口元を押さえた。異様なまでに辛い。優樹の敏感な味覚には、耐えられない味だ。味覚を一時的に遮しや断だんし、ぎょうざをろくに嚙かまずに飲み込んだ。水がないので、焼しよう酎ちゆうで喉のどを潤うるおす。十秒後に味覚を戻してみたが、まだ辛さが口の中に残っていた。

　太一朗はというと、平然と二つ目のぎょうざにラー油を付けている。

「辛いよ、山やま崎ざきくん」

「その辛いのがいいんですよ。片かた倉くらさん、甘党なんですか？」

「……あたしの味覚がまともなだけだよ」

　太一朗は不満げに鼻を鳴らした。

「まるで、自分がまともではないような言い方ですね」

「…………」

　この青年は、自分が酔っ払いではないと確信しているのだろう。優樹が見たところ、彼は間違いなく酔っている。酒は明らかに彼の味覚を鈍らせ、その精神を高ぶらせていた。指摘してやるべきか優樹は迷ったが、結局やめてしまった。どうせ聞きはしないだろう。空からになった玄げん海かいのコップを確認すると、優樹はメニューを手に取った。この店の酒は全すべて把は握あくしているが、改めて見直す。ついでに、左手首の腕時計に視線を走らせた。時刻は二十時十四分。

「電車の時間は考えているんだろうね？」

　少し語気を強くする。終電まではだいぶ時間があるが、そろそろ帰らせた方がいいかもしれない。彼の酔いが醒さめるのに、どれほどの時間が必要か。酔った経験のない優樹には、予想ができなかった。

「……何で今から帰ることを考えるんですか？」

　太一朗の顔色そのものは、さして変わっていない。だが視線が定まらずにふらふらとさ迷っている。優樹の問い掛けに対する反応も遅い。明らかに普段の太一朗とは違っていた。そのことに気が付いていないのは本人だけだろう。

「帰れなくなったらどうするの」

「……自分は子供ではありません。ちゃんと帰れますよ。心配は無用です……からしが足りませんね」

　ラー油にさらにからしを入れる太た一いち朗ろうを見て、優ゆう樹きは白髪頭を抱え込みたくなった。酒が人間の人格を変容させることは知っていたが、ここまで変わるとあきれてしまう。

（どうして、こんなことになったんだろう）

　優樹は一回頭を振り、今日一日を思い返した。




　三月二十五日は、いつもと同じように始まった。

　警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課巡査部長である片かた倉くら優樹は、渋しぶ谷や区にある捜査第六課分署で静かな時間を過ごしていた。ソファーに体を沈め、朝刊を読む。時計を見ると、午前八時三十五分を示していた。

　東京都は今日も平へい穏おんだった。無論、事件がない日などない。だが新聞の一面に載っているのは、優樹には解決しようのない経済問題だ。だから世間がどうあれ、優樹にとっては東京都と日本は平和だった。

　じっくりと新聞を読んだが、優樹が関かかわった二週間前の事件の記事は載っていなかった。優樹にとっては幸いなことだ。新聞を元通りに畳むと、立ち上がって机の上にある小型冷蔵庫を開ける。アルコール類、お茶缶かん、コーヒー缶、それ以外には何も入っていない。緑茶を取り出すと、またソファーに座り直す。

　プルトップを開けようとした時、優樹の鋭するどい聴覚が一階の扉とびらが乱暴に開いた音をとらえた。階段を二段とばしで駆かけ昇り、廊下を走る音が耳を澄すまさなくとも聞こえてくる。

　捜査第六課分署の扉が、ばたんと開いた。

「おはようございます！　片倉さん！　山やま崎ざき太一朗、遅刻しました！」

　大声で叫びながら部屋に入ってきたのは、警視庁緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊から六課に出向してきた山崎太一朗巡査であった。

「おはよう、別に午前八時に絶対来なきゃ駄だ目めってわけじゃないから、そう慌てなくてもいいのに……お茶あげる」

　優樹は立ち上がると、太一朗の机の上にお茶缶を置いた。自分の椅い子すに座ってもう一度冷蔵庫を開け、今度はコーヒー缶を取り出す。

「いただきます」

　太一朗は一回息をつくと、靴くつをスリッパに履はき替え歩きながらコートを脱ぎ、ハンガーにかけた。席に着いてお茶を手に取る。一口で、半分ほど飲んでしまう。冷たいが、暖房が効いているのでさして気にならない。

　その後、広い部屋を二十分ほど沈ちん黙もくが支配した。聞こえるのは、二人がコーヒーと茶を飲み込む音だけだ。やがてその音もなくなり、明治通りの喧けん騒そうが届きそうなほどの静せい寂じやくが続いた。

「だああああっ！」

　突然、太た一いち朗ろうが大声を上げて叫んだ。そんな太一朗を見てから、優ゆう樹きは時計に目をやる。

「二十二分か……だいぶ長くなったね」

「こんなことやめましょうよ……いったい何の意味があるんですか……」

　太一朗の恨めしそうな視線を平然と受け止める。

「君の根気を鍛きたえるためだよ」

　山やま崎ざき太一朗という青年は、肉体の鍛たん練れんは常に欠かさない。百八十センチ強の長身とそれに見合った筋肉を持っている。無骨ではあるがどこか洗練された精せい悍かんな顔立ちが、彼を好漢に見せていた。事実彼は、優樹にとって本当に良き友人であった。ただ一つ、優樹は彼に不満を持っていた。それは彼が非常に短気であることだった。一か所に落ち着くことができず、静寂を嫌きらう。常に『何か』をしていなければ、気が済まないのだ。

　太一朗も、自分の欠点はそれなりに理解している。だが『自分の根気を鍛える』という名目で、朝から黙だまって同僚と顔を突き合わせることなど、耐えられなかった。

　太一朗は愉快そうに自分を眺めている、片かた倉くら優樹という内閣公認甲種指定生物を見返した。俗称として〝怪あやかし〟と呼ばれるが、下世話な言い方をすれば〝化け物〟だ。人と変わらぬ外見と知性を持つアヤカシは甲種、それ以外は乙種と区別される。日本国立法機関である国会によって可決された特異遺い伝でん因子保持生物に関する法律で、優樹の〝人権〟は保障されている。

　しかし法は守られてこそ意味を持つものだということを、太一朗は最近になって思い知った。

　甲種の名を冠する優樹の外見は、ごく普通の少女でしかない。今年で二十六歳になるそうだが、どうしても太一朗は彼女のことを〝少女〟と表現してしまう。小柄な体格と愛あい嬌きようのある可愛かわいらしい顔が、彼女を十代半ばにしか見せないからだ。ただ一つ他者と違う点は、その頭髪が真っ白であることだ。白髪頭と呼ばれ、その存在を警けい察さつ内で知らない者はない。

　だが、本当は優樹はアヤカシですらない。現在、世界でただ一人しかその存在を公式確認されていない〝二重雑種ダブルブリツド〟である。人とアヤカシの間に生まれた生物だ。もう一人いたのだが、二週間前に彼はこの世を去った。

　高たか橋はし幸こう児じのことを思い出すと、それに関連した色々な事が頭をよぎる。思い出したくはない、だが決して忘れてもいけない出来事だった。たまに思い出すと、体が震ふるえてしまう。

　だから太一朗は忘れたふりをしようとした。彼はこの片倉優樹という人物を尊敬していたし、その人柄に好意も持っていた。それは変わらない現実だからだ。一か月以上も前に彼女を初めて見た時は、自分の心境がこうも変わるとは思ってもいなかった。

　人の心とは、変わりやすいものだ。

　太一朗は空き缶かんを握り潰つぶしてからごみ箱に投げた。缶はごみ箱の縁ふちに当たって床を空むなしく転がる。

「……だいたい根気なんて、こんな方法で身につくものじゃありませんよ」

　立ち上がって空き缶かんを拾い、ごみ箱に捨てた。ふてくされた顔で椅い子すに座る。

「じゃジグソーパズル一万ピースにでも挑戦してみる？　集中力と根性が鍛きたえられるよ」

「嫌いやです」

　今度は優ゆう樹きが空き缶を投げた。狙ねらい違たがわずにごみ箱に入る。

「どうせ今日も暇なんだから。何か時間潰つぶしの方法を提案してよ」

　太た一いち朗ろうは黙だまり込んでしまった。この捜査六課という部署は、他部署の要よう請せいがなければ何もできないのだ。普段は暇なことこの上ない。三年近くこの状況に耐えてきた優樹と違い、太一朗はどうにも我慢できなかった。

「組み手やりましょうよ」

　肉体を動かすことは大好きだ。

「嫌だよ、余計な体力使いたくない」

　にべもなく却下する優樹であった。動けば動いただけ腹が減る。余計な運動はしたくないというのが優樹の本音だ。そういう意味では、優樹は横着者であった。

「あと二か月もあるのに、今からそれじゃ本当に退屈で死んじゃうかもね」

　優樹の言葉は何気なかったが、太一朗の心をふと寂しさがよぎった。

　彼の出向期間はあと二か月しかない。六月一日になれば元の緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊に戻ることになる。太一朗は自分の仕事を愛していたし、誇りも持っていた。だがそれでも、優樹とあまり会えなくなるのは、少し寂しかった。

「すぐにかっとなるのは君の悪いところだから、ここにいる間に少し直していこうね。きっと赤あか川がわさん驚おどろくよ」

　優樹は手元にある本を眺ながめていたため、太一朗の心境の変化を知らなかった。

「これ、読んでみる？　結構面白いよ」

　優樹は、一冊のぶ厚い本を渡した。有名書店のカバーが掛けられていたため、題名はわからない。だいぶ読み込まれた物らしく、カバーは手て垢あかで汚れ所々擦すり切れている。

　太一朗が一ページ目を開くと、「私の夢は夢で終わらなかった。夢は現実となり、現実はやがて、醜しゆう悪あくな未来へと変わっていった」という文字が躍おどっていた。

「どんな話ですか？」

「アヤカシを初めて捕ほ獲かくした欧州の生物学者さんが書いた自伝。この人がいなかったら、歴史は変わっていたんだろうね」

「はあ……」

　太一朗はぺらぺらと本のページをめくり、その文字量にうんざりした。読書など、ここ最近はした覚えがない。警けい察さつ学校時代に勉強をしたのが最後だろう。瞬しゆん時じに読むのを諦あきらめて机の上に置くと、太一朗は窓の側そばに歩み寄った。雲一つない青空が広がっており、今日はやけに綺き麗れいに見える。この静かな時間は、確かに得難いものなのだろう。それでも太た一いち朗ろうは、この暇な毎日が面白くなかった。彼は良くも悪くも〝若者〟であり、日常に刺激が欲しいと思う人間だった。

「そろそろお花見の季節なんだねえ……」

　優ゆう樹きの独り言に、太一朗は敏感に反応した。

「花見行くんですか？」

　どこかに出かけるのなら大だい歓かん迎げいだ。だが返ってきた答えは、そっけなかった。

「行かないよ。何が楽しくてあんな込み合った所で飲み食いしないといけないの」

　優樹にとって桜は単純に愛めでる対象にはなりえない理由があったが、それは口には出さない。

　太一朗は大きく息を吐くと、つまらなさげに窓の外を見た。そのあまりにもがっかりした様子が優樹には理解できない。花見ができないくらいで、そこまで落ち込むことはないだろうに。

「お花見したかったの？」

「あ……いや、そういうわけじゃないんですけど……」

　彼にしてはひどく歯切れの悪い口調だった。太一朗は花にも団子にも興きよう味みはなかったが、ただどこかへ出かけたかったのだ。

「うーん……じゃ花見は駄だ目めだけど、今日はどこかに飲みに行こうか」

「本当ですか!?」

　太一朗の表情が一転して明るくなる。

「うん。山やま崎ざきくんはお酒に何か好みある？」

「とくにないですけど」

　実は太一朗は、あまり酒を飲まない。学生時代に一度は経験するであろう酒と煙草タバコに、太一朗は縁えんがなかった。真ま面じ目めで通っていた彼は友人に勧められても決して酒を飲まなかったし、煙草は元から吸う気がなかった。成人した時は緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊訓練所で生活していたため、酒を飲む機会に恵まれなかった。

「そう、じゃ焼しよう酎ちゆうがたくさんある居酒屋さんに行ってみよう。食べ物もおいしいよ」

「はい！」

　酒などどうでもよかった。ただどこかに出かけるだけで、太一朗は嬉うれしかった。

（そんなに嬉しいものなのかな……）

　機き嫌げんのよい太一朗を見ながら、優樹は彼からは見えない位置で財布の中身を確認する。自分の方が年上で階級も上位である以上は、自分がおごるのが筋というものだ。

　優樹は通常の警けい察さつ官かんよりもはるかに高給取りだ。優樹自身の立場と特殊な部署であることも理由の一つだが、アヤカシには年金や保険に入る義務も権利もないのだ。しかも地方公務員として東京都から給料を、国からは甲種特別手当を支給されている。収入は充分すぎるほどにあった。

　さらに優ゆう樹きの場合、光熱費や家賃は捜査六課分署で暮らしているため払う必要がない。滅めつ多たに食事をしないので、食費も微々たるものだ。酒と衣料代、母親への仕送り以外は全すべて貯蓄に回る。優樹の貯金総額は、同年代のサラリーマンと比べてもはるかに高額であった。

　財布の中には二万円ほど入っている。太た一いち朗ろうがどれほどの大食漢かは知らないが、これだけあれば足りるだろう。

「片かた倉くらさん、自分はちょっとその辺り走ってきます！」

　腹でもすかせておこうとでもいうのだろうか。まだ午前九時を少々回ったばかりだというのに、太一朗は飛び出していった。その後ろ姿を見送った後、優樹は椅い子すにもたれかかって天井を見上げた。

　普段は常に孤独であり、有事の時のみ他者と接点を持つ。それが今までの優樹の日常だった。

　誰だれかと過ごす他愛たわいのない〝日常〟。それも、やがては終わる。

　時は、残酷なまでに慈悲深い。

　だがそれを完全に理解し納得できるほど、優樹は年を経ていなかった。




「やれやれ……」

　つい、ぼやきを口に出してしまう優樹であった。頭ははっきりしているが、周囲の人間が吸う煙草タバコの煙と臭においが視覚と嗅きゆう覚かくを鈍らせる。自分の胃と口から漂ってくる、種々様々な酒が入り交じった臭くさい息も不快だ。嗅覚を遮しや断だんすることはできるが、それでは食事と飲酒の楽しみが半減してしまう。快楽を求める性質ではないが、外食をする以上は嗅覚と味覚を楽しませたい。何度か目をしばたかせると、あらためて太一朗を見た。

　十八時過ぎにこの店に来て最初にオリオンビールを飲んだ時、太一朗はまだまともだった。だが口当たりの良いフルーティーな酒を飲み始めた頃ころから、だんだん怪しくなってきた。優樹は、彼が酒の許容量を理解して飲んでいるのだろうと思っていた。しかし太一朗は無計画に食べ、飲んでいたのだ。彼の異常さに気がついた時、既に太一朗は酔っ払いと化していた。優樹は他人と酒を酌くみ交わしたことなど一回しかなかったので、〝他人を気き遣づかって飲む〟ということをしなかったのだ。

　自分の迂う闊かつさを呪のろっていた頃、酒のお代わりが来た。

「こちら、ジンドライと久く米め仙せんです！」

　元気のよい若い店員が、どんとコップを置く。

「神かんの河こください」

　優樹は今日六杯目の焼しよう酎ちゆうを注文した。今さら彼のことを気に病んでも仕方のないことだ。気にせずに飲むことにしよう。

「はい！」

　威勢よく返事をして去っていく店員を確認すると、優樹は太一朗に視線を戻した。彼は来たばかりのジンドライを一口で半分飲んでしまっていた。まだ中身が残っているコップを、やや乱暴にテーブルの上に置く。なぜかテーブルの木目を異様な目で睨にらみ付けていた。

「……なんでテーブル睨んでるの」

「別に……ただ気になっただけです……」

　ジンドライを握っている太た一いち朗ろうの手から、優ゆう樹きはコップを奪った。これ以上飲ませるのは、よくないと判断したのだ。その優樹を、太一朗は凄すさまじい目付きで睨んだ。

「……何するですか」

「君は、飲み過ぎだよ」

「自分は片かた倉くらさんの酒量を見てました。オリオン一本空けた後、ビールをピッチャーで頼んでその三分の二は片倉さんが飲みました。玄げん海かいとか、いいちことか、日本酒を五杯くらい飲んでました」

「日本酒じゃない、焼しよう酎ちゆうだよ」

「どう違うかなんて、自分にはわかりません……とにかく、自分よりも多く飲んでます」

　それは事実だ。酔っている癖くせに、太一朗の観察力は普段より増していた。

「あたしと同じだけ酒飲んだら、君間違いなく目回すよ」

　優樹が生きてきた約九千日の中で、酒を飲まなかった日はない。アルコールへの耐性は常人とは比較できないのだ。血中のアルコールを無害化することも造作もない。コップを奪い返そうとする太一朗に先走って、優樹はジンドライを飲み干してしまう。この口当たりの良さが、彼がかぱかぱとコップを空ける原因なのだろう。飲みやすいのはいいが、優樹にとってはあまり面白くない酒だ。

「…………」

　恨みがましい目で優樹を見ると、太一朗は、酔っ払いとは思えないほどの素早さで優樹の焼酎を奪った。

「あ……」

　止める間もなく、三分の一ほど残っていた焼酎は彼の胃の中に入っていた。

　その瞬しゆん間かん、太一朗は顔をしかめて呻うめいた。優樹が飲んでいたのは、久く米め仙せんというアルコール度数四十を超える焼酎だ。量は多くなかったとはいえ、一気飲みに適した酒とは言い難い。

「もうやめなさいって……明日二日酔いで苦しんでも、知らないからね」

「……まずい酒です」

「そうやって安直に結論を出さないように。酒の好みは色々とあるんだから」

「神かんの河こです」

　店員が置いた焼酎を、太一朗に奪われないように引き寄せる。

「肉じゃが一つください……とにかく、君は正しい酒の飲み方を覚えた方がいい。そんな飲み方を続けていたら体によくないよ」

　太た一いち朗ろうは、すわった目で優ゆう樹きを見返した。やや血走っている。嫌いやな目付きだ。優樹は視線を逸そらし、焼しよう酎ちゆうをちびちびと飲んだ。

「正しい酒の飲み方……じゃあ、教えてください」

　そう改めて言われると、優樹も困ってしまう。

「だいたい片かた倉くらさんは、普段から飲み過ぎなんですよ。自分が知っている限り、片倉さんが全く酒を飲まなかった日は一日もありません」

「……そうだよ」

「肝臓に悪いじゃないですか。もしかして、アルコール依存症なんですか？　いけませんよ、死んじゃいます」

　肝臓を患って死んだアヤカシはいない。そう反論しようかと思ったが黙だまって聞くことにした。

「煙草タバコを吸わないのは、大変結構……煙草税は取られる、呼吸器系にダメージが来る、背が伸びなくなる、体力が落ちるなど、ろくなことがありません。……隊では禁止されてはいませんが、酒と煙草はよくありません」

　この場に愛煙家がいれば反論の一つや二つあるだろうが、優樹は煙草を吸ったことがないので何も言えない。

「だから、酒を控えましょう」

　結局、太一朗はそれを言いたかったらしい。彼が勤務中の優樹の飲酒を嫌きらっていることは知っていた。優樹が生きるためには必要な行為なのだが、それを説明しても理解はされないだろう。優樹は話題を変えることにした。

「飲んでばかりじゃ胃と肝臓に悪いから、何か食べなさい」

　太一朗にメニューを渡す。それからしばらくの間、太一朗は食い入るようにメニューを睨にらみ付け、優樹は神かんの河こを飲み続けた。

「肉じゃがです」

「手羽先と海かい鮮せんサラダとタン塩と鮭さけおにぎりとブルーハワイ、お願いします」

　メニューを抱え込んだまま、唸うなるように注文をする。

「まだ飲むの……？　あ、雪ゆきの松まつ島しまとまぐろのかま焼きお願いします」

　頼み終えて店員が去ると、再び太一朗の説教が始まった。

「自分はですね、片倉さん」

「何かな、山やま崎ざきくん」

　優樹は気のない返事をして肉じゃがを食べ始めた。

「健康は財産だと思います」

「はあ……」

「朝、昼、晩と三食しっかり食って、適度な睡眠と適度な運動。不規則な生活はいけません」

「……別に死にやしないよ」

　太た一いち朗ろうが、どんとテーブルを叩たたく。

「そんなことで、成人病にでもなったらどうするんですか！」

　優ゆう樹きは頭に手をやった。

「……あたしは、病気にはかからないよ」

「何で断言できるんですか！」

「人間じゃないから」

　ほんの少し、太一朗の眉まゆ根ねが寄った。

「……申し訳ないです」

「別に謝あやまることじゃないよ」

　しばらくの間、二人は静かに飲食を続けていた。太一朗はうまく回らない頭で話題を探し、優樹はこの場をどうやってまとめるかを考えていた。

　三十秒後、先に口を開いたのは太一朗の方だった。

「片かた倉くらさん……何で髪短くしたんですか」

　つい十日ほど前までは背の半ばまであった優樹の白く長い髪は、現在はうなじが見えるほどに短くなっている。

「髪が長いと、頭怪け我がした時に血が髪の毛に付いて手入れが大変だから」

　ここ数年大きな怪我もなかったので伸ばしておいたのだが、この間の事件で色々と不便なことが発生した。だいぶさっぱりしたので、これはこれで気に入っている。

「そうですか……あいつの喪もにでも服したのかと思いました」

『あいつ』とは、今は亡き高たか橋はし幸こう児じのことだ。彼の死を二人が知ったのは、三月十三日であった。別に太一朗は何も感じはしなかったが、優樹の表情は少し動いた。優樹の髪が短くなっていたのは、その翌日のことである。

「ああ……そうか。それもいいかもね」

　太一朗は頭を振った。自分が持ち出した話題ではあったが、自分にとって面白くない話になってしまった。

「酒が早くまわるからやめなさい」

　頭を激しく振る太一朗を見て、優樹が注意する。もう充分にまわっているようだが、これ以上酔われても困る。

「大丈夫ですよ」

　そう言いながら、太一朗は背広を脱いでネクタイを緩ゆるめた。体が熱い。普段から体温の高い太一朗だが、酒のせいでさらに上昇している。

「山やま崎ざきくん……酔ってるよ」

「酔ってませんよ、熱いだけです」

　さらに太一朗は、ネクタイとワイシャツの第一ボタンを外した。

「だから、酔ってるんだよ。君は」

　優ゆう樹きはネクタイを取り上げると、テーブル越しに手を伸ばして太た一いち朗ろうの頭に巻いてしまった。

「うわ、すごく似合ってる……」

　自分の行為に、優樹は自分で笑ってしまった。太一朗のその姿は、まさに酔っ払いである。
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「……何で頭に巻くんですか？」

　ふてくされた顔をして、太一朗はネクタイを外そうとした。だが優樹の手できつく締しめられたネクタイを震ふるえた指で外すのは、かなり困難だ。

「酔っ払いの証明……しばらくやってなよ、面白いから」

「……前世紀の酔っ払い親父おやじじゃあるまいし、今時こんなことしてる奴やつはいませんよ」

　他人に笑われるのが大だい嫌きらいな太一朗だが、今は腹が立たなかった。優樹がこんなに愉快そうに笑ったのは、見たことがない。だから太一朗は、ネクタイを巻いておくことにした。

　優樹は笑っていたが、自分が笑っていることに驚おどろいていた。感情制御は、優樹にとっては呼吸をするのと同様にできるはずだった。なのに、最近はそれが上手うまくできない。面白ければ笑い、嫌いやなことがあれば眉まゆをしかめる。それは、太一朗という〝人間〟と関かかわるようになってからのことだった。

「お待たせしました！」

　やってきた店員が、注文した品を並べていく。大半は、太一朗が注文した物だ。

「……ほんと、よく食べるね……」

　彼が酒類をどれほど飲んだかは、優ゆう樹きもチェックしていた。オリオンビール一缶かん、ビールをピッチャーに三分の一、梅酒二杯、カルアミルク二杯、モスコミュール二杯、ジンドライ一杯、久く米め仙せん少々だ。その辺りは記き憶おくしているが、彼が何をどれだけ食べたかはよく覚えていない。はっきり言えるのは、彼が大食漢であることだけだ。

「片かた倉くらさんが、あまり食べないんですよ……かれいの開きと肉じゃがしか食べてないです。あとは、ひたすら飲んでるだけです」

「これでも、いつもよりはたくさん食べてる方なんだけどね……」

「米を食いましょう」

　太た一いち朗ろうは自分が頼んだ鮭さけおにぎりを、優樹の方に押しやった。

「これから魚を食おうってのに、米がなくってどうします？」

「どうもしない……」

　優樹の言葉を、太一朗は聞いていない。

「肉も好きだけど、魚も好きです。米と魚、これほど美味おいしい組み合わせは、なかなかありませんよ。自分としては、おにぎりじゃなくてただの白飯が欲しいんですけど」

　彼が言っていることは、まともと言えないことはない。だが、それは優樹にとってはどうでもいいことなのだ。静かに酒を飲みたい、優樹が望むことはそれだけだ。二人が向かい合って黙だまって酒を飲むというのもかなり寂しい状況なのだが、その事実を優樹はまだ知らない。

「……何か怒ってません？」

　下目を使って太一朗が聞く。彼の方が背も座高も高いので、優樹を見下ろす形になってしまうのだ。

「別に」

「はあ……」

　太一朗は、手羽先に七味とうがらしを大量に振りかけた。一つ貰もらおうと思っていた優樹だったが、すぐに諦あきらめる。

「山やま崎ざきくん……味覚が変なんじゃないの？」

「どこがですか？」

　赤くなった手羽先を齧かじりながらブルーハワイを飲む太一朗を見て、優樹はまぐろに手を付けた。彼と酒を飲むのにも疲れたが、これはこれでいい経験なのかもしれない。一度だけ緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊長の赤あか川がわと飲んだことがあるが、もっとひどい目にあった。それに比べれば、太一朗はまだましな方と言えるだろう。

（酒ってのは、味わって美味しく飲む物だと思うんだけどね……）

　このことを自分が教えなくてはいけないのだろうか。優樹はうんざりした。

「いいですか、片倉さん。飯を食うってことはですね……」

　清酒を飲んでいる優ゆう樹きの前で、太た一いち朗ろうが『食』について語り出す。

（もう、どうでもいいや）

　ほんの少しだが、優樹はやけになっていた。




　二人の奇妙な酒宴は、二十二時近くまで続いた。一方的に語り続けていた太一朗であったが、その言動はどんどん怪しくなっていき、テーブルが揺れるほどの貧乏ゆすりを始めていた。しかし、優樹はもう注意しなかった。こうやって無理をして、自分の限界を学べばいいのだ。明日になったら、自分の酒の飲み方を反省するだろう。後悔はしないかもしれないが。

「片かた倉くらさん……聞いてますか？」

　相変わらず顔色は変わっていないが、その言動と行動は泥でい酔すい者だ。体を揺らして四杯目のスクリュードライバーを飲んでいた太一朗は、突然テーブルを叩たたいた。その勢いで倒れそうになった自分の酒を、優樹は慌てて支える。

「危ないでしょうが……倒れたらどうするの」

「いいですか、片倉さん？　片倉さんは確かに強いです。しかしですね、技術があれば、無む駄だな力使わんで済むんですよ。効果的な戦い方ってもんがあります」

「……はいはい」

　太一朗が最終的に何を言いたいかは、もうわかっている。彼は、優樹に『鍛たん練れん』を要求しているのだ。普段から聞いていることだが、いつもは優樹が嫌がれば太一朗もすぐに諦あきらめる。だが、今はそうもいかなかった。

「まずは、拳こぶしなんですよ」

　いきなり掌てのひらを突き出した太一朗は、優樹の顔の前でゆっくりと握り締しめた。

「小指から順に握って、親指でしっかり押さえる。この締めが大事ですよ。それに、片倉さんの拳は、当てるところが違うんですよ」

（駄目だな、これは）

　太一朗が拳や蹴けりについて語ると長くなる。それに、この『拳の握り方講座』はつい先ほど聞いた覚えがあった。同じことを二度話すのは、やはり酔っている証拠だ。

「この、人差し指と中指の付け根、ここを当てるんですよ。ま、片倉さんが掌しよう底ていを多用するのは間違っちゃいませんよ。背が低い人が、下から打ち上げるってのは。正せい拳けんよりは骨折の確率低いし」

　優樹は、掌底を打った時に手首の骨を折ったことがあるから何も言えない。

「殴りや蹴りだけが、戦う方法じゃないですけどね。……片倉さんは、片倉さんの敵と戦う方法を知らなさ過ぎます」

　太一朗は優樹に挑いどむような目を向け、残っていたスクリュードライバーを一気に空けた。優樹に敬意をもっているが、だからこそ許せない箇所ははっきりと指摘する。それが、山やま崎ざき太た一いち朗ろうという人間だった。

「……そうかい」

　酔っ払いに説教されたくはないが、彼の言うことはいちいちもっともだ。酔った太一朗は、いつもよりはるかに饒じよう舌ぜつで率直で頑がん固こで、扱いにくかった。

「自分はですね……」

「もういいよ」

　優ゆう樹きは遮さえぎった。

「君の考えはわかった。でも、あたしにはあたしの考えがある。君の言うような鍛たん練れんをする気は全くない」

　二人の間に流れる空気が、やや険悪なものへと変わった。その空気に気が付いた優樹は、太一朗の視線から逃げて、通りかかった店員に精算を頼む。

「もう帰るからね」

　太一朗が不満そうに唸うなったが、無視を決め込む。

「……じゃ、ちょっとトイレ行ってきます……」

　手をテーブルについて立ち上がった太一朗の歩みは、かなりおぼつかない。一歩踏ふみ出すたびに左右にふらふらと揺れ、他ほかの客にぶつかり顰ひん蹙しゆくを買っている。彼が素直に謝あやまっているので、大事に至らなかった。その後ろ姿を見ると彼が一人で自宅に帰ることができるのか、不安になってしまう。近所まで送った方がいいかもしれない。

〝人間と関かかわる〟というのは大変だということを、改めて思い知る。戸惑うこともある。嫌いやなこともある。だがそれでも、優樹は楽しかった。

　しかし、その五分後。

「あの……お連れさんがトイレの壁かべに寄っかかって寝てたんですけど……」

　困った顔をした店員に言われて、優樹は疲れてしまった。店員によって引き摺ずられている太一朗は、寝てはいないがだいぶ意識が飛んでいた。優樹は立ち上がると、店員が太一朗を椅い子すに座らせるのを手伝った

「すいませんね、どうも……」

　優ゆう樹きは汗をかいている店員に謝った。大柄で体重もそれなりにある太一朗を運ぶのは、かなりの重労働であるはずだ。

「起きなさい、山やま崎ざきくん」

　店員がその場を去ってから、太一朗の頭を軽くはたく。

「…………起きてますよ」

　反応がかなり遅い。目を半分閉じている。

「お会計してくるから、背広とコート着て外に出てなさい」

　そう言うと、優樹は傍らに置いていた上着とコートを着て帽子を被かぶった。

「金……俺おれも出しますよ」

　まだ新しい背広の内ポケットから、無意識的に財布を出そうとする太た一いち朗ろうを手で制する。

「無理しなくていいから、早く外に行ってなさい」

　太一朗は、彼にしてはゆっくりとした動作で背広とコートを着た。ネクタイを外さないのは、単に忘れているだけなのだろう。なかなか立とうとしない太一朗を、襟えり首くびを摑つかんで強引に立たせる。少々重いが優ゆう樹きにとっては楽な重量だ。

「背広が伸びるんですけど……」

「そう思うなら、早く出て外の空気にでもあたってきなさい」

　太一朗のぶ厚い背中を押して店外に追い出し、優樹は会計を済ませた。やけに長いレシートとサービス券を貰もらい、足早に外に出る。

　三月もそろそろ終わる。だいぶ春らしくなってきたが、夜はまだ寒い。コートのボタンを止めながら、太一朗の姿を捜す。見当たらない。まさか一人で帰ったのだろうか。

「……すいませんね、片かた倉くらさん。おごってもらっちゃって……」

　太一朗は路上に座り込んでいた。人通りはそこそこ多いが、太一朗の行動は珍しいものではないので誰だれも振り向かない。居酒屋の外には飲み終えても意気の下がらない連中が多くたむろしているものだ。優樹はそんな人間にはなりたくない。本人たちはいいだろうが、周辺の通行人と店の迷惑になる。

「みっともないから、やめなさい。一昔前の若者じゃあるまいし……」

「今でもやってる奴やついますよ……」

「怒るからね」

　優樹はまたも、太一朗の襟首を摑んで引き上げた。

「わかりましたよ……」

　自力で立ち上がった太一朗であったが、すぐに壁かべに寄りかかってしまう。

「だから飲み過ぎで食べ過ぎなんだよ……吐いてくれば？」

「嫌いやですよ、もったいない！」

　眠たそうではあるが、凄すさまじい目で優樹を見る。

「後で後悔しても知らないからね」

「先に後悔したら、後悔って言わないです……それに自分は、後悔はしない男です」

　酔っているせいか、理屈が多い。優樹は眉み間けんに皺しわを寄せると、太一朗に肩を貸すために腕を伸ばした。しかし、それが不可能であることにすぐに気が付いた。優樹と太一朗の身長差は三十センチ近くある。これだけの差があると、引き摺ずるような格好になるだろう。

「……一人で歩ける？」

「馬ば鹿かにしないでください……」

　太一朗は壁を叩たたいて立つと、自力で歩き出した。やはりその歩みは千鳥足だ。

「山やま崎ざきくん……どこに行こうとしてるの？」

「駅ですよ……」

　太た一いち朗ろうは文化村通りへ行こうとしていた。

「そっちから行っても駅には行けるけど、遠回りになるよ」

　優ゆう樹きは太一朗に歩み寄ると、コートの裾すそを摑つかんだ。それだけで、太一朗は前進できなくなる。

「何するんですか、片かた倉くらさん……」

「……送ってくから」

　優樹が乱暴にコートを引っ張ると、太一朗はふらふらと戻って来た。生来のバランス感覚で転びはしなかったが、勢いで後ろ向きに歩く。立ち止まると、恨みがましい視線を優樹に送る。

「……酔っ払い扱いしないでくださいよ。自分は酔ってません……一人で帰れます」

　大おお股またに歩き出した太一朗を、優樹は疲れた目で見た。本人はまともに歩いているつもりなのだろうが、全く駄だ目めだ。

「酔った自分を冷静に見つめることは、大切だと思うんだけどねえ……」

　優樹は太一朗の横に並んで歩いた。

「駅まで一緒に行くからね……」

　返事はなかった。疲れているのだろうか。そう思って太一朗を見上げた優樹は、絶句してしまった。太一朗は歩きながら寝ていたのだ。

（…………器用な人だ……）

　立って寝ることは優樹もできるが、さすがに歩きながら寝ることはできない。あきれながら、優樹は太一朗のコートを摑む。彼は一応止まったが、やはり寝ていた。優樹は道の端まで太一朗を引っ張っていくと、彼を壁かべにもたれさせた。

「……起きなさい、山崎くん」

　襟えり首くびを摑んで、ぺちぺちと軽く頰ほおを叩たたく。優樹は他者の視線を気にする方ではないが、さすがに渋しぶ谷やでこんな真似まねをするのは恥ずかしい。そんな優樹の思いはいざ知らず、太一朗は目を覚まさない。少し、びんたに力を込める。駄だ目めだった。掌しよう底ていを顎あごにぶち込んでやろうかと思ったが、優樹の自制心は確かだった。自分の背中に太一朗の体を乗せる。大した重さではないが、服を通して伝わってくる体温の高さがひどく不快だった。

（気分悪い……）

　胃から先ほど食べた物が逆流しそうになるのを必死で止める。人間を担いだことは何度かあるが、こんなことは初めてだ。太一朗の顎が優樹の肩にのせられる。その熱く酒臭くさい呼吸に思わず顔をそむけた。

（……嫌きらい、なのかな……）

　そうではない。そうではないはずだ。優樹は心の中に生まれた思いを否定した。

（自分は、酔っ払いが嫌いなだけだ）

　そう言い聞かせると、優ゆう樹きはゆっくりと歩き出した。駅に向かおうとして、自分が太た一いち朗ろうの住所を知らないことを思い出した。一いつ瞬しゆんだが、優樹は太一朗をどうするか思案する。この辺りに放り捨てていけば自分の酒量をおおいに反省するだろうが、それは優樹の良心が許さない。彼の所持品を物色すれば住所が判明するかもしれないが、断りもなく漁あさるのは気がひける。今夜は分署に泊めるしかないだろう。

（今日はソファーで毛布か……）

「よいしょっと……」

　掛け声と共に担ぎ直す。重くはないのだが、太一朗の体を優樹の広くない背中で背負うのは無理があった。気を付けないとすぐに背中からずり落ちてしまう。

　今日何回目かわからなくなったため息をついて、優樹は六課分署に向かって歩いた。裏通りをいくつか経由して公園通りからハーモニーパーク通りに抜け、線路と宮みや下した公園を横切って明治通りに出る。頭の中に渋しぶ谷やの地図を思い浮かべながら、優樹は分署への最短ルートをはじき出した。

　優樹は人の波の中を歩いていく。容姿も服装も考え方も違う人間たちの中に紛れていると、自分が何者なのかという迷いが大きくなる。

　人間なのか。アヤカシなのか。

　だから、優樹は人込みが嫌きらいだった。このあまりにも多い〝生き物〟たちの中で、自分がたった一人のような気がする。分署で一人でいる時よりも、深い孤独を感じるのだ。

　彼女の孤独を消してくれる唯一の〝存在〟山やま崎ざき太一朗は、優樹の背中で眠っている。彼から漂ってくる大量の酒の臭においが他ほかの雑多な臭いと混じり、悪臭となって優樹の鼻孔を突いた。人間には感知できないが、犬以上の嗅きゆう覚かくを持つ優樹には我慢できない。

　嗅覚を遮しや断だんしようとする寸前、風に乗って流れてきた嗅かぎ慣れた異臭が鼻を突く。

　ほんの少し。だが間違いなく、人間の血の臭いだ。

（これは……）

　立ち止まって嗅覚感度を上げた優樹の鼻に、あらゆる臭いが入り込んでくる。しかしその中に、血が発する特有の臭いは感じられなかった。何より彼女が背負っている太一朗が、優樹の嗅覚を鈍らせているのだ。

　気のせいではない。だが、優樹は再び歩き出した。誰だれかが流血しているのかもしれないが、臭いの弱さからごく微量であることは想像が付く。大事には至らないだろう。そう結論づけた優樹だったが、とりあえず周囲に気を配りながら足を進めた。

　居酒屋やカラオケボックス等が並ぶ、裏通りの一角だ。見慣れた風景である。愛想を振りまく客引きがいる。大声を上げている酔っ払いの集団がいる。道の端で胃の中身を戻している女がいる。その背中を撫なでてやっている男がいる。ビールの立て看板にもたれて座り込んでいるＯＬ風の女性がいる。

（こんな所で寝なくてもいいだろうに……）

　若い女性がこんな所で寝ているのを黙って見過ごせるほど、警けい察さつ官かんとしての義務を忘れてはいない。女性に近寄った優ゆう樹きは、鼻の頭に皺しわを寄せる。本当に僅わずかではあるが、血の臭においがその女性から漂ってきたのだ。

「もしもし、お嬢じようさん……」

　優樹は太た一いち朗ろうを背負ったまま、女の側そばに座り込んだ。返事はない。耳を澄すませたが、脈拍、呼吸、共に正常だ。一見したところ、外傷も服の乱れた様子もない。女性の服や体から酒の臭いは全くしないため、泥酔者でないこともわかる。ならばなぜ、彼女はこんな所で意識を失っているのだろう。

「お嬢さん、起きてください」

　優樹は右手を伸ばし、軽く女性の肩を揺さぶってみた。細い首が揺れる。その首筋に、ほんの少し血がこびりついていた。乾いたばかりの、真新しい血だ。だが傷跡が見当たらない。

「あ……え……？」

　意味をなさない声をあげ、女が目を開けた。

「大丈夫ですか？」

　女の目の焦点はしばらく合っていなかったが、十秒ほどかかって優樹と視線を合わせた。優樹は軽く笑ってみせる。自分の顔を見たことはないが、アヤカシであることさえ名乗らなければ大抵の人間は好感を持ってくれる顔立ちらしい。

　その女性は何度も瞬まばたきをした後、改めて優樹を見た。意識はまだはっきりとしていないようだ。

「こんな所で寝てたら、風邪かぜひきますよ」

「……ああ……あたし……寝てたんですか？」

　頭を強く二、三度振ると、やっと目を覚ましたようだ。優樹の顔を見て、どこか安心したような笑みを浮かべる。優樹は知らなかったが、彼女には他者の不安を打ち消す〝力強さ〟があった。それは顔の造りや体格からではなく、彼女の独特な風格が生んだものであった。

「立てますか？」

「あ……はい……どうもすいません……」

　差し延べた優樹の手を、女は遠えん慮りよがちに摑つかんだ。優樹は少しだけ腕に力を込めて、女の軽い体をそっと引き起こす。

「……あら」

　女は、優樹が太一朗を担いでいるのに気が付いたようだ。確かに小柄な少女に見える優樹が、太一朗のように長身の青年を背負っているのは、奇妙に見えるだろう。しかも優樹は彼を左腕一本で支えたまま、女の体を右手だけで引き上げたのだ。不思議そうに優樹と太一朗を見比べている。

「ああ……彼は同僚で、ただの酔っ払いですよ。あなたも酒をお飲みになったんですか？」

　そうではないと優ゆう樹きは感づいていたが、話題を振って彼女がなぜここで寝ていたのか聞きたかった。もしかしたら、何か事件に巻き込まれたのかもしれない。そうであれば、渋しぶ谷や警けい察さつまで彼女を送っていってやるべきだろう。

　しかし、その女性は困ったように頭を押さえた。寝起きで混乱しているのだろうか。優樹はしばらく、女の容姿を観察することにした。年ねん齢れいは二十代前半。化粧に派手さはなく、身に着けているのはごく普通のスーツだ。肩から提げているバッグはやや古い型ではあるが、有名なブランド物である。装飾品は地味だが、スーツの色合いとよくマッチしていた。

「どこか具合でも悪いんですか？　救急車でも呼びましょうか」

「……そうじゃないんです……何で私がここで倒れていたか、思い出そうとしてるんですけど……思い出せなくて……」

「どうしてここにいるか、それだけ思い出せないんですか？　あとは大丈夫ですか？」

「……ああ、はい」

　部分的記き憶おく喪失。それなら優樹にも経験がある。やがて〝思い出せないこと〟があったことすら、忘れてしまうだろう。あまり問題はない、と思う。

「それはよかった……ところで首のこの辺りに血が付いてますよ。どこか怪け我がをしているんじゃないんですか？」

　女は首筋に手をやった。だが乾いた血はその程度では取れない。女がバッグからコンパクトを取り出すのを見て、優樹は地面を見た。鏡かがみが側そばにある、というだけで落ち着かない。

　鏡は、優樹にとって恐怖の対象でしかなかった。

「……あら、本当……血が付いてるわ。でも何でかしら……」

　呟つぶやきながら血を拭ふき取っている様子を、優樹は気配で察した。彼女がここで倒れていた理由とその微量な血は、何か関係があるのかもしれない。多少気にはなったが、確信もないのに根掘り葉掘り聞き出そうという姿勢は、優樹にはない。そういう意味では、警察官向きの性格とは言い難かった。

「……すいません。私ぼうっとしててお礼も言わないで……どうもありがとうございます」

　コンパクトをしまうと、女は深々と頭を下げた。

「いえいえ、うら若い女性が夜中の繁はん華か街がいの路上で眠っているのを放ってはおけませんよ」

　そう言った優樹の顔を女はまじまじと見つめ、堪こらえ切れないように吹き出した。

「……あなた、あたしより年下じゃない……まだ二十はたちいってないでしょ？　それなのに『うら若い女性』だなんて……」

　笑うというのは緊きん張ちようがほぐれた証拠だ。結構なことだが、優樹は自分の本当の年齢を言うべきか迷った。結局、言わずにすませたが。

「とにかく、怪我がないのはよかったです。駅まで送りましょうか」

「大丈夫。ちょっと頭がふらふらするけど、一人で歩けます」

　貧血の症状だろうか。心配ではあるが、本人の判断に任せてもよいだろう。

「ではお気をつけて。明日は病院に行くことをおすすめしますよ。外傷や痛みがなくても、知らないうちに怪け我がをしているってことはありますから」

「ありがとう。あ、お礼をしたいんですけど、連絡先を教えていただけませんか？」

「いえ、お礼されるようなことしてませんから。じゃ、失礼しますね」

　何か言おうとしている女に背を向けて、優ゆう樹きは足早に歩き出した。連絡先など、教えられるわけがない。住所は捜査六課のものだし、携帯電話の番号は他人には知られたくない。彼女の身に何があったのか、もし思い出せたなら聞いてみたいものだが、自分が連絡先を教えないのに相手の連絡先を聞くのはいかにも失礼な気がした。

　きっと、大したことではなかったのだ。そう優樹は思うことにした。肉体にも精神にも、異常があるようには感じられなかった。無論、外見だけでは何とも言えない。内面に付いた傷があったとしたら、それを癒いやすのは非常に難しい。そこまで首を突っ込むほど、優樹は好奇心旺おう盛せいではなかった。

「……片かた倉くらさん……」

　明治通りまで来た時、背中で太た一いち朗ろうが呻うめいた。その声で、優樹は自分が直面している事態を思い出した。彼をどうにかしなければ、優樹に平へい穏おんな明日は訪れない。

「起きたの？　じゃ自分で歩いてよ」

「……オリオンが美味うまかったです……」

　話しかけているのか、寝ぼけているのか、判別しにくい台詞せりふだ。

「焼しよう酎ちゆうはおいしくないです……手羽先は美味かったですけと、いかげそはいまいちです……」

　料理や酒の感想をぶつぶつと言い続けている。どうやら寝言のようだ。

「今日は、よくわからない一日だったな……」

　返答を期待したわけではない。ただの独り言だ。しかし返答はあった。

「楽しかったです……また飲みに行きましょうよ……」

「……考えておくよ」

　太一朗の寝息が始まった。振り返ると、太一朗は幸せそうな寝顔をしていた。普段は見せないその無邪気な顔を見て、優樹はふっと笑う。かなり疲れてしまったが、それなりに楽しい一日と言えた。やや気にかかることもある。だがすぐに忘れても差し支えのないことだろう。

　優樹は空を見上げた。渋しぶ谷やの空が、今日はやけに綺き麗れいに見える。

　中空には美しい月が輝いていた。
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　誰だれかの手が、見えた。

　自分のものではない、大きな手。ゆっくりと近付いてくる、力強い手。

　この手の持ち主は、自分を助けてくれる。

　頭と体は、その手を求めていた。

　だが、その手を払いのけるために、自分の手が動いた。

　小さい手だった。動いているのが不思議なほどに小さく。

　そして、震ふるえていた。




　三月二十六日、午前四時。

　捜査第六課分署にある応接用ソファーの上で、優ゆう樹きは目を覚ました。睡眠時間は約二時間だが、それだけで優樹の肉体は疲労から完全に回復していた。

　上半身を起こし、先ほどの夢を思い返した。最近、夢をよく見るようになった。今年の三月に入ってから二回目だ。六年ほど、夢とは無む縁えんの生活だったのに。

　優樹の夢は、全すべて現実に起こったこと。かつて体験し、心の底に沈めてある記き憶おく。

　思い出したくない、過去のこと。

　夢を、〝夢〟として自覚することはできる。だが、逃げられなかった。

　大きく頭を振ると、立ち上がって冷蔵庫まで歩く。窓から差し込む光は弱いが、優樹の目には充分な明るさだ。よく冷えた缶かんビールを取り出し、一気に飲んだ。二日酔いなどとは縁のない優樹だったが、どうも頭が半覚かく醒せい状態から抜け切れていない。脳を起こすために、前日のことを思い出してみる。

　昨夜は午後十一時過ぎに捜査六課に辿たどり着き、まず太た一いち朗ろうを宿直室の布団に寝かせた。コートと背広は脱がせたが、あとは外出着のままだ。他ほかに着せる物などなかったし、あったところで着替えさせてやるほど、優樹も優しくはない。その後は、風ふ呂ろを沸かして入浴をした。

　食事も睡眠も定期的ではない優樹だが、風呂はほぼ毎日入っていた。汚れや汗が出ないように代たい謝しや制御できるため、本来ならば毎日入浴する必要はない。それでも優樹は、風呂が好きだった。温ぬるめの湯に浸つかり湯気のこもった天井を見上げて、何も考えずにぼんやりとする。そうして緩ゆるやかに過ぎていく時間が心地よいのだ。洗せん濯たくをして屋上に干し、風呂を掃除して水を新しくした後、ソファーの上で眠りについた。午前二時のことだった。

　自分の頭に寝ね癖ぐせがついていないことを手で確認すると、ビールの空き缶を握り潰つぶした。やっと脳と肉体が活性化を始めたようだ。優ゆう樹きは大きく伸びをして、軽く屈伸を始めた。調子は悪くない。自分の椅い子すに座っていつものように天井を見上げる。

　朝刊はもう来ただろうか。立ち上がろうとした時、机の上に置いてあった携帯電話が鳴った。なんとなく悪い予感がする。数秒間ためらった後、優樹は電話に出た。

「もしもし……」

『おはようございます、優樹様』

　優樹がもっとも信頼する男の声が聞こえてきた。

「ああ、浦うらさん……」

　浦うら木き良よし隆たかのことを、優樹はそう呼んでいた。政府と優樹を繫つなぐ特異遺い伝でん因子保持生物管理委員会の委員長、土つち谷やを仮の姿としているアヤカシだ。

「何か事件でもあったんですか？」

『いえ、お耳に入れておきたい事態が発生しました。事件に発展するかは、まだ何とも言えません。見ていただきたい物もありますので、申し訳ありませんがご足労をお願いします』

「わかりました、何時ごろそっちに行きますか？」

『今日中であれば、いつでも』

　浦木の心情を察することは難しいが、その返答から一大事ではないような気がした。本当に急ぎの用であれば、『今すぐに』と言うはずだからだ。普通の人間であれば、こんな早朝の電話は急用以外に考えられないだろう。しかし相手がアヤカシの場合はそうではない。朝に起きて夜に寝るというのは、人間の常識だ。

「じゃ、午前十時には行きます」

『よろしくお願いします』

　電話を切ると、優樹は朝の空気を入れるために窓を開け放った。新しん鮮せんとはいえない、冷たい外気が流れ込んでくる。自分の勘を頼りにしているわけではないが、浦木の用とは大したものではない、と感じていた。浦木の口振りだけではなく、ただ何となくそう思った。

　自分の予感が当たっていることを、優樹は願った。




　太た一いち朗ろうが目を開けると、見慣れない風景が飛び込んできた。散らかった自分の部屋ではない。畳と簞たん笥すしかない、殺風景な部屋だ。見慣れてはいないが、見たことはある。自分の現在の職場、捜査第六課の宿直室だ。どうして自分はここで寝ているのだろう。昨夜のことを思い出そうとしながら、起き上がる。

（昨日は飲みに行ったんだよな、片かた倉くらさんと……）

　何やら大量に飲み食いした記き憶おくもあるが、太一朗が思い出せたのはそこまでだった。思い出せないということは、大したことではないのだろう。気楽に考えると、太一朗は布団から抜け出した。さわやかではないが、今日も体調は良好だ。

　この時初めて、自分の頭にネクタイが巻かれていることに気が付いた。柄を見れば、自分の物だということはわかる。理由がわからないまま太た一いち朗ろうはネクタイをほどいた。腕時計は八時三十分を示している。自分にしては随分な寝坊だ。すっかり皺しわくちゃになってしまったワイシャツを正しながら宿直室を出ると、優ゆう樹きが椅い子すに座って新聞を読んでいた。

「おはようございます、片かた倉くらさん！」

　いつものように元気よく挨あい拶さつをする。いつものように返答があると思った。だが、今朝けさは違っていた。優樹は新聞から目を離し、太一朗をじっと見つめた。怒っているような、あきれているような、そんな目をしている。

「……元気そうだね」

　それだけ言うと、優樹はまた新聞に視線を戻した。

「あの……どうしたんですか？」

　知らないうちに、彼女の機き嫌げんを損ねるようなことをしたのだろうか。

「昨日、何があったか覚えてる？」

「飲みに行ったことなら覚えてますよ」

「それだけ？」

　太一朗は少し考え込んで、重要なことを思い出した。

「ああ……もしかして自分、金を払ってなかったですか？」

「……もういいよ」

　財布を出そうとする太一朗を、優樹は肩をすくめながら止めた。説教を食らった自分が、情けなくなってくる。彼がまともな酒飲みになる日は遠いようだ。覚えていないのでは、反省も後悔もするわけがない。これは少々、考える必要がある。

「酒飲んで寝ちゃったから、あたしが背負ってここまで連れてきたの」

「そうだったんですか？」

　太一朗は必死に記き憶おくを探ったが、そんな覚えはない。

「……自分は酔っ払って、何か失礼なことをしましたか？」

「いいよ、気にしてないから」

　優樹は太一朗の方を見ずに手を振った。『気にしてない』と女性が言う場合、本心は気にしているものだ。自分の経験から太一朗は判断する。

「自分は、いったい何をしたんでしょうか」

　聞くのは怖いが、聞かないでいるのはもっと怖い。だが太一朗の問いに答えようとせず、立ち上がった優樹はハンガーに掛けてあったコートと帽子を取った。

「委員会に行ってくる」

「え……あ、自分も行きます」

「駄だ目め」

　ただ一言で拒絶されてしまった。

（俺おれ、よっぽどひどいことやったんだな……まさか……）

　普段は使っていない太た一いち朗ろうの想像力は、こんな時に限って豊かに働いた。その想像力は、最悪の事態を鮮あざやかに太一朗の脳裏に思い浮かばせた。

（男として、やってはいけないことをやってしまったとしたら、それは犯罪だ！）

「片かた倉くらさん！　本当のことを教えてください！　自分は……自分は、片倉さんに何をしたんですか！」

　あまりにも悲壮な顔付きに、優ゆう樹きの方が戸惑ってしまった。反省させるために少し突き放した態度をとってみたのだが、予想以上に効果はあったようだ。ここらで事実を話していいかもしれないが、面白いからもう少し放っておこう。この時の優樹は、意地の悪い策士であった。

「待ってください、片倉さん！」

　叫ぶ太一朗に背を向けて、優樹は部屋を出ようとしていた。余裕をもって内閣府に着くには、これくらいの時間がちょうどいい。ドアのノブに手をかけた時、追いすがってきた太一朗がその手を摑つかんだ。

　中枢神経が自分の意思に反してある命令を発したことに、優樹は気が付くことができなかった。次の瞬しゆん間かん、太一朗の体はボールのように軽々と吹き飛んだ。壁かべに背中から叩たたき付けられる。太一朗の反射神経が、咄とつ嗟さに壁を両手で叩いて受け身を取らせた。

「……片倉……さん……？」

　太一朗は、驚きよう愕がくの表情を浮かべて加害者である優樹を見つめた。自分は、たった一晩でこんなにも嫌きらわれてしまうことをやったのだろうか。だが優樹の行動に驚おどろいているのは、他ほかならない優樹自身であった。優樹はもう太一朗のことを怒ってなどいなかった。ただ不ふ機き嫌げんを演じることにより、太一朗に反省させようとしただけだ。

　しかし太一朗が自分に触れた時、手を振り払わずにはいられなかった。その理由が、優樹にはわからない。自分が神経系を制御しきれていないという事実に、優樹はひどく狼ろう狽ばいしていた。

「ごめん……」

　優樹は一言だけ絞り出すと、太一朗を振り返らずに部屋を出た。今は何も言えない。少し落ち着いてから、ゆっくりと話し合おう。

　太一朗は、もう追ってはこなかった。




　神経に異常でもあるのだろうか。明めい治じ神じん宮ぐう前まえ駅から地下鉄に乗った優樹は、何も見えない窓の外を眺ながめながら、そんなことを考えていた。内臓壁へきや血管壁などの不随意筋でさえ、完全に制御することができる。随意筋である腕の筋肉の動きを自身が把は握あくできないことなど、あるわけがない。しかし優樹の手は勝手に動き、太一朗に軽傷を負わせてしまった。

　ひどく後悔していた。

　気が付いた時には電車は国こつ会かい議ぎ事じ堂どう前まえを過ぎ、次の停車駅である霞かすみヶ関せきを車内アナウンスが告げていた。

（……どうかしてしまったのかもしれない）

　優ゆう樹きは白髪頭に手をやった。霞ヶ関駅から内閣府まで歩くことにした優樹ではあったが、道を少し間違えて遠回りをする羽目になった。首相官邸の前まで来て、自分の間抜け振りにあきれてしまう。

　目的地である内閣府に辿たどり着き、いつものように白眼視されながら、特とく遺い生せい物ぶつ管理委員長が常じよう駐ちゆうする十五階まで来た。

「失礼します」

　委員長室に足を踏ふみ入れた優樹を迎えたのは土つち谷や信のぶ夫おと名乗る高慢な人間ではなく、優樹がよく知っているアヤカシ、浦うら木き良よし隆たかであった。太た一いち朗ろう以上の長身だが、瘦そう身しんであるためか逞たくましくは見えない。見た目は三十代半ばだが、アヤカシの本当の年ねん齢れいは見た目ではわからない。初めて会った時と全く変わらない穏おだやかな笑みを、今も浮かべている。白く濁にごった左目もあの時のままだ。普通のアヤカシならば、見えない左目を再生することくらい一か月あればできるはずだ。それなのに、浦木の左目は二十年以上前から同じ色をしていた。

　普段は気にもならないことが、今日はなぜか気になった。

「どうかなさいましたか、優樹様」

　静かな声が、優樹の耳を打った。

「ああ……いえ……」

　優樹は浦木に勧められるままにソファーに腰掛けた。六課の物とは座り心地からして違う、高級なソファーだ。出された茶を一口飲み、息をつく。これから先は、ぼんやりとしてはいられない。ここにいる以上は、一地方公務員として、内閣公認甲種指定生物としての義務を果たさなければならない。太一朗のことは、一時的に頭の隅に追いやった。

「で、何があったんですか、浦さん？」

「まずはこちらをご覧らんください」

　クリップで留められた十ページ近い紙束が二つ、差し出しされた。その一番上のページを一いち瞥べつすると、優樹は困惑した表情で浦木を見返す。読もうにも、そこに印字されていたのは日本語ではなかったのだ。

「……何、これ？」

「十日前、聖堂騎き士し団より日本国政府に送られてきた文書です」

「はあ……全然読めない……」

「英語ですから」

　学生時代ほぼ全すべての教科において好成績であった優樹ではあるが、英語だけは苦手であった。苦手を通り越して大だい嫌きらいである。

　聖堂騎き士し団のことは優ゆう樹きも話だけは知っている。一般的な日本国民とはあまり縁えんはないが、特とく遺い生せい物ぶつに関かかわる者なら一度は耳にする名だ。欧州に本拠を置くキリスト教系の過激な宗教団体であり、特遺生物の捕殺を独自に行っていることで有名である。

　特遺生物を意味もなく殺すことは、国際法で禁じられたことである。欧州諸しよ国こくも大阪条約を批准しており、その事実は浸透している。しかしそこに〝宗教〟というものが関わってくるとそうはいかなくなる。キリスト教系の宗教団体のほぼ全すべてが特遺生物の存在を否定しており、その抹殺を公に掲げている団体も少なくはない。

「素人しろうとさんがアヤカシを殺せるものなの？」

「この団体の中核にいるのは、千年ほど前からアヤカシ殺しを生なり業わいとしてきた連中です。その方法は、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊のような近代兵器を駆く使ししたものではありませんよ」

　人間にもごく稀まれに、アヤカシが使うような超常能力を持つ者がいる。様々な言葉で語られるその〝力〟の正体を、シームルグというアヤカシはこう推測した。

『いいかい、優樹。人は僕ぼくたちを特異な遺伝子を持った生物というが、それは少々違う。彼らのそこそこ長い歴史の中には、僕たちとの……まあ、異種間交配だってあっただろう。ほら、たまに不思議な力を持つ人間がいるだろう？　ああいう人間は、僕たちと似た遺伝子を持っているんだよ。だが、人間はそれを理解できなかった。彼らにとって理解できないことは、実在しないことと同義に等しい。呪じゆ文もんを唱えるとか妙な身振りを付けるとかして、魔ま法ほうや陰陽という体系を作って自分たちを納得させて、やっと力を発揮させているんだ。僕はそう考えたんだけど、君はどう思う？　……とにかく発現することは少ないが、人間も特異遺伝子を持っているんだ。だから……』

　だから。シームルグはその先を言わなかった。

「で、その連中が政府に苦情でも言ってきたんですか？」

　優樹はすぐに思考回路を切り替えた。宗教団体が特遺法失効を要求する文書を日本国政府に送り付けるということは、今に始まったことではなかった。そんなものを素直に受け入れるほど、日本国政府も弱腰ではない。

「それもありますが、本題ではありません。墺太利オーストリア国より我が国に吸血鬼が逃亡したようなので捕縛し引き渡すように、ということがそこに書かれています。お願いというよりは命令形に近い文面ですね。そして前日、返答がないことに文句を付けてきたのが、こちらです」

　浦うら木きがもう一方の紙を指し示したが、英語である以上、優樹に読めるわけがない。

「日本政府が動かないなら、聖堂騎士団が動く……そんなことが記述してあります」

「吸血鬼……ねえ……」

　他者の血を吸わないと生きることができないアヤカシに会ったことはないが、話だけならシームルグに聞いたことがある。欧州圏においてもっとも恐れられ、人間が創造する物語の主役に取り上げられることも多い知名度の高いアヤカシだ。彼らを専門的に殺すことを職業とする人間もいるらしい。

「この文面によると、その吸血鬼の名はフレデリック・アシュトン・クロフォード。容姿についての記述はほとんどありませんが、甲種であることは推測できます。人間の血を吸って殺す悪あく魔まであり、栄光ある聖堂騎き士し団員の多大な犠ぎ牲せいによりこの地方より退散せしめることに成功した……とあります。失血が原因で死んだ人間の写真を送り付けてきましたが、こんな物は証拠にはなりませんな。写真もご覧らんになりますか？」

　優ゆう樹きは無言で首を振る。人間の死体など、写真であっても見たくはない。

「それと私の経験から申し上げさせていただきますが、通常吸血鬼と呼称されるアヤカシが一人の人間から一回で摂取する血量は、多くとも二リットルはいきません。クロフォードとやらが変わり者でなければ、彼の殺害した人間数は微々たるものでしょう。もっとも、人間にとってはそれが一大事なのでしょうが……」

「はあ……」

　優樹は肩をすくめながら返事をした。浦うら木きはアヤカシの倫理をもっているが、優樹の倫理観は人間とアヤカシ双方のものだ。浦木のことは信頼し尊敬もしているが、彼の話に多少の違和感をもつこともある。それは、優樹の中の〝人間〟の倫理が発するものだった。

「そのクロフォードさんが日本にいるのは確かなんですか？」

　日本に逃げてきたというのは、別に構わない。狭いと言われている日本ではあるが、たった一人の吸血鬼が潜むには充分すぎる広さだ。しかし、優樹としては関かかわりをもちたくない。九州か大阪辺りに行ってくれはしないか。そんなことを無責任に考えていた。

「クロフォードの足取りを、聖堂騎士団がそれなりに調べています。維納ウイーン国際空港から成なり田たへの直行便に乗ったことは間違いないそうです」

「それは……東京にいる可能性が高いですね」

　自分が捜さなければならないのだろうか。かつて人員が充分に揃そろっていた捜査六課時代、優樹が担当していたのは捜索であった。それなりの手掛かりさえあれば、それが相当過去のものでない限り見つけられる自負がある。

　ふと優樹は、昨夜の帰りに見かけた路上で寝ていた女性のことを思い出した。首にこびりついた血。貧血らしき症状。考察する材料はそれだけだが、全く関連がないと断言することもできなかった。

「で、委員会としてはどうするんですか？」

「何もしません」

　捜索依頼があると思っていた優樹は、浦木の答えに拍子抜けしてしまう。

「アヤカシを捕まえて連中に引き渡す義務など我が国にはありませんし、あの連中が主張できる権利もありません。墺太利オーストリア警けい察さつがクロフォードを殺人犯として手配しているのであれば、話は別ですが。それに奴やつらが毎度主張している特とく遺い法ほう失効ですが、国内法の改正を他国の宗教団体ごときの言い分で行うものではありませんよ」

「じゃ、この文書どうするんですか？」

「とりあえず、一か月後に土つち谷やの名前で返答くらいしてやりますよ」

「やっぱり、そういうのって英語で返すもんなの？」

「他国の過激な宗教団体に、そこまで手間をかけたくありません。日本語で返事を書きます」

　浦うら木きは国際連合公用語である五つの言語に精通している。だが優ゆう樹きはどんなに不便でも日本語以外の言語を勉強する気はなかった。そういう点では、優樹は融ゆう通づうがきかない。

　しかし話の流れからして、自分は事件に関与しなくてもよさそうだ。安心した優樹だったが、次の浦木の言葉はその安あん堵どを否定した。

「クロフォードという吸血鬼を聖堂騎き士し団のために捕ほ縛ばくする必要はありません。しかし彼は既に、違法行為をしています。それは捨てては置けません」

「違法行為？」

「公文書偽造です。彼は旅券も査証も偽造しています。墺太利オーストリアの法と、日本国の出入国管理法に引っかかります」

「……そりゃ、偽造しないと旅券なんて手に入らないだろうし……」

　優樹は海外に行く気など全くないが、その場合は役所に行けば住民票や戸こ籍せき抄しよう本ほんを得られるし内閣府が発行した身分証明書もある。旅券申しん請せいのための書類を、何の問題もなく合法的に揃そろえることが可能だ。しかし日本国以外のアヤカシが正規の旅券を持つことは不可能である。他国では、アヤカシであるとわかっているものに旅券や査証の発行を認めることはない。クロフォードは正規の旅券を持たずに日本に入国している。それは確かに犯罪だが、優樹はそれでもよいのではないか、とも思う。優樹の知己に他国からやってきたアヤカシがいるが、旅券のことなど気にかけたことはない。

　優樹が気になるのは、日本国内におけるその吸血鬼の犯罪行為だ。とくに何もしていないのなら、放っておけばよい。その吸血鬼が生きるために人の血を吸っているのなら、人間としては難しいがアヤカシとしての優樹は容認できる。

「他ほかにもいくつか問題があります。まずはクロフォードが人間に伝染する病気をもっていないか、検診を受けてもらわねばなりません。日本で吸血を行うのは構いませんが、それによる死傷者が出ないよう、委員会としては通告する必要があります。この通告が無視された場合、有害指定生物としてしかるべき処置を施さねばなりません」

「ということはつまり……」

「いえ、積極的に捜索する必要はありません。まだ事件は起こっていないようですから。ただこのような話があることを心にとどめておいてくだされば、それで結構です。良識あるアヤカシであれば我が国の事情は察してくれるでしょうから、そう派手なことはしないと私は楽観しています。都内にいる可能性が高いとはいえ、確証はありません。日につ光こうや箱はこ根ねのような観光地に行ったかもしれませんから」

　優ゆう樹きはすっかり冷めてしまったお茶を飲んだ。

「あの、具体的に何かしましょうか？」

「この間とは違います。いくら優樹様とはいえ、顔もわからない吸血鬼を何の手掛かりもなく捜し出すことは不可能でしょう」

　それもそうだ。優樹が捜索の達人であっても、手掛かりも捜索範はん囲いも確定できないようでは打つ手がない。

「私としては、人間の動向の方が気になるのですよ。優樹様」

　浦うら木きの表情に変化はない。それでも優樹は、彼が何事かを思案しているように感じた。

「この聖堂騎き士し団という連中がクロフォードを追って日本国にやってくる可能性を、否定はできません。独自の手段を兼ね備えている奴やつらなら、クロフォードを捜し出して殺害するかもしれません。こうなった場合、国際法と同時に日本の法に反する行動になります。日本国内閣府として、聖堂騎士団を法において提訴しなければなりません」

　浦木の話を最後まで聞かなくとも、優樹にはわかった。アヤカシに関することを表おもて沙ざ汰たにしたくない、というのが内閣府の方針だ。たとえそれが国として正当な行為であっても、下手へたにことが公になると世論がうるさい。三年前の事件でそれは立証されている。

「色々と心配事はあるけど、今はあたしも浦さんも政府も何もできない……それが現実、か」

「手間をとらせていただいたのに恐きよう縮しゆくですが、結論づければその通りです」

　優樹は捜査六課とは全く違う、汚れのない天井を見上げた。

「現在の状況を知っていただくために優樹様に出向いていただいたのですが。……現時点で何か質問はおありですか」

　ない、と否定しようとした優樹は、自分の精神と肉体が不調なことを思い出した。

「浦さんにちょっと聞いてみたいんだけど……自分の体が自分の意思に逆らって動くことってあります？」

　それは唐突な質問だったが、浦木は別段驚おどろきもしなかった。彼の笑顔以外の表情を、優樹は見たことがない。

「逆らって……というよりは、勝手に動くことはありますよ。自らの肉体が危険に晒さらされている時は、自然に体が動いてその危機を回かい避ひしようとします」

　意識とは無関係に筋肉などの活動を起こす反射という現象は、優樹にもわかっている。だが、その理由がわからないのだ。なぜあの時、優樹は太た一いち朗ろうを突き飛ばしてしまったのか。まさか太一朗が、自分に対して害意をもっていたわけではあるまい。

「優樹様、何かお悩み事でもあるなら、この浦木が相談に乗りますが」

　浦木はそう言うと、普段よりもさらに優しげな笑みを浮かべた。その笑顔は、優樹の心にあった不安感をいともあっさりと消し去った。彼は優樹が困っていれば、どんなことでもすぐに解決してくれる。その手段は、全く容赦のないものではあるが。だから優ゆう樹きは、彼に頼ることを極力避さけている。

「いえ、大したことじゃないんです」

　浦うら木きが自分の心をを支えてくれる。そう思うだけで、優樹はいつもの自分に戻ることができた。もう大丈夫だ。太た一いち朗ろうに謝あやまって、許してもらおう。彼はきっと自分のことを許してくれる。もし許してくれなかったら。考えると恐ろしくなるので、優樹は思考を止めた。

「で、今日の用は終わりですか？」

「はい。貴重な時間を割いていただき申し訳ありません」

　浦木は立ち上がると、丁重な礼をした。

「どうせ暇ですから。では失礼します」

　優樹は立ち上がり、部屋を出て行った。その後ろ姿を見送った後、浦木はテーブルの上に置いてあった紙束を見下ろした。ただそれだけで、紙は一いつ瞬しゆんのうちにシュレッダーよりも細かく切り刻まれる。

「やはり、人間が側そばにいるとあの方は変わってゆく……」

　喉のどの奥が鳴る。その顔は、心底から楽しそうな表情へと変わっていた。優樹に見せた、他者を安心させるような笑顔ではない。残酷な笑いだ。

「これは面白いことになりそうです。我が主」

　紙片は、跡形もなく塵ちりと化していた。




　行きと同じように営団千ち代よ田だ線に乗った優樹だったが、降りた駅は代よ々よ木ぎ公こう園えんだった。間違えたわけではなく、少し歩いてから帰りたかったのだ。太一朗に何と言って謝ろうか、その内容を考える必要があった。単刀直入に謝るか、婉えん曲きよくな表現を使うべきか。今までの人生を振り返ると、優樹は誰だれかに謝った記き憶おくがろくにない。謝しや罪ざいしなければならない状況に陥ったことなど、数えるほどしかないのだ。他人と関かかわり合いをもたずに過ごしてきた証拠である。

　井いノ頭かしら通りを歩きながら、自分がいかに他人を拒絶し、そして拒絶されてきたかを認識させられた。優樹にとっては面白くない記憶であった。

　時刻は十二時になろうとしていた。昨日おごったばかりだが、今日の昼食もおごってみようか。そんなことを考えながら歩いていた優樹だったが、東急ハンズの前で立ち止まった。別に欲しい物があるわけではないが、色々と面白い物が売ってあるこの店が優樹は好きだ。

　なにか買っていこうか。そう思って財布を覗のぞいた優樹は、持ち合わせが少々心細いことに気が付いた。クレジットカードなど持っていない。キャッシュカードはあるが、取引銀行がこの近くにない。一度、捜査六課に戻った方が早そうだ。

　だが戻るとなると、太一朗と顔を合わせなければならない。少々気が重くなったが、意を決するとやや早足で分署への道程みちのりを急いだ。きっぱりと謝ってしまえばいいのだ。そう決心すると、あとは行動あるのみである。

　ほんの数分で自分の生活スペースへ帰ってきた優ゆう樹きだったが、階段を上る時に署内に人の気配が全くないことを感知した。部屋の扉とびらを開けると、案の定誰だれもいない。太た一いち朗ろうはどうしたのだろうか。

　一度ため息を吐くと、優樹はコートと帽子を脱いだ。嗅きゆう覚かく感度を上げれば太一朗の残した匂においを追うこともできるが、そんなことをしなくても彼は戻ってくるだろう。椅い子すに座ると、小型冷蔵庫から緑茶の缶かんを取り出す。昔は葉や豆を使っていれていたが、三年前からやめてしまっていた。自分一人のために手間をかけるのが馬ば鹿からしくなったのだ。

　茶を飲んでいる間に太一朗が帰ってくるかと思ったが、そんな気配は全くしない。優樹は机の上にあった朝刊をもう一度読み返した。時間の流れが、ゆっくりと感じられる。それでも確実に時は過ぎていった。優樹が次に時間を確認した時には、午後二時を回っていた。どうやら自分の憶おく測そくは間違っていたようだ。

　約二十六日ぶりに訪れた、真の静寂だった。

　優樹は指の関節を鳴らして沈ちん黙もくを破ると、財布に金を補充するために机の引き出しを開けた。そこには筆記用具やノート、給料明細などが乱雑に詰め込まれていたが、その中で一際目立つ物があった。鞘さやに収められた一本のナイフである。優樹は、なんとなくそれを手に取りたくなった。引き出しから取り出し、鞘から刀身をゆっくりと引き抜く。かつて自分の右手首と耳を切断した神銀鋼ミステイツクメタルの刃が、白く鈍く光っている。だが柄についた赤と緑の染みは、未いまだに落ちていない。今ではこれだけが、高たか橋はし幸こう児じの遺い品ひんとなってしまった。

　彼は、何を思って死んでいったのだろう。なぜ彼は、死ななければならなかったのだろう。そんなことを考えていた時、窓から差し込む光をナイフが反射した。刃はほんの一いつ瞬しゆんだが鏡きよう面めんとなり、優樹の顔を映した。

　優樹の脳裏を、極彩色の闇やみが駆かけ抜けていった。

「ひっ……！」

　奇妙な悲鳴を上げると、優樹は思わずナイフから手を離して顔を背けた。落ちたナイフは、優樹の左腿ももに刃先を五センチほど埋めて止まる。真っ赤な液体はゆっくりと傷から流れ出し、生地を通してじわじわと広がっていった。優樹はそんな出血にも構わず、十秒ほど顔を両手で覆おおっていた。体中から汗が吹き出し、体温が急激に上昇していく。それでも、優樹は動くことができなかった。

　約一分後、優樹は顔を背けたままでナイフを引き抜いた。刃がせき止めていた出血が再開するのを、傷口付近の血液を凝ぎよう固こさせて一時的に止血する。優樹は刃に付着した血を拭ぬぐおうともせずに、そのまま鞘へ収めようとした。震ふるえた手は何度か目標を誤り、鞘を持つ左手に赤い筋を三本ほど作った。やっとナイフを鞘に入れ、引き出しの中に放り込む。

　あれから二十年も経たったのに、自分の顔をまともに見ることができない。その事実が、優樹をさらに打ちのめした。両手で頭を抱え込む。左手の傷口から流出していた血が、白い髪に赤い斑ふを飛び散らせていった。

　優ゆう樹きを救う者は、ここにはいなかった。




　三月二十六日、午後五時。もはや日は落ちていたが、優樹は電灯も点つけずにいた。暗い室内は普段より一段と寒く感じられる。それでも、優樹は動かなかった。腿ももの傷は深いが、痛覚をカットしているため痛みはない。血が付いたスラックスはそのままだったが、黒い生地が血の赤を目立たせなかった。

　優樹はのろのろとした動きで、スラックスに空いた穴から腿の傷口を覗のぞいた。皮ひ膚ふは完全に塞ふさがり、傷があったという痕こん跡せきは血以外に全く残っていない。筋肉内部の損傷は現在修復中だ。

　優樹は小型冷蔵庫からビールを取り出して、三十秒で中身を空からにした。立ち上がると、コートと帽子を取り上げる。

（山やま崎ざきくんを捜しに行こう）

　子供ではないのだから、拗すねて帰ってしまったわけでもあるまい。だが渋しぶ谷やにいるかいないかだけでも確認しないと、安眠ができそうになかった。太た一いち朗ろう個人が発する特有の匂においはだいぶ薄うすれてしまったが、まだ追うことができそうだ。渋谷駅までその匂いが続いていたら帰宅したとみなして、酒でも飲んで寝てしまおう。

　三月二十六日の夜がいかに長くなるか、この時の優樹は知らなかった。

　優樹は捜査六課分署を出ると、その嗅きゆう覚かくを最大限に働かせる。あらゆる雑多な匂いから、太一朗のものを捜し出してそれを追った。だが、太一朗の足取りは、優樹にはひどく不可解なものに感じられた。

　まず明治通りを北上し、明めい治じ神じん宮ぐう前まえ駅の入り口まで来ている。これはだいぶ薄うすい匂においであるから、午前中のものだ。優樹を追って委員会に行こうとし、入り口まで来て諦あきらめて引き返したのだろうか。次に明治通りを南下し、六本木通りまで来ている。そこから東とう横よこ線とＪＲの渋谷駅を横断し、南口バスターミナルを通り抜けて井いの頭かしら線渋谷駅方面へと向かっている。

　優樹は太一朗の無意味な行動に困惑しながらも、その足跡に迷いのようなものを感じた。彼もまた傷付き、その原因がわからない苛いら立だちから、肉体を動かすことにより精神を落ち着けようとしたのではないか。渋谷１０９、多くの人間たちがたむろする建物の前で立ち止まった優樹は、自分の精神が驚おどろくほど平常心を保っていることに気が付いた。

　自分は、いつもの自分だ。どんな物事にもそう簡単には動じない、警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課所属、内閣公認甲種指定生物公認番号０１００１８、片かた倉くら優樹巡査部長だ。〝自分〟という存在を自覚するために、肩書き全すべてを思い返す。

　時計を見ると、午後六時三十九分を示している。優樹は太一朗の捜索を打ち切ることにした。明日になれば、また会えるだろう。明日会えなかったら、明後日あさつて会えるかもしれない。そう考えると、気が楽になった。

　少し酒を飲んで帰ろうか。優ゆう樹きは道どう玄げん坂ざかを少し歩いて右折すると、約二十四時間前に訪れた居酒屋アルカディアに入った。開店から約一時間半だが、客はそこそこに入っている。

「いらっしゃいませ！」

　威勢のよい店員の声を受け、優樹はカウンター席の一番右端に腰掛けた。

「オリオン、亜あ楽らくと揚げだし豆腐、刺身の三点盛りお願いします」

　お通しを持ってきた店員に注文してから帽子とコートを脱ごうとしたが、少々問題があることに気が付いた。髪には少量ではあるが血がこびりついていたし、コートで隠しているスラックスも同様だ。自分はよほど、どうかしていたらしい。長い間店内にいるわけではないのだ。優樹は帽子とコートを脱ぐのをやめた。

　箸はしを左手で取った優樹の視界に、まだ完治していない手の甲の切り傷が入った。甲に二本、掌てのひらには一本の線がうっすらと残っている。あと数十分もしたら、消えてしまうだろう。優樹はその左手で箸を使った。本来は右利きである優樹だが、右手が使えない状況に陥った時のために左手を使う練習をしていた。一週間ほど続けていたが、現在は両手利きと断言できるほど左手がよく動くようになった。

（何事も努力です）

　そう言ったのは太た一いち朗ろうだった。彼は今いま頃ごろ何をしているのだろう。まだ渋しぶ谷やにいるのだろうか。もう自宅に帰ったのだろうか。六課分署に帰ってはいないだろうか。自分が、こんなにも彼のことを気にかけていることに、優樹は少し驚おどろいた。彼ほど危なっかしく、目を離したら何をするかわからない〝友人〟は他ほかにいない。

　どうも〝人間〟というものはよくわからなかった。自分も半分は人間であるはずなのに。こういうことが、前にもあったような気がした。人と関かかわり、人を理解できずに戸惑った時。

　あの時、自分はどうしたのだろう。

「お待たせしました」

　目の前にオリオンビールと揚げだし豆腐が置かれるのを、優樹はぼんやりと見ていた。よほど自分の考えに集中していたのか、隣となりの席に誰だれか座っているのに気が付かなかった。それでも、別段優樹は気に止めなかった。そう数の多いカウンター席ではないのだから、いちいち席と席との間を空けていては誰も座れなくなってしまう。

「Entschuldigen Sie bitte……」

　聞き慣れないその異国の言葉が自分に向けられたものであることを、優樹はしばらく理解できなかった。

「すいません、お嬢じようさん。お願いがあります」

　それはさきほどの他国語と同じ声であったが、今度は日本語だった。優樹が横目で隣りん席せきを見ると、一人の男が自分に笑顔を向けていた。

　一目見ただけで、亜ア細ジ亜ア系の人間でないことはわかる。くすんだ金髪と青い瞳ひとみは染髪でもカラーコンタクトでもなく、天然のものだ。髪は整髪料を使っているらしく、オールバックで固めている。高い鼻と整った鼻筋が、顔の彫りを一層深く見せていた。まるで血の気を感じさせない肌はだは、ぞっとするほど白い。白色人種の肌とは、こんな色だっただろうか。中肉中背で均整が取れたその体格は、とても見目がよい。他国人の年ねん齢れいというのはわかりづらいものだが、優ゆう樹きは二十代後半から三十代前半と断定した。その容姿は優樹の目から見ても、非の打ち所がないほど美しい。だが優樹は、他人の外見を気にする方ではなかった。

「メニューの文字が読めないのです。助けてください」

　やや高音の声は耳に心地よいほど美しかったが、優樹にはさほど感銘を与えない。だから優樹がその男を助けてやろうと思ったのは、ただの善意だった。黙だまって目の前のメニューを取り上げると、ぱらぱらとめくる。アクセントやイントネーションなど、他国人にしては完かん璧ぺきと言ってよい日本語をこの男は話す。だが言葉が話せるからと言って、文字も同等に読めるとは限らない。日本語は平仮名に片仮名、漢字も混じっている。他国人が理解するのは少々難しいのかもしれない。

「何を、頼みたいのですか？」

　男の日本語会話能力は高いようだが、それでも優樹はゆっくりと言葉を区切った。

「アルコールのメニューは何とかわかります。しかし、食事がわからないのです」

　優樹はメニューに視線を落とした。

「何か、こんなものが食べたい、という希望はありませんか？」

　せめて肉か魚かくらいの指針がないと困る。七十種近い品を全部説明するわけにはいかない。男はしばらく考えていたが、優樹の前にある揚げだし豆腐を見た。

「それは、何ですか？」

「これは、揚げだし豆腐です」

（詳しい説明を求められたら困るな）

　まずは豆腐について解説しなければならないのか。そう思っていた優樹だが、男は豆腐を眺ながめ意を決したように頷うなずいた。

「それを、頼みます」

「おいしいと思いますよ。他ほかにはどうしますか？」

　男は困ったような顔をすると、メニューを見た。

「この、じゃが、の前にある字は何と読むのですか？」

「肉です」

「にく、じゃが、ですか」

　どうやら平仮名は読めるらしい。

「じゃが、というのはじゃが芋のことですか？」

「そうです」

「肉とじゃが芋の料理、なのですね」

　男は納得したように顔を上げると、自分で店員を手招きし注文を始めた。もう自分が手伝わなくとも大丈夫だろう。優ゆう樹きは缶かんで来たオリオンビールのプルトップを開け、コップに注いだ。

「Vielen Dank」

　男が何か言ったが、その意味は優樹にはわからない。どうやら彼の母国語のようだ。つい出てしまうのだろう。男もそのことに気が付き、笑顔で言い直した。

「ありがとう」

　並みの女性であれば平常心を保っていられなくなるほど、その笑顔は優ゆう艶えんだ。しかし優樹の心は全く動かない。

「どういたしまして」

　それだけ答えると、優樹は自分の酒と豆腐に意識を向けた。だが注文した品が届くまでこの異国人は暇なのか、相変わらず人好きのする笑顔で優樹の方を見ている。

「この店には、よく来るんですか？」

「はい」

　優樹の返答は短い。無視するのは悪い気もするが、長々と話し込むつもりはない。

「私は観光に来たのですが、現地の人が薦すすめられる場所教えてもらえませんか？」

　人見知りしない男だ。オリオンビールを一口飲み、優樹は男の方を見ずに答えた。

「東京に住んでいるんで、東京で観光と言われてもあまりぴんと来ませんね」

　我ながら素っ気ない答えだとも思うが、それが優樹の考えだ。

「確かに、そうかもしれません」

　優樹の態度にも、男は別段気を悪くした様子はない。

「異国というのは何を見ても珍しく、そしてたまに自分の住む国と同じようなものを発見して、不思議な気分になる。旅行というのは、そんな気楽なものでありたいと私は思っています」

　流りゆう暢ちような日本語である。口ぶりから彼を他国人と判断するのは難しいだろう。

「私はフレッドと言います」

　男は優樹に右手を差し出した。優樹と比べれば大きいが、白く細いその手は華きや奢しやな印象を与えた。差し出されたその手を、優樹は握らなかった。左手で箸はしを、右手でコップを持ち、『自分の手は空いていない』ことを言外にアピールする。

「ああ、東洋の方は握手は嫌きらいでした」

　フレッドと名乗った男は手を引っ込めると、軽く会釈をした。

「ここで会ったのも何かの縁えんです。名前を聞かせてもらえませんか？」

「…………」

　これはもしかして、〝ナンパ〟というものなのだろうか？　優樹は右耳の裏を指でかいた。優ゆう樹きの二十五年の人生の中で、見知らぬ男性に声をかけられたことは何度かある。『車があるんです。海を見に行きませんか』と声をかけられた時には驚おどろいたものだ。

　美び麗れいな外見に合わず随分と軽けい薄はくな他国人だ。優樹は断るためにフレッドの方を見た。フレッドも優樹を見ていた。青い瞳ひとみと黒い瞳が交こう錯さくする。

　その瞬しゆん間かん、優樹は自分の視神経から異質なものが侵入してくるのを感じた。それは脳内を瞬またたく間に駆かけ巡り、優樹の心を蝕むしばんでいった。

　目の前にいる得体の知れない男が、まるで十年来の親友のような気がしてくる。その笑顔は異様なまでに美しく、そして優しい。普段なら気にならないはずの他人の美しさに、優樹の心は深い陶酔に落ちていった。

「美しいお嬢じようさん、お名前を教えていただけませんか？」

耳で聞いているはずなのに、内臓にまでその声は染み渡った。肉体も心も、その言葉に逆らえない。
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「片かた倉くら……優樹……」

　自分の名を口にした自分に、優樹は別段何も感じなかった。彼の質問に答えることが、自分の義務のように思える。

「とてもよい名前ですね。もう一つ、お願いがあるのですが……」

（駄だ目めだ！）

　自我を保とうとする脳の奥底が叫んだ。

　彼の声を、聞いてはいけない！

　視覚と聴覚を緊きん急きゆう閉へい鎖さ。目は何も映さず、その耳に周囲の音は届かない。同時に痛覚感度を最大限に上昇、左腿ももの傷を疼うずかせる。自分の神経網にその刺激を行き渡らせ、その痛みが精神を現実に引き戻す。ゆっくりと首を回して男から顔を背けた後、全神経を通常状態に戻した。

「……さん、どうしたんですか？」

　気が付くと、若い店員が不思議そうに優ゆう樹きの側そばに立っていた。手に焼しよう酎ちゆうと刺身の皿を持っている。

「……ああ、ぼんやりしてました」

　少し頭を振ると、優樹は平静を取り戻した。目の前にコップと皿を置き、店員は心配そうに去っていった。

「よく私の目から逃げたね、感心するよ」

　フレッドの静かな声が隣りん席せきから聞こえてきたが、優樹の頭は目まぐるしく回転を始めていた。オリオンビールを三口で飲み精神の安定を確認すると、聴覚をある一定方向にのみ向ける。優樹が聞いたのは、彼の内臓音だ。人間とは、全くリズムが違う。血流、心拍の動きは、死者と勘違いしそうなほどだ。

　人間ではない。間違いなくアヤカシだ。

「目的を、聞かせてほしいものですね」

　優樹の声にあまり感情はこもっていなかった。豆腐をつまんで口に入れる。

「いや、それは大したものではないよ。お嬢じようさん」

　フレッドの視線を感じたが、優樹はもう彼の方を見ようとはしなかった。

「意識しなくても平気だよ」

　そう言うと、胸ポケットからサングラスを取り出してかけてみせる。それでも優樹は、カウンターの上にあるまぐろやはまち、有頭えびの刺身だけを見た。

「目的というと、味がないな」

　それを言うなら味気ないだろう、と優樹は内心で突っ込んだ。日本通のようだが、中途半端に間違っている。

「君が人間なのか、それとも私の同類なのか、確認してみたかっただけだよ」

「……くだらない好奇心ですね」

　普通のアヤカシは、そんなことに興味をもたない。

「『まるで人間みたい』、かな？　よく言われるよ。やはり人を食べると人に近付いていく、というのは迷信ではないのかもしれない」

　人を食べる。それはアヤカシにとって、禁忌タブーではない。だが優樹にとっては、あまり聞きたくはない言葉だ。そんな思いは表情に出さず、刺身を一切れ食べた。醬しよう油ゆやわさびを付けないのは、優ゆう樹きの趣しゆ味みである。

「この揚げだし豆腐、というのは、なかなか面白い味だね。上にのっている黒と茶色の細いものは何かな？」

　いつの間にか、フレッドの前にも注文した品が来ていた。揚げだし豆腐と肉じゃが、酒は白ワインだ。豆腐にワインというのは邪道な気がするが、彼の好みに文句を付ける気はない。

「海苔のりと鰹かつお節ぶしですよ」

　それでも優樹は、フレッドの素朴な疑問に答えてやった。

「で……日本語ではアヤカシ、と言うんだね。アヤカシなのかな、それとも人間なのかな？」

「どちらでも、いいじゃないですか」

　優樹が吐き捨てるように言わなかったのは、感情を抑えていたからだ。内心では、ひどく動揺している。答えがあるなら、こちらが聞きたいくらいだ。

「だいたい、どうして私がアヤカシだと思ったんですか」

　見た目が人間と変わらないから、自分は甲種指定を受けているのだ。

「簡単だ。君の血の臭においだよ」

　出血している場所はないはずだ。だが、優樹は自分の左腿ももを見てわかった。出血そのものはないが、スラックスに染み込んだ血が匂いを発しているのだ。しかし、その匂いはさして強烈なものではない。このフレッドというアヤカシ、嗅きゆう覚かくは優樹と同等だろう。

「私は、血に関しては詳しい。人とアヤカシの違いくらいすぐにつく」

　優樹も血の臭いは飽きるほど嗅かいだが、人とアヤカシの判別をしたことはない。

「君の血は、本当に奇妙だ。最初はアヤカシかと思ったが、人間の臭いもする。気になったから、機会を探して話しかけたんだ。……私の鼻がおかしいのだろうか？」

「あなたの鼻は正常ですよ」

　それだけ言うと、優樹は刺身をつまみにして亜あ楽らくを飲み始めた。

「こちらからも、お聞きします。フレデリック・アシュトン・クロフォード」

　フレッドは、ほんの少しだけ細い眉まゆを寄せた。その反応が、彼の正体を雄弁に語っている。彼こそが浦うら木きが話していた、墺太利オーストリアから逃げてきた吸血鬼なのだ。

「なぜ君が、私の名を知っている？」

「なぜ、だと思いますか？」

　しばらく黙だまっていたフレッドは、やがて口を開いた。

「Dhampir?」

　その発音は、優樹には『ダンピール』と聞こえた。知識をひっくり返してその単語の意味を思い出す。東欧伝承に登場する人間と吸血鬼の間に生まれた子供で、片親である吸血鬼を殺す力を持っているという存在だ。

「断言はできませんが、私の父は人の血を吸わなくても生きていけたと思っています」

　父親のことは知らないが、少なくとも優ゆう樹きは血を飲みたいという衝しよう動どうに駆かられたことはない。

「そうか。もう一つ聞いておきたいのだが、君は神を信じるか？」

「……これはまた、唐突な質問ですね」

　まさか、宗教の勧誘ではあるまい。

「年始に初はつ詣もうでに神社に行くことはありますが、特定の神様を信じているかと言ったら、ノーですね。日本人の大半は、宗教にはアバウトですよ」

　その台詞せりふの大部分を、フレッドは理解できなかったようだ。

「よくわからないが、わかった」

　優樹が聖堂騎き士し団に所属するダンピールで、自分を狩るための追跡者だと思ったのだろうか。

「私の名は確かに Frederick だが、それは英語だ。Friedrich が私の名だよ。友人は英語を話すので、フレッドと呼ぶが」

　そんなことを言われても、優樹にはよくわからない。とりあえず自己紹介をする。

「内閣公認甲種指定生物、公認番号０１００１８、警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課巡査部長、片かた倉くら優樹です」

　肩書きの全すべてを列挙して、自分の身分を明らかにする。

「……よくわからないのだが」

　それもそうだろう。あまりの日本語のうまさに、彼が異国のアヤカシだということを忘れてしまっていた。

「簡単に言えば、警察官ですよ」

「警察……ああ、わかった」

　フレッドはワインを一口飲んだ。

「この国の法は、私を許さないのか……」

「それは違います。この国の法律は、あなたがこの国で犯した罪しか問いません。不法入国とか旅券不携帯とかあるでしょうが、それは置いておきましょう」

　吸血鬼の口が愉快そうに歪ゆがめられる。その口の端から、鋭するどい犬歯が見え隠れしていた。

「ここは一つ、お互いに正直に話し合う必要があるようだね」

「私はいつも正直ですよ」

　優樹ははまちの刺身を食べた。

「生の魚というのは食べたことがないのだが、おいしいのかな？」

「さあ、どうでしょうね」

　その物言いは平坦だった。

「嫌きらわれてしまったようだ……。大抵の女性は、私を見ただけで好感を持ってくれるのだが」

「それは残念でした」

　フレッドは口を開けずに笑ってみせる。

「……つれないな、君は。元がいいのだから、もう少し話術と表情に気を遣つかってくれれば、私は喜んで籠ろう絡らくされるのだが」

　そう言いながらフレッドはサングラスをずらし、意味ありげな視線を優ゆう樹きに送った。しかし、相変わらず優樹は彼を見ていない。

「籠絡なんて、難しい日本語を知っているんですね……で、あなたはなんでこの国に来たんですか？」

　フレッドは眉まゆを寄せて困惑した。

「これは困ったな……もう少しあからさまでないとわかってくれないのかな？」

　自分の問いがはぐらかされていることに気が付いた優樹は、横目で睨にらみ付けた。

「君の目は……いや、やめておこう。君との会話は面白いのだが、長くなりそうだ。私の時間は無限に近いほどあるが、君はそうではないらしい。君が暇な時に、ゆっくりと話そう」

　別にゆっくりと話し合う気などないし、自分が面白い話をしているとも優樹は思っていない。

「観光さ。私は極東の小国に興きよう味みがあってね。実は日本に来たのはこれが初めてではないんだよ。長期滞在したこともあってね。日本語がうまいだろう？」

「そうですか」

　ならば、そういうことにしておこう。考えてみれば、アヤカシが人間から逃げることなど滅めつ多たにない。聖堂騎き士し団が勝手に言っているだけなのかもしれない。

「私も聞きたいのだが、君は私をどうしたいんだ？」

「まずは身体検査をした上で、委員会登録をしてもらいます」

　甲種指定を受けているアヤカシは、『内閣公認』と『委員会登録』に分けられる。内閣公認の場合は、特とく遺い法ほうに基づいた様々な義務と権利に拘束される。その代わり、国から保ほ護ごを受けることができる。委員会登録は、アヤカシがとりあえず政府に自分の存在を教えておくだけのものだ。委員会登録のアヤカシは、自分が人間であると偽って人間社会で生活している。

「なぜ、検査が必要なのかな？」

「人間に伝染する病気の有無を確認するためです」

「断る」

　今まで柔らかい物腰を崩さなかったフレッドだったが、その言葉にははっきりとした拒否の念が含まれていた。

「まさか君は、ペストを流行はやらせたのが私の同類であるという話を信じているのか」

　アヤカシを敵視する者たちは、かつての過去の惨事をアヤカシの仕業だとして流布している。十五世紀に三百人近い処女の生き血を浴びた血の伯はく爵しやく夫人、十九世紀の英国を震しん撼かんさせた〝切り裂きジャック〟など、後世に伝えられる唾だ棄きすべき犯罪者は全すべて人ではなくアヤカシである、というのが彼らの主張だ。とくにかつて欧州で何度も猛威をふるった黒死病は、吸血鬼が蔓まん延えんさせたものだという噂うわさはかなり広がっている。

「医学によって理由がわかっているものじゃないですか。そんなもの、信じてませんよ」

　フレッドは頷うなずくと、肉じゃがの中に入っていた人にん参じんを食べた。

「とにかく、体を調べられるなど堪え難い屈辱だ」

（これは困ったな……）

　優ゆう樹きは内心で、フレデリック・アシュトン・クロフォードという吸血鬼の性格を把は握あくしようとしていた。人間を食料とみなし同種を大事にするという、典型的なアヤカシだ。人当たりの良さは〝食料〟を得るための手段のようだが、全すべてが演技というわけでもなさそうだ。態度や言動にやや不可解な部分もあるが、礼れい儀ぎと日本語を知っているのはありがたい。だがプライドの高さには少々手を焼きそうだ。

　しかし彼の気持ちは理解できなくもない。優樹も定期検診は嫌きらいだ。それが『義務』であり必要だと納得しているから、優樹は従っている。

　アヤカシがもっとも嫌うもの、それは『命令』だと優樹は感じている。義務と権利の概念にも、賛同はしない。『郷に入っては郷に従え、これが日本の法律だ』と理路整然と並べても効果はなさそうだ。かと言って、腕力に訴えるのは無理だろう。彼の方が優樹より強そうだ。優樹は考えをまとめるため、亜あ楽らくを飲んだ。しかしその残量は、とても優樹を満足させるものではなかった。店員を呼ぶために顔を上げる。

「私にも、何かお薦すすめのものを注文してはくれないかな？」

「好みがわからないから、遠えん慮りよしておきます。万人向けの料理や酒というのは、なかなかないものですよ」

　フレッドにメニューを渡す。優樹の顔は真っ直すぐに、カウンター正面に並べられているキープボトルの方に向けられていた。

「会話の時は相手の顔を見るものだよ、ユウキ」

　優樹は沈ちん黙もくでそれに答えた。

「……どうも厳きびしいな……君の心を惑わしたのは失礼だった。人間だと思ったのでね。今は君のことを同種であると思っている」

「そうですか」

　アヤカシの〝同種意識〟は強い。彼は噓うそをつく男ではなさそうだ。信用していいだろう。

「文ふみ蔵くらと久く米め仙せんに、米べい茄な子すの味み噌そ揚げとゴーヤチャンプルお願いします」

　店員を呼んで、自分とフレッドのものを注文する。

（お会計分けるの忘れた……）

　つい一緒に注文してしまった。言い直そうとしたが、店員は去った後だった。

「君がいったい何を頼んでくれたのか、楽しみだ」

「たぶん、日本でしか食べられないものですよ」

「それは嬉うれしいね」

　フレッドは豆腐を食べている。

「昨日、渋しぶ谷やで女の人の血を吸ったようですが、どれだけ摂取したんですか？」

　確証も何もなかったが、優ゆう樹きはかまをかけてみた。何の駆かけ引きもせずに会話の区切りで唐突に本題をぶつける。優樹が覚えたはったり技術の一つだ。

「何のことかな？」

　ほんの少しの反応の遅れ、微妙なイントネーションの違いから、優樹は自分のはったりが現実であると感じた。

「責めているわけではありません。あの女の人の傷を塞ふさいで精神に干渉したのは、よい判断だったと思いますよ」

「……君にそう言ってもらえると、嬉しいよ」

（やっぱり、あの人は血を吸われたんだ）

　気がかりだったことの一つが明らかになり、優樹は少し気が楽になった。

「で、あなたはどれくらいの周期でどれほどの血が必要なんですか」

「美味であればつい飲み過ぎてしまうこともあるが、死んでしまわない程度に抑えておく自制心もあるよ。周期はほぼ毎日だな。二日空くと、調子が悪くなる。昨日は……味が私の好みではなかったから、そのコップ二杯くらいかな」

　フレッドは焼しよう酎ちゆうが入っていたコップを指差した。致死量ではないが、少々多い気がする。

「味が面白くない人間が増えた。困ったものだよ」

　そう言うと、フレッドはサングラスの内側から視線を落とした。その先にはコートで隠されてはいるが、まだ完治していない優樹の太ふと腿ももと血が付着したままのスラックスがある。残っていた刺身に意識を向けていた優樹は、その視線に気が付かない。だがフレッドが喉のどの奥で奇妙な音を鳴らしたことを、優樹の耳は聞き逃さなかった。

「今、唸うなりませんでしたか？」

「少々空腹だったものでね」

　箸はしをやや不器用に使ってじゃが芋をつまむ。たとえ〝人〟を主食にしているアヤカシでも、人間と同様の食事をとる者は多い。

「ところで、最初の問いの答えを私はまだ貰もらっていないのだが」

　随分とこだわる吸血鬼だ。優樹は少しうんざりした。

「どうでもいいじゃないですか」

「そうはいかない。君が人なのか、それとも私と同種なのか。これはとても重要な問いなのだ」

「……両方入ってますよ」

　それ以外に、答えようがない。刺身の付け合わせの大葉をまるごと口に入れると、優樹は残っていたお通しを平らげた。

「どうりでよくわからないと思ったよ」

　フレッドは、何事かを考えるために黙だまり込んだ。優ゆう樹きも、この男をどう言いくるめて委員会登録をさせるかを考え始める。時間は既に午後七時を過ぎ、優樹の帰宅予定時間を超過している。人が入り始めた居酒屋アルカディアのカウンターの右端を、奇妙な静寂が覆おおっていた。それを破ったのは、酒と料理を運んで来た店員だった。

「お待たせしました。文ふみ蔵くらと久く米め仙せんに、米べい茄な子すの味み噌そ揚げとゴーヤチャンプルです」

　店員はそれら全すべてを優樹の目の前に置き、彼女が空からにした皿とコップを引き上げていった。優樹は久米仙とゴーヤチャンプルをフレッドの方に押しやる。

「両方とも沖おき縄なわの品ですよ。ゴーヤはちょっと苦いかもしれないけど、私はそこが好きです」

「ありがとう」

　焼しよう酎ちゆうとゴーヤチャンプルを一口ずつ食べたフレッドは、何とも言えない顔を優樹に向けた。

「これは……表現するのが難しいな」

「口に合いませんでしたか？」

　自分の好みで頼んだものだが、おいしくなかったのだろうか。

「いや、食べたことのない味で少々驚おどろいた。食というのは地方で違うものだということを、改めて知ったよ。だから旅は面白い」

「それはよかった」

　二人はしばらく静かに酒を飲んだ。

（最近、食べ過ぎてるな）

　誰だれかと一緒に食べると食が進む。これだけ食べたら、二週間は食事を抜いても大丈夫だろう。

「Frau Katakura……一つ、君に頼みがある」

「はあ」

　大きな茄子を小さくすることに夢中になっていた優樹は、気のない返事をした。

　この時のフレッドの目は、恐ろしいまでの〝欲〟に満ちていた。直視すれば優樹でさえ震ふるえ上がるほどの、それは〝食欲〟だった。しかし彼の目を、優樹が見ることはなかった。

「君の血が欲しい」

　その言葉には、彼の思いの全てが込められていた。吸血鬼は抑えられない衝しよう動どうを隠すために、口元を手で覆おおった。その手の下で、彼は白く鋭するどい歯を剝むき出して笑っていた。

　美味うまそうな〝食事〟を目の前にして、思わず出てしまった歓かん喜きの笑みだった。
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　優ゆう樹きはしばらく何も言えずに、茄子なすの皿を見つめた。左手に持った箸はしが、ほんの僅わずかだが震ふるえている。

「……本気、ですか」

　たったそれだけの言葉を出すのに、三十秒近くかかった。

「本気だよ」

　いともあっさりと答え、フレッドは楽しそうに優樹を見た。

「嫌いやです」

　優樹はきっぱりと答えると、再び茄子に箸を付けた。

「血が失われていくというのは、普通に流血をするのとはわけが違う。それは私の腹と欲を満たすと同時に、君にも大きな……」

「嫌です」

　同じ言葉を同じ調子で繰くり返して、茄子をつまみに焼しよう酎ちゆうを飲む。

「これは、困ったな」

　フレッドは困った様子など微み塵じんもない口調で言うと、久く米め仙せんを飲んだ。

「なら、ここは一つ交換しないか？　君が私に望む……あー……」

「委員会登録」

「その委員会登録をする代わりに、君の血をくれないか？」

　優樹はへただけが残った茄子の残ざん骸がいを見た。

「……結局は、私はあなたに血をあげないといけないんですね」

「嫌かい？」

「ええ」

「私は、君に譲じよう歩ほしているつもりだよ。君も、少しは妥協してくれないか？」

　それでも、優樹は黙だまっていた。いっそのこと、この場から逃げ出して浦うら木きに助けを求めたいくらいだ。血を流すことは、優樹にとっては日常茶飯事である。だが、自分の血が他人の口の中に入るなど考えるのも嫌だった。もう一つ、優樹の潜せん在ざい意識が訴える決定的な理由があったが、それは優樹がまだ自覚していないものだった。

　黙っている優樹を見て、フレッドは大おお袈げ裟さに肩をすくめて見せた。

「では、これは私の最大限の譲歩なのだが……勝負をしないか？」

「勝負……？」

　それは、意外な申し出だった。

「私には、私の信念というものがある。君にも、政府の一員としての使命がある。しかし、このままでは話は平行線だ」

「……そうですね」

「その手段として、勝負をしよう。負けた方が、譲じよう歩ほしないか？　これがお互いが納得するための手段として、最良ではないかと思う」

「はあ……」

　生返事をしながら、優ゆう樹きは焼しよう酎ちゆうを一口飲んだ。勝つ自信があるから、彼は『勝負』をもちかけてくるのだろう。うかつには飲めない提案だ。だが拒否するための理由が見つからない。この吸血鬼を理屈で言い負かす自信もない。それに、優樹は既に一回彼の提案を拒否している。これ以上、拒むことはできない。

　そう考えたこの時点で、優樹はフレッドの話術に敗北していた。それは〝シームルグの弟子〟と称された優樹にしては、あまりにも短たん慮りよなものであった。

「まあ、お受けしてもいいと思いますが」

　この日、この決断こそが、優樹の心の不幸の始まりだったのだ。しかしもちろん優樹は、現在そんなことを知る由もない。

「それはよかった。で、何で勝負をするかだが……足はどうだろう？」

「足ですか」

　短距離なら自信はあるが、持久走だと不安が残る。

「君が逃亡者、私が追跡者という設定だ。君が逃げ切れば君の勝ち、私が君を捕まえたら私の勝ちだ。移動手段は二本の足だけ。これでどうだろう？」

　どうも主しゆ導どう権けんを握られてしまっている。少々まずいような気がした。

「……構いませんよ」

　それでも優樹は彼の要求を受け入れた。追うのも逃げるのも、得意分野の一つだ。

「では種目も決まったことだし、まずは君が勝った時の要求を明確にしてほしい」

「ええ……私が勝ったら、特とく遺い法ほうに基づいた検診と委員会登録をした上で、特遺生物管理委員会の指示に従ってもらいます」

　それ以上、この吸血鬼に望むことは何もない。委員会登録の後は、彼の処遇は委員会に任せてしまえばいいだろう。

「ああ、約束しよう。君が勝ったら、君の言う通りにする」

　優樹は念を押したりはしなかった。大抵のアヤカシは、約束をすればちゃんと守ってくれる。

「私が勝ったら……君の血をいただこう」

「…………」

　それ以上の動揺を、優樹は見せなかった。

「勝負にはルールが必要です」

　そう言った時の優ゆう樹きの表情は、落ち着いたものだった。

「私が逃げ切る条件はどうしますか？」

　優樹の立ち直りの早さを、フレッドは最初は意外そうに見ていたがすぐに笑顔に戻った。

「君が決めてくれて構わないよ。大半を私が決めてしまったからね。ああ、だが範はん囲いと時間を制限をしてもらわないと困るな。太陽は苦手だ」

「やっぱり、灰になったりするんですか？」

「皮ひ膚ふが焼けてしまうだけだよ。直視すると、目が潰つぶれてしまう。だが太陽光線で燃え尽きたりはしない」

　優樹は顎あごを擦さすった。

「東は明めい治じ通り、南は玉たま川がわ通り、西は山手やまのて通り、北は都立代よ々よ木ぎ競技場まで。私はこの範囲から出ないで逃げます。地図は後で差し上げますよ」

　フレッドも渋しぶ谷や周辺には詳しそうだが、土地勘ならば自分の方に軍配が上がる。それに範囲を広げ過ぎると、フレッドの姿が人目に触れる機会が多くなる。浦うら木きの言う通り聖堂騎き士し団の〝追跡者〟が来日していたら、フレッドが発見されてしまうかもしれない。こんな時でも、優樹は自分以外のことに意識を回すことができた。

「君さえよければ、時間は今夜から明日の夜明け前までにしないか？　私としては、なるべく早い方が嬉うれしくてね」

　それは、優樹も同意見だった。委員会登録をすれば、彼は特とく遺い法ほうの庇ひ護ごを受けることができる。そうなれば、他国の宗教団体が極秘裏にフレッドを殺すことはできなくなる。

「現在の時間は……午後七時四十二分ですね。午後十一時から午前二時までの三時間、私があなたに捕まらなかったら私の勝ち、ですね」

　時間は勝手に三時間にした。これ以上となると、範囲を広げないと逃げ切るのが難しい。

「私が君を捕まえたら、私の勝ちだ。何、そうたくさんは頂かないよ。節度はわかっているつもりだ。首を……いや、洗わなくても結構」

　フレッドはくっくっと笑った。彼は自分の勝利を確信しているらしい。それは優樹も同様だ。『戦う前から負けることを考えてはいけない』と言ったのは、誰だれだっただろうか。

「……時計を合わせましょうか」

　優樹は、自分の左手首にはめた腕時計を見た。まだ二十世紀であった頃ころ、世界最高峰の自動車レースで、とあるチームが優勝した時に発売された限定品だ。今ではプレミアムが付き、当時の定価を上回る値がマニアの間では付けられている。

「タグホイヤーの限定モデルだね。私のはセイコーだよ」

　フレッドは自分の腕時計の時間を、優樹の腕時計と秒針まで合わせた。

「いい時計だとは思うが……しかし男物だな」

　文も字じ盤ばんのガラスを、フレッドの指が軽く撫なでる。

「貰もらい物ですから」

　値段などどうでもいいが、優ゆう樹きにとっては大事な物だ。七年以上前から愛用しており、手入れを欠かしたことはない。左手を引いて、彼の手の届かない場所に置く。

「では午後十時五十分に渋しぶ谷や駅の……何と言ったかな、あの犬の像は」

「ハチ公ですよ」

「その前で待ち合わせをしようか」

「わかりました」

　早速、六課に帰って準備をする必要がある。優樹は残っていた焼しよう酎ちゆうを一気に飲むと、会計を頼むべく店員を呼んだ。

「こちらのお嬢じようさんの会計を、私と一緒にして欲しい」

　優樹が何か言う前に、フレッドが店員に頼んでしまった。

「こう見えても、現金はあるから安心してくれ」

「……ごちそうさまでした。クロフォードさん」

「フレッド、と呼んで欲しいな」

　その問いには答えずに軽く頭を下げると、優樹は店を足早に出ていった。残されたフレッドは、サングラスを外してポケットにしまった。彼の目は青く、異様なまでに輝かがやいていた。

「……Prosit」

　小声で呟つぶやくと、フレデリック・アシュトン・クロフォードはワインを飲み干した。歯が疼うずくのを堪こらえるため、彼はまた口元を押さえなければならなかった。




　六課分署の前まで来た時、二階のカーテンの隙すき間まから明かりが漏れているのを優樹は見た。出かける時にカーテンを閉めた覚えも、電灯を点つけて出かけた覚えもない。鍵かぎは掛けたが、合鍵を太た一いち朗ろうに渡してあったことを思い出した。現在は午後七時五十分。彼が『勤務時間』と定めている時刻は、とうに過ぎていた。

　優樹は大きく深呼吸をすると、覚悟を決めた。扉とびらを開けて階段を上る。ドアノブに手を掛ける前に、部屋の内側からいきなりドアが開けられた。

「あ……」

　そこに立っていたのは、山やま崎ざき太一朗だった。優樹が何かを言う前に、太一朗は玄関に膝ひざと手をついていた。

「すいません、片かた倉くらさん！」

「…………」

　優樹の沈ちん黙もくは驚おどろきによるものだったが、太一朗はそれを拒絶と誤ご解かいした。

「自分が何をしたか、結局は思い出せませんでした……自分は、口がうまく回る方ではありませんので、単刀直入に言います……」

　顔を上げた太た一いち朗ろうは、優ゆう樹きを正面から見据すえた。優樹が半歩下がってしまったほど、彼の表情は真剣だ。

「許してください！」

　もう一度、太一朗は頭が床に着くほど頭を下げる。彼をこんな行動に走らせるほど追い詰めてしまったのは、他ほかでもない優樹なのだ。強い罪悪感にとらわれる。

「山やま崎ざきくん……」

　できる限り柔らかい口調で言うと、優樹は太一朗の広い肩をぽんぽんと叩たたいた。それでも太一朗は動かない。

「君はただ酔っ払って歩きながら寝て、あたしの布団を占領しただけだよ。少し困ったけど、そんなに謝あやまることじゃないよ」

「でも……でも、あんなに怒ってたじゃないですか」

「ちょっと機き嫌げんが悪かっただけ。君のせいじゃないから」

　優樹は彼の襟えり首くびを摑つかむと、無理やり立たせてしまった。

　この時太一朗は、優樹を正面から見た。いつもと変わらない、穏おだやかな表情だった。優しい笑みを浮かべて太一朗を見ている。その笑顔は本当に可か憐れんで、あどけない。太一朗は自分の心拍数が上がっているような気がした。

「本当に、自分がやったのはそれだけですか？」

「本当だよ」

「……本当に、怒っていないんですか？」

「怒ってないよ」

「自分はまだ、片かた倉くらさんの……友人、ですか？」

「もちろん」

　優樹は笑顔で太一朗に答えた。これからの『勝負』のことを考えると不安はあったが、それを微み塵じんも感じさせないように努めた。

「本当に、本当ですか？」

「君も疑い深い人だね、あたしが怒ってないって言ったら、怒ってないの」

　不安そうな顔をしている太一朗の背中を軽く叩くと、優樹は自分の机の前まで歩いた。彼がいる間はコートと帽子が脱げない。頭と足の血けつ痕こんが見えてしまう。

「よ、よかったあ……」

　太一朗はやっと安あん堵どの笑みを浮かべると、肩に入っていた力を抜いた。

「……ああ、忘れていたよ」

　優樹がそう言って振り返った時、太一朗はまたも緊きん張ちようしてしまった。

「君に心配かけて、悪かったと思う……ごめんね」

「……はあ？」

　なぜ、優ゆう樹きが自分に謝あやまらなければならないのだろう。その理由はわからなかったが、太た一いち朗ろうは気にしなかった。これで、自分と優樹の関係は元通りになったのだ。

「もう遅いから、早く帰りなさい」

「え……」

　太一朗の謝しや罪ざいは、まだ終わっていなかった。ポケットの中に手を入れると、大きく深呼吸をする。

「あの、片かた倉くらさん……」

　呼び掛けをした時には、既に優樹は洗面所に行ってしまった後だった。追いかけるのも妙な気がしたので、太一朗は優樹が出てくるのを待つことにした。優樹はすぐに出てきたが、今度は宿直室に入っていく。なかなか話しかけるタイミングが摑つかめない。

「山やま崎ざきくん、君の体と服に酒の臭においが染み付いてるよ。家に帰って着替えて、風ふ呂ろに入って寝なさい」

　宿直室から戻ってきた優樹は、着替え一式を持っていた。

「自分のアパートには、風呂が付いていないんです」

「それなら家賃安いだろうね。銭湯は広くて気持ちいいよ。行ってみたら？」

「はあ……」

　優樹は、自分を追い出そうとしているのではないか。そんな思いに駆かられる。

「疲れたら、風呂入って酒飲んで自分の布団で寝るのが一番いいよ」

「そうですね……」

　考えてみれば、ここは優樹の職場であると同時にプライベートな場所なのだ。自分がここにいると邪じや魔まなのだろう。

「……では失礼します」

　太一朗は敬礼をすると、未練を残して六課を出た。一応とはいえ許してもらったのだから、安心できる。ビルを出た後で、優樹が今朝委員会に何をしにいったかを聞くのを忘れていたことを思い出す。

（明日、聞けばいいか）

　ポケットに入っている物を握り締しめ、太一朗は明めい治じ通りに向かって歩いた。

　その太一朗の気配が完全に消えたことを確認してから、優樹はコートと帽子を脱いだ。まず一度風呂に入って、酒や血の臭いを洗い落とさなければならない。フレッドは恐らく、優樹の〝臭い〟を追跡するのだろう。先ほど覚えられてしまった臭いは消しておく必要がある。風呂が沸く前に、口と胃の臭いをどうにかしなければならない。優樹は洗面所に入ると、歯ブラシに歯は磨みがき粉こを付けて歯を磨き始めた。この洗面所には、鏡かがみがない。優樹が友人に頼んで外してもらったのだ。

　じっくりと歯を磨みがいて、口を水ですすぐ。次に液体歯は磨みがきを取り出すと、コップに半分ほど注いだ。その液体を口ではなく胃に入れて、胃の中の臭においを消す。胃の中の物を出さないように、液体歯磨だけを吐き出した。

（気持ち悪い……）

　優ゆう樹きは口元を押さえた。胃液と液体歯磨の入り混じったものが食道を駆かけ上る感触、舌の上を通っていく時の〝酸味〟に比べれば、血を吐いた方がまだましだ。

　優樹は白い洗面台にぶちまけられた、嘔おう吐としたばかりの液体を見た。

　吐いた覚えのない赤いものが、そこに混じっていた。




　三月二十六日、二十二時四十三分。優樹は座っていたソファーから立ち上がった。全すべての準備は整っている。下着からコート、帽子に靴くつまで全て替えた。優樹は一度小型冷蔵庫に手をかけたが、すぐに諦あきらめた。せっかく消した口臭を、また付けるわけにはいかない。

　戸と締じまりをした後、優樹は夜の渋しぶ谷やに足を踏み出した。この街で暮らして三年近く経過したが、夜に出歩いたことは事件の時しかない。

（ああ、そうか。これは事件か）

〝生命〟のやり取りを前にした緊きん迫ぱく感かんはない。だが、それ以上の異質な〝何か〟があった。

（死ぬわけじゃない……勝負なんだから）

〝死〟以外に怖いものなど、二つしかないはずだ。優樹は自分に言い聞かせると、神経の高ぶりが引き起こす肉体の変動を抑えた。

　忠犬ハチ公像の周辺には、多くの若者がたむろしていた。どこからか、路上演奏をしているギターの音が聞こえてくる。あまり上手うまくはないな、と優樹は勝手に評価を下した。こんな光景を見ていると日本の未来に不安を覚える……ほど、優樹はこの国の未来を案じてはいなかった。優樹はハチ公像に背中を預けると、ぼんやりと行き交う人々を見た。

「……退廃、というのは、どこの国でも、いつの時代でもあるものだ。私が以前来日した時より、ひどくなっているような気がするが、ね」

　いつの間にか、フレッドが隣となりにいた。周囲に気を配っていたつもりだが、彼の動きは読みきれない。横目でフレッドを見ると、彼はどこか真剣な表情をしていた。サングラスをしているため、その目は隠されている。

「この国の若い女性は、本当に危ういな……。私が立っているだけで、写真を一緒に取りたいとせがんだり、遊びに行こうと話しかけてきたり……。集団なら大丈夫と思っているのかな。食事に困ることがないのはありがたいが、彼女たちの〝味〟はどうも美味おいしくない。もう少し健康的な生活をして欲しいものだ」

　濃のう紺こんのコートの襟えりを正すと、フレッドは優雅に一礼した。

「さて、私たちは私たちの『勝負』をしようではないか」

　優ゆう樹きは腕時計を見た。十一時まであと七分近くある。

「十一時になったら、君が先行したまえ。十分後に、私が君を追う。それが勝負の始まりだ。明日の午前二時まで君が逃げ切れば君の勝ちだ。もっとも、そんな時間まで君を逃がすつもりはないがね……食事には、じっくりと時間をかけたい」

「そうはならない、と思いますが。一応言ってはおきますが、派手な行動は控えてください。とくに官かん憲けん……警けい察さつ官かんの前では、目立たないように」

「わかっているよ、それくらいの分別はあるさ」

　優樹はフレッドに渋しぶ谷や周辺地図をコピーした紙を渡した。

「ありがとう」

　フレッドは、サングラスの裏から優樹の首筋を見下ろした。

「首を洗ってきたようだね。覚悟ができたのかな？」

「違いますよ」

「それは残念だ」

　優樹は正面にある渋谷駅を見ていた。終電にはまだ時間がある。たくさんの人間が、駅に吸い込まれていく。

「……私は、人間が好きではない」

　優樹に話しかけたのか、それとも独り言なのか。判別できなかった優樹は何も言わなかった。

「私は人を食料として生きている。死にゆく人間の血はまずいという理由ではあるが、殺さないように努めてもきた……一度だけ、友の名誉のために人を殺したがね」

「……別に、それは正しいことですよ」

　自己防衛と復ふく讐しゆうのためなら、アヤカシは相手が同類でもない限り容赦なく殺す。自分の命を狙ねらった者を生かしておくということは、アヤカシには考えられない。アヤカシの倫理とはそういうものだ。口ではそう答えたものの、優樹はそれを実行したことはなかった。

「無論だ、君に言われるまでもない……」

　だが、とフレッドは言葉を続けた。

「人間は数が多過ぎる。殺しても殺しても、わいて出てくるようだ……。だから私は、私の故郷を離れた」

「そうですか」

　それ以外に何も言えない。人とアヤカシ、双方の考えを吸収している優樹は、よく言えば柔軟、悪く言えば中途半端な考え方をする。フレッドのようなアヤカシと会話をすると、いかに自分が〝半端者〟であるかを思い知るのだ。

「……やはり、君は面白い」

　真ま面じ目めな表情と打って変わって、フレッドは笑いをこぼした。

「本当に、君はどちらでもない……。ダンピールに会ったことは何度かあるし、今は亡き私の友もダンピールだったが、全員どちらかの考え方に偏っていた。人の手先として親とその同類を殺し続けるか、吸血鬼として人の血を吸い続け、いつか自分に人の血が入っていたことさえ忘れてしまう。だが、君は違うな……。人間なのだろうか、アヤカシなのだろうか……」

　優ゆう樹きはそれには答えず、左手首の時計を見た。

「あと十秒です」

　秒針を見ながらカウントダウンを始める。

「健けん闘とうを、祈っているよ」

　その言葉を背中に受けると同時に、優樹は走り出した。

　長い夜が、本当に幕を開けたのだ。




　その数分前、山やま崎ざき太た一いち朗ろうは困っていた。バッティングセンターでうさを晴らし、渋しぶ谷や駅南口近くにある洋食屋でハンバーグステーキを平らげて帰ろうとした時に、定期券がないことに気が付いたのだ。六課で優樹の帰りを待っている時に、財布と定期入れの中身を全部出して整理をした。その後で優樹が帰ってきたので、定期券を入れ忘れたのだ。

　それらのことを思い出して太一朗が取れる手段は一つ、捜査六課に取りに行くしかない。余計な金を持たない主義の太一朗は、今日の買い物と夕食で財布の中の現金をほぼ使ってしまった。電車賃もない。だが午後十一時になろうというのに人の居住空間に侵入するのは、気が進まなかった。

　足取り重くハチ公口の前を通りかかった太一朗は、見覚えのある人影を見てしまった。ハチ公像前にいるのは、まぎれもなく片かた倉くら優樹だ。服装が違ったくらいで間違えなどしない。夜中でも明るい場所であることと、人間としては高い視力のおかげだ。だが、太一朗は優樹よりもその隣となりにいる外国人男性が気になった。さすがにここからでは容姿ははっきりわからない。二人は何やら話しているようだ。

　頭の中をあらゆる思考が駆かけ巡っていく。その結論を見出せないうちに、優樹が突然走り出した。残った男は、その後ろ姿を見送っている。太一朗は、一いつ瞬しゆん自分がどうすればいいのか迷ったが、優樹の姿はもう見えなくなっていた。男はまだ動いていない。

　太一朗は何気ない動作でハチ公像まで歩き、男の近くに立った。ハチ公像の周辺には、多くの人間がいる。太一朗の行動自体は珍しいものではない。

　そっと男を観察する。顔立ちからしてやはり外国人、欧州か北米系の白人と太一朗は思った。悔しかったのは、その男の容姿が太一朗の目から見ても〝美しい〟ことだった。

（外国人だからそう見えるんだ。俺おれだって、いい男だぞ）

　少なくとも身長と体格は勝っている。それだけしか勝っている箇所を思い付けず、太一朗はややいらついた。男は視線は自分の時計に注がれている。太一朗の方に気が付いていないようだ。さて、これからどうするか。考えていた太一朗に、いきなりその男が顔を向けた。

「……Guten　Abend」

　いい声だ、と太た一いち朗ろうは素直に思った。独逸ドイツ語を話すからには、欧州圏出身なのだろう。太一朗は独逸語を主要言語とする国を思い返した。独逸連邦共和国、墺太利オーストリア共和国、瑞西スイス連邦、それくらいしかわからない。

　太一朗は腹をくくると、男を睨にらみ付けた。

「Entschuldigung……Ich Kann nicht Deutsch SPrechen. Sprechen Sie Japanisch？」

　大学で独逸文学を専攻している友人から習った、簡単な独逸語だ。男が小さな声で笑う。

「君の発音は聞き取りにくい」

　それは日本語だった。少し安心する。独逸語には全く自信がない。

「……聞き取りにくくて、悪かったな」

　人にものを尋ねるにしては、太一朗の態度は横おう柄へいだった。

「で、私に何か用かね？」

「あー……」

　改めて『用』と聞かれても困ってしまう。何を聞いていいのかさっぱりわからない。黙だまっている太一朗を見て、男はまた笑った。

「ユウキの恋人か？」

「…………」

　その沈ちん黙もくには、色々な感情が含まれていた。

「そこまでは親しくはない、か。君からは、ほんの少しだが彼女の匂においがするよ」

「……アヤカシ、か？」

『人間の友人は君と、赤あか川がわさんくらいだ』と、優樹は言っていたような気がする。

「私のことは、フレッドと呼んでほしい」

　言いながら、フレッドはサングラスを外して太一朗を見た。その青い瞳ひとみを見た時、太一朗は自分の心が誰だれかに摑つかまれたような気がした。それはひどく心地よく、この目の前の男に全すべてを委ねてもよい、そんな感情さえ起こさせた。

「君の名は？」

「山やま崎ざき太一朗」

　何の迷いもなく、あっさりと答える。

「そう、タイチ。君の職業を教えてくれ」

「警けい視し庁ちよう緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊巡査。現在は警視庁刑事部捜査第六課に出向中」

「……彼女の同僚らしいな……ではタイチ、君の同僚であるユウキ・カタクラとは……」

「…………」

　太一朗は、何か大事なことを忘れている気がした。合わなかった目の焦点が、徐々に定まっていく。自分は、こんなところで何をしている？

「ユウキ・カタクラとは、何者だ？」

「さあな」

　空白があった。

　自分は何を見ているのか。自分は何と言ったのか。気が付いた時には、隣となりにフレッドと名乗る男はいなくなっていた。

　頭に靄もやがかかっているようだ。額ひたいを撫なでて、意識を回復させようとする。首を回した時に目に付いた電光掲示板は、十一時二十五分を表示していた。おかしい。確かあの男に話しかけた時は、十一時前後だったはずだ。もう一度、今度は自分の腕時計を確認する。左手首にはめた腕時計は、確かに十一時二十五分だった。

　だがそれ以上に奇妙なことがあった。時計の文も字じ盤ばんを覆おおうガラスに、赤い液体が付いていたのだ。十一時前に時計を見た時は、間違いなくこんなものは付いていなかった。右手の人差し指で拭ぬぐってみる。まだ乾いていないそれは、べったりと指に付いた。

　誰だれかの血だった。

　慌てて周囲を見回しても、原因がわかるはずはない。

（落ち着けよ……山やま崎ざき太た一いち朗ろう……）

『混乱している時こそ、落ち着かないといけないよ。混乱は混乱を呼ぶからね。深呼吸して、自分の手でも見て、日常的なことでも考えてごらん。それで落ち着いたら、改めて自分の置かれている状況を考え直す。まあ、ゆっくりと考えている暇がないときもあるけどね』

　それを教えてくれたのは優ゆう樹きだ。まず深呼吸をした後、両手を何度か開閉した。夕食のハンバーグが五百二十円のわりには量が多くて美味おいしかった、などと考えてみる。自分が落ち着いたことを確認すると、太一朗は今あったことを思い出そうとした。

　フレッドという外国人が『フレッドと呼んでほしい』と言ったことまでは、思い出せる。だが、そこから先がどうしても思い出せなかった。思い出せないことは大したことではない、今回はそう思えなかった。

「……くそっ！」

　心底から苛いら立だちが込み上げてくる。太一朗は怒りにまかせて、ハチ公像の台座を殴り付けた。

　皮ひ膚ふは擦すり切れたが、血は出なかった。




（さて、どうしようか……）

　十一時二十七分、優樹は京王井いの頭かしら線神しん泉せん駅の前まで来ていた。一旦明治通りを北上して人込みにまぎれて自分の〝匂におい〟をごまかした後、反転して神泉方面まで走ったのだ。人間や犬の追跡者なら、これだけで追うのが格段に難しくなるものだが、相手は人間ではない。安心はできなかった。

　優ゆう樹きは踏み切りの側そばで、改めて地図を見た。これ以上南下すると、制限である玉たま川がわ通りまで行ってしまう。さらに西へ行き鍋なべ島しま松しよう濤とう公園に入ることもできるが、この時期の人がいない公園というのは意外と捜しやすいものだ。それにアスファルトと比較して、土は臭においが残りやすい。逃亡、追跡、双方の経験を積んでいる優ゆう樹きは、地図を眺ながめながら最良と思える進路を取ることにした。ここから営団千ち代よ田だ線代よ々よ木ぎ公園駅方面へ北上し、井いノ頭かしら通りを進み再び渋しぶ谷や駅前周辺の繁はん華か街がいに入る。行動パターンとしてはやや型にはまっているが、優樹としてはあえて正攻法をとることでフレッドの裏をかきたかった。

　息を吐いて、上がった体温を調整する。渋谷駅から神しん泉せん駅までは直線距離なら六百メートルほどだが、だいぶ遠回りをした。走った距離は二キロくらいだろうか。この程度なら、まだ疲れはしない。三分の休きゆう憩けい後、優樹は歩き出した。フレッドが鼻だけで優樹を追跡しているなら、ここまで来るのにはかなり時間がかかるはずだ。だが、あの吸血鬼にはどこか計り知れないものがある。

　神泉周辺は渋谷という一大繁華街の近くにもかかわらず、静かな趣おもむきを醸かもし出している。都会の喧けん騒そうが遠いこの場所は、二十一世紀になっても変わりはなかった。優樹も昔からこの辺りを散策していた。変わるものがあれば、変わらないものもある。しかし本当に変わらないものなど何もない。優樹はそのことを知っていた。

　この周辺は住宅地であるため、走ることは避さけたかった。不ふ審しん人物に間違われる。人の目に止まらない速度で走ることもできるが、それではすぐにへばってしまう。優樹は普段よりやや大股に歩いて、神泉から北へ向かう。

〝追跡者〟の嗅きゆう覚かくをごまかすのに一番いい方法は、全身を完全に水へ浸してしまうことだ。やがて体臭は戻ってくるが、改めて見つけることは不可能に近い。しかしいくら優樹が人目を気にしなくても、こんな夜更けにずぶ濡ぬれで歩くのは恥ずかしかった。だいたい水がない。吸血鬼が流れ水を渡れないというのは、迷信なのか本当なのか。

　そんなことを考えながら優樹が歩いているのは、公団栄さかえ通どおり団地近辺である。この時間帯になると、さすがに人通りは少ない。擦すれ違うのは、帰りの遅くなった会社員くらいだろうか。ここからほんの少し東へ行ってしまえば、東とう急きゆう百貨店が見えてくる。もう少し西側へ移動するか。優樹は渋谷署松濤出張所方面へと、進む方向を変えた。火事でもあったのか、サイレンを鳴らして消防車が出て行くのが見えた。

　左手に鍋島松濤公園を見ながら、優樹は北上を再開した。時刻は午後十一時四十分。あと二時間二十分もある。まだまだ先は長い。

（…………？）

　いつもと変わらない愛用の腕時計であるはずなのに、優樹はなぜか妙な気配を感じた。巻いてある腕時計のバンドと手首の間に異物でも挟はさまっているような、そんな感触だ。不思議に思った優樹は歩きながら、時計に触れた。

「うっ……」

　思わず手を引いてしまうほど、金属製バンドの表面は冷たかった。裏側と密着している左手首には、その冷気は全く伝わってこないというのに。この冷たさは、優ゆう樹きの体温によるものではない。普段から体温を常人より下げているが、この冷たさは何か違う。急いで時計を外した。その途端霞かすみのようなものが、優樹の右手にまとわりついた。それもほんの数すう瞬しゆんのことで、霞はすぐに時計の中へと消えていった。

　優樹はその間も歩みを止めなかった。異様な出来事ではあるが、止まっている時間が惜しい。街路灯のわずかな光のみで、腕時計を確かめる。異常は全くない。秒針、短針、長針全すべて正常に時を刻んでいる。

（何だったんだろう……今のは）

　鍋なべ島しま松しよう濤とう公園を通り過ぎ、右手に学校の校舎が見えていた。もう一度時計を付け直しながら歩いていると、背後から自動車のエンジン音が聞こえてきた。珍しいことではないが、場所に問題があった。この道路は一方通行であり、優樹の進行方向へ自動車が進むのは道路交通法に違反することだった。優樹は警けい察さつ官かんとしてどうすべきか、少々迷った。注意することはできるが、いわゆる〝キップ〟の切り方など知らないし、持ってもいない。勤務中ではないので警察手帳は分署に置いたままだ。それに今は『勝負』の最中でもある。

（仕方ない……放っておこう）

　しかし優樹の〝見て見ぬふり〟は実行できなかった。その車は、優樹の進路を塞ふさぐように急ブレーキをかけて停止したのだ。同時に運転席と後部座席が開き、二人の人間が出てきた。こういう状況は、優樹は何度も経験しているので、さして驚おどろきはしない。無表情で、出てきた人間二人を観察した。一人は男、もう一人は女だった。どちらも他国人であることはわかる。

「…………」

　二人は何も言わずに、優樹を見ていた。優樹もまた、彼と彼女を見返した。聴覚を研ぎ澄すまして内臓音を聞く。間違いなく人間だ。男は五十代前半、女は二十代半ばといったところか。容姿にさして目立つところはないが、どこか威い嚇かくするような目付きが印象に残った。

　両者の対たい峙じは、ただそれだけで終わった。来た時と同じように、彼らは背を向けて車に乗り込もうとする。

「待ちなさい」

　優樹の呼び掛けに、二人とも答えない。運転席の扉とびらが閉じられる寸前、優樹はその間に手を突っ込んだ。挟はさまれて少々痛いが、そのままドアを摑つかんで無理やり開けて運転席を覗のぞき込む。男の目がじろりと優樹に向けられた。

「ここは一方通行ですよ、免許証持ってるんですか？」

「……Ich Kann nicht Japanisch sprechen」

　英語ではないような気がするが、意味がさっぱりわからない。

「ああ？　もう一度、ゆっくりはっきり言ってください」

「Ich Kann nicht Japanisch sprechen !」

　怒鳴るような声で、男は全く同じ台詞せりふを一言一言区切るように繰くり返した。

「私の『もう一度ゆっくりはっきり』が理解できるなら、日本語わかるでしょう？」

　優ゆう樹きの簡単な詐術にあっさりと引っ掛かった男は、ぎりっと唇くちびるを嚙かみ締しめた。その優樹の視界の片隅で、後部座席の女が何かぶ厚い本を声に出して読んでいるのが見えた。異国語であるため、その内容は優樹には理解できない。女の言葉が終わった瞬しゆん間かん、男が優樹の目の前に十字架を突き出していた。

「何の真似まねですか？」

　優樹はその十字架を見た。首にぶら下げられるように鎖くさりが付いており、キリストと思われる人物が張り付けになっている、小さな銀色の十字架だ。

「……すいません」

　男が、それなりにうまい日本語を発した。棒読みではあるが、それは一応の謝しや罪ざいであった。

「とにかく、今回は見逃しておきますけど、標識は見るように。それと、私に何か用があったんですか？」

「人違い、です」

「そうですか」

　時間があればもう少し拘束したいが、悠長なことを言っていられない。優樹が一歩下がるとドアはすぐに閉められ、自動車は走り去っていった。そのナンバーを視認して覚えておく。随分と余計な時間を使ってしまった。あの二人が何者なのかは容易に予想が付くが、どうも不可解な部分が多すぎる。これはいよいよ、〝先生〟の知恵を借りる必要があるかもしれない。

　現在、十一時五十三分。このまま直進を続けると、蒙モン古ゴル大使館の前を通ることになる。やましいことなど何もしていないのだが、こんな夜更けに歩いていると不ふ審しん人物に間違われてしまうかもしれない。次の角は左に曲がって、一いつ旦たん山やま手のて通りに出ることにしよう。

　歩き始めた優樹は、五歩と進まないうちに背後から右手首を摑つかまれた。優樹以上に冷たい、誰だれかの手。音、臭におい、皮ひ膚ふが感じる空気の流れ、気配、その全すべてが感じられなかった。振り払おうとする前に、足が地を離れる。眼球を最大限に移動させて手の主を確認。

　フレデリック・アシュトン・クロフォードが、笑顔で優樹の手首を摑んで持ち上げていた。

「受け身を取りなさい」

　その直後、優樹の体は右手にあった塀へいの向こうに放り投げられた。二十メートルほど飛ばされた優樹は背中から落ちるように体勢を空中で変え、地面に激突する寸前に掌てのひらで思い切り叩たたいた。掌の皮が擦すり切れる。

　それだけでは勢いが止まらず、優樹の体は地面を滑り、頭から壁かべに衝しよう突とつしてやっと止まった。がしゃり、という耳障りな音と共に、後頭部が割れて血が吹き出す。朦もう朧ろう状態を避さけるために神経を刺激すると同時に、痛覚遮しや断だん。帽子は投げられる時に落ちてしまっていた。

　立ち上がりながら、首は回さず眼球だけで周囲を見る。ここは学校の敷しき地ち内だ。壁かべと思ったのは校舎の窓であり、ガラスは粉々に割れて校舎の中の廊下に散らばっていた。破片が頭に刺さらなかったのが、救いではある。音で誰だれか来ないか、このガラスの始末と弁べん償しようをどうするか一いつ瞬しゆん考えたが、放っておくことにした。とりあえず内心で学校関係者に謝あやまっておく。

　まだフレッドは塀へいを越えていない。血液の流出を神経に命じて止めると、優ゆう樹きは足の細胞だけをほんの一瞬だけ活性化させ、跳ちよう躍やくした。左腿ももの筋肉が痛んだが、一時的に筋肉を繫つなぐ。上空へ数十メートル跳び、校舎の屋上に着地した。

　屋上を横断して反対側の柵さくを飛び越えようとした優樹の目の前に、月が浮かんでいた。その月光を遮さえぎるように、黒い影が優樹の視界を覆おおう。フレッドの濃のう紺こんのコートが、まるで蝙蝠こうもりの翼つばさのようにはためいている。輝かがやく満月を背にして笑う彼の口からは、二本の犬歯が見えた。

（本当に、吸血鬼みたいだ）

　頭の片隅でそんなことを考える冷静さが、優樹にはあった。数メートル後方に飛び退のき、すぐさま九十度の方向転換。間を置かずに走り出した優樹の背中に、何かが当たった。衝しよう撃げきは軽いが、それでも優樹は少しだけバランスを崩した。見覚えのある帽子が、足下を滑っていく。

　背中に当たったのが自分の帽子だと気が付いた時、首筋に何かが触れた。首を撫なでる掌てのひら、包み込もうとする五本の指。冷たい、全く熱を持たないその手から伝わってきたのは、自分ではない『他人の温かさ』。

　それはフラッシュバックのように、優樹の記き憶おくの底から這はい上がってきた。




　誰かの手が、自分を支えていた。その手は自分を安心させるように、背中を撫でていた。

　その手は安あん堵どではなく、悪感情を増幅させていく。

　視界は真っ暗で、何も見えない。見えるものは、ただの闇やみ。

　見えないはずなのに、見えるものがあった。

　それは大きな手だった。ひどくゆっくりとした動きで、自分に触れようとしていた。

　熱い。腹が、熱い。

　大きな掌が、腹に置かれていた。その掌に指がない。

　指があるのは、腹の中。

　小さな手が、その大きな手をどかそうとしている。

　赤い、赤い、自分の手。




（暴れないでください、手元が狂ってしまいます）




　聞き覚えのある声がした。自分は、この人を知っている。

　いつも助けてくれる人。優しくて、大好きな人。

　そう、だからやめて欲しかった。

　お願いだから……。

　手を……手を……！




「ああああああああっ!!」

　悲鳴を上げていることも、何をしているのかも、優ゆう樹きはわからなかった。ただ自分の首を摑つかんでいる手を引き剝はがすために、がむしゃらに暴れる。その口から、絶えず不ふ明めい瞭りような叫びが迸ほとばしり続けた。

「…………何を、そんなに怖がっている？」

　フレッドの、ひどく戸惑った声が聞こえてきた。その瞬しゆん間かん優樹の高ぶった精神は冷めてゆき、〝手〟から逃れるための手っ取り早い方法を弾はじき出した。

「…………っ！」

　優樹の細い首が、異常な熱を帯びてフレッドの手を焼き始めた。三十度前後だった体温は、一秒とかからずに二百度以上に上昇して、皮ひ膚ふと肉を焦がしていく。思わず手を引いてしまう。手から逃れた優樹は神経融合ブレイクと同時に、両足の筋力増幅ブースト。

　フレッドの意識が痛みへ向かっている間に、優樹の姿は屋上から消え失せていた。

「………………」

　一人残されたフレッドは、自分の掌てのひらを見た。白い手は黒く焼け爛ただれている。だがすぐにその部分は崩れ落ち、その下からは無傷の手が現れた。アヤカシの中でも、これほどの高速再生能力を持つ者はそう多くはない。自分の傷はこれで終わりだが、彼女の傷は深いはずだ。首回りの表皮細胞が炭化しているかもしれない。

（残念なことだ）

　足下に目をやって、フレッドは苦笑した。優樹の帽子がない。あれほど追い詰められていたにもかかわらず、帽子は回収していったのだ。奇妙な執念ともいえた。フレッドは軽やかな動作で屋上から飛び下りると、優樹が割った窓ガラスの側そばに立った。少量ではあるが、血が残っている。そっと手を伸ばして、血を人差し指で拭ぬぐった。

　指を口に含んで血が舌に触れた時、フレッドは今までにない愉楽を感じた。血の味に多少の違いはあるが最近はどの人間も似たような味で、〝食事〟の喜びを久しく忘れていた。だが、この〝血〟は違う。人間の味もするが、飲んだことのない味が微妙に混ざり合い、それがひどく喉のどを高揚させていた。

　自分の牙きばが鳴っているのに、フレッドはしばらく気が付かなかった。

　長い間、忘れていたものが蘇よみがえってくる。〝目〟を見ただけで動かなくなる〝歯は応ごたえのない食べ物〟ではない。逃げ惑い抵抗する〝獲え物もの〟を、自分の手で征服して手中に収める瞬間。動けなくなった獲え物ものの首筋にゆっくりと牙を立て、血を吸い上げた時の達成感と快楽！

　口ではなく、牙きばが笑っていた。

（この国に来たのは、正しい選択だったようだ）

　左手の腕時計を見た。午前零時を数分過ぎている。まだ充分に、時は残されていた。




（まだ、こんなに時間がある……）

　井いノ頭かしら通り宇う田だ川がわ町交差点で、優ゆう樹きはやっと一息ついた。さすがにこの時間帯になると、人通りも車の量も昼間に比べればだいぶ減っている。それでも皆無ではない。優樹は不ふ審しん人物に間違われないように、服と帽子の土を払いながらＮＨＫ放送センターの前を歩いていた。そっと首回りに手をやる。皮ひ膚ふが焼けていて炭化を起こし、嫌いやな臭においを発散させていた。皮膚だけではない。表皮細胞の熱運動を急激に上昇させたとばっちりは真皮や皮下組織、筋肉までに浸透していた。この周辺のみの痛覚を遮しや断だんする。

　自分の痛みにかまけている暇はない。フレッドが追ってくるのだ。最初に彼が自分の場所を捜し出した理由は不明だが、今なら楽に追えるだろう。後頭部の出血と首回りの肉が焦げた臭いは、人間にとっては大したものではない。だが優樹やフレッドほどの嗅きゆう覚かくを持つものなら、簡単に追うことができる材料となる。体臭の基本である汗は、汗かん腺せんの調整により発散を抑えることもできるが、自分の肉が焦げた臭いなどさすがに抑えられない。

（仕方がない……水に浸つかろう）

　それ以外に、臭いをごまかす方法を思い付かなかった。この近くには小学校がありプールもあったはずだ。時期が時期だけに水が抜かれている可能性もあるが、その時は水飲み場を拝借して水をかぶろう。六課に戻りたいところだが、そうなると六課の場所を知られてしまう。それは避さけたいところだった。第一、分署は『勝負』の範はん囲い外だ。

　渋しぶ谷や税務署とマンションの間にある角を右に曲がり、人通りが絶えた隙すきを見計らって学校の塀へいを飛び越えた。当然と言えば当然だが、誰だれもいない。プールへ辿たどり着く前に水飲み場を発見した優樹は、蛇口をひねった。帽子を取って頭から水をかぶる。さすがに冷たい。皮膚感覚のうち温感を麻ま痺ひさせる。首筋から侵入した水が体を内側から濡ぬらしていく。

　全身が水浸しになるのに数十秒かかった。濡れた下着や衣服が皮膚にはりついて不快だが、我慢するしかない。帽子を濡らすのはさすがに抵抗があったが、やむを得ない。水に濡れて型が崩れてしまった帽子を、寂しく見つめる。それでも優樹は帽子を頭にのせた。

　優樹は校庭を横断すると、また塀を飛び越えた。これで少しは臭いがまぎれただろう。オルガン坂に下り立った時、通行人に姿を見られたが気にしないことにした。普通に歩いて公園通りへ出る。そのまま南下して一いつ旦たん渋谷駅へ出ることにした。零時を過ぎても、この近辺はまだ人が多い。スタート地点に戻るというのは、ちょっとした盲点だと思う。

　濡れ鼠ねずみの優樹を物珍しげに眺ながめる通行人の視線を受けながら、ハチ公口に辿り着いた。埼さい京きよう線と半はん蔵ぞう門もん線は、もう終電が出た後だ。銀ぎん座ざ線も、最後の上うえ野の行きが出るまでそう時間がない。相変わらずの人の多さだ。一時間ほど前に自分がいたハチ公像に寄りかかる。

　三分だ。それだけ休きゆう憩けいしたら、また動き出そう。疲労が少したまってきたが、まだ大丈夫だ。時間は午前零時十四分。あと一時間四十六分逃げ切れば、優ゆう樹きの勝ちだ。

　体を休めながら、考えをまとめる。首の後ろを触ると、フレッドに摑つかまれた時の感触が思い出された。なぜ、こんな無茶なことをしてしまったのだろう。もう少し、上じよう手ずな逃れ方があったのではないか。だがあの時は夢中だった。彼の〝手〟から一刻も早く逃げたかった。

　あの時、何かを思い出した気がする。だが、今は思い出せない。

（何だったんだろう……あれは）

　首。手。指。断片的なイメージが頭をよぎっていく。

　自分の全身から汗が吹き出ているのに気が付いた。汗をかく理由などない。ただ考え事をしているだけなのに、肉体の制御がうまくいかない。

（こんな時に……！）

　優樹は大きく深呼吸をすると、目を閉じた。その数秒だけ、脳を深い睡眠状態にする。一時的に脳を休ませ、次の数秒で眠った脳をたたき起こす。少しだが疲れが取れた。この『勝負』が終わったら、じっくり考えよう。

　今度は道どう玄げん坂ざかから玉たま川がわ通りに出てみようか。歩き出そうとした優樹は、前方から見覚えのある人物が走ってくるのが見えた。

「……片かた倉くらさん……！」

　そう叫んで近付いてくるのは、間違いなく山やま崎ざき太た一いち朗ろうだった。

「山崎……くん……？」

　どうしてここにいるのだろう。彼は帰宅したはずだ。

「よ……よかった……やっと見つけた……」

　太一朗の呼吸は荒い。彼がここまで呼吸を乱しているということは、よほど激しい運動をしたのだろう。

「……何でここにいるの？」

「い……色々ありまして……」

　フレッドとのよくわからない出会いを終えた後、太一朗は急いで六課に戻った。そこに優樹の姿がないことを確認した太一朗は、これが事件であることを直感的に悟った。〝悟った〟というより〝決め付けた〟といった方が正しかったが、本人にとってはどうでもよかった。銃を出そうとしたが、規則に従って施せ錠じようしたロッカーにしまってある。鍵かぎは上司である優樹が管理しているので、仕方なくロッカーを拳こぶしと蹴けりを駆く使ししてぼこぼこに破は壊かいした。散弾銃や躑てき弾だん発射機を出せるほどの穴を空けるには時間がかかりそうだったので、拳けん銃じゆうだけ取り出した。これでは施錠の意味がないのだが、太一朗はそんなことをすっかり忘れていた。

　その後、優樹を捜すために渋しぶ谷や駅近辺を走り回ったが、警けい邏らの警察官に声をかけられ職務質問を受け、酔っ払いとぶつかって口論をし、風俗の客引きに捕まるなどの苦難をくぐり抜けて、幸運にも優ゆう樹きを見つけたのだ。

　という途中経過を簡単に説明できるほど、太た一いち朗ろうは状況整理がうまくなかった。

「……まあ、いいや。早く帰りなさい。終電に間に合わないよ」

　太一朗の行動は意外性が多い。驚おどろいてしまうが、優樹はそれを内心で抑えた。

「え……あの……何か事件なんです……よね？」

　この時初めて、太一朗は優樹の衣服が濡ぬれていることに気が付いた。

「うわっ……どうしたんですか!?　びしょ濡れじゃないですか……」

「気にしなくていいから……事情は明日説明するし、君にも説明してもらう」

　じゃあ、と言って移動しようとした優樹だったが、その鼻がフレッドの『匂におい』をとらえた。

「あの……片かた倉くらさん……？」

　突然周囲に気を配り始めた優樹に、太一朗が怪け訝げんそうに声をかける。その太一朗に、優樹の視線が止まった。僅わずかではあるが、太一朗からフレッドの匂いが漂ってくるのだ。

「どうかしましたか？」

　優樹の驚いたような視線を正面から受けて、太一朗はたじろいだ。優樹はしばらく太一朗を見上げていたが、やがてその視線は下方へと向かい、彼の左手で止まった。

「山やま崎ざきくん……左手見せて」

　意図はさっぱりわからないが、その迫力に押されて太一朗は左手を優樹に差し延べた。優樹がその手首を摑つかむ。氷のように冷たい優樹の手に比べて、動き回っていた太一朗のそれは熱い。太一朗は思わず震ふるえた。彼の反応を無視して、優樹は彼の腕時計付近に鼻を近付ける。鼻の頭が腕時計に接触しそうなほど、優樹は真剣に匂いを嗅かいだ。その姿に太一朗は、優樹が自分の手に口付けをするのではないかと、錯さつ覚かくしそうになった。

「山崎くん……外国人と会った？」

　彼の左手首から匂ってくるのは、彼自身の血とフレッドの『口』だ。

「え……ええ、欧州系の男とここで会いました。何かよく覚えてないんですけど……」

「頭、ふらふらしない？」

「えーと、さっき少しだけ……」

　そう言えばロッカーを殴り付けている間、一回だけ立ち眩くらみを起こした。

「……そう」

　優樹は手を離した。ぎりっという音がするほど、歯を嚙かみ締しめる。

「山崎くん、すぐに帰るように」

　それだけ言い残すと、優樹は再び走り出した。逃げるための走りではない。友を傷付けられた『復ふく讐しゆう』のためだ。太一朗が後方で何か叫んでいたが、そんなものは聞こえない。優樹は人工の光に彩られた、深夜の渋しぶ谷やの街を走る。擦すれ違う通行人たちが振り返る。かき分ける人波がないのは、走りやすかった。

　走りながら、優ゆう樹きの心の中で何かが生まれてくる。それは怒りだった。憎悪と並んであらゆる障害から心を解放する、恐ろしい力をもった〝感情〟。だから優樹は、冷静に怒ろうとしていた。体は熱いが、心は冷えていた。それは冷れい徹てつで、静かな怒りだった。

　すぐに先ほど通ったばかりの公園通りまでやって来た。パルコパート１とパート２の間を通り抜けようとした時、その足が止まる。十メートルほど前方に、『敵』がいたからだ。

「やあ、ユウキ……」

　優樹の匂においを追ってきたのか、それ以外の〝何か〟があるのか。にこやかに微笑ほほえむ吸血鬼が、そこにいた。だがその笑いはすぐに消えた。

　優樹の小さな体が、フレッドの目前に移動していたからだ。そのスピードは、フレッドの視力でさえとらえることができない。小さな掌しよう底ていがその顎あごを打ち上げる。助走と合わさったその掌底の威力は尋常ではない。フレッドの体が一メートルほど宙に浮く。だがそのまま不様に倒れ込んだりはしなかった。彼が少し手を動かしただけで、体勢は整えられる。

「ぐっ……！」

　それでも着地が上手うまくいかず、膝ひざをつく。すぐさま頭を上げたフレッドは、優樹の顔を見た。

　取り繕つくろった顔ではない。一度だけ見せた恐怖も浮かんでいない。怒りを抑え込もうとしている、悲壮な顔付きだ。初めて見たその表情は苛か烈れつを極めると同時に、彼女が抱え込んだあらゆる〝明暗〟を秘めていた。

　今まで見たどの表情よりも印象深く、そして美しかった。

「不思議だな……君のことを可愛かわいらしいとは思っていたが、今は美しく感じるよ」

「山やま崎ざきくんの血を吸いましたね」

　フレッドの言葉を、優樹は聞いていなかった。

「……ああ、だから怒っているのか」

「私の友人であることを知って、彼の血を吸ったんですか！」

　周辺の人通りがないのは幸いだった。それは優樹でさえ驚おどろくほどの大声だった。フレッドは笑みを浮かべると、ゆっくりと立ち上がった。

「君のことを聞き出そうと思ったが、人間のわりには意志が強かった。悔しかったので、腹の足しにさせてもらったよ。ちゃんと記き憶おくはいじっておいたし、傷も消したのだが……」

「……鼻でわかりました。さっきの掌底は、彼にかわっての仕返しです」

「そうか、君は彼のことが好きなんだな」

　フレッドはおかしそうに笑っている。もうこの時、優樹の中で怒りは消えていた。怒りを持続させることもできるが、それは虚むなしいことだ。

「ええ、好きですよ」

　そうでなければ、わざわざ勝負の最中に仕返しなどしない。

「じゃ、私はまた逃げますから」

反転して走り出そうとした優ゆう樹きだったが、フレッドはそれ以上に速かった。優樹の正面に回り込んだフレッドは、その右手首を摑つかんだ。今度は優樹も素直に投げ飛ばされたりはしない。

　右肩をフレッドの胸にぶつけてよろめかせる。だが、彼の手は離れなかった。

「……痛いな」

　フレッドの青い目が、優樹の目をとらえた。視線を外そうとした優樹だったが、それこそが隙すきを生んだ。優樹の体が、またも投げ飛ばされる。

「あうっ……」

　オルガン坂から裏路地に放り込まれた。受け身は取ったが、息が詰まる。立ち上がる前に、フレッドが目の前にいた。白い右手が伸びて、優樹の顎あごを摑む。

「捕まえた」

　その笑顔は、本当に嬉うれしそうだった。顎を押さえられているために、口が動かせない。両手で、フレッドの右腕を力の限り握り締しめる。

「痛いな」

　左手が伸びて、優樹の首筋に触れた。黒ずんだ首の後ろを愛いとしそうに撫なでる。

「血が失われていく快楽を、君に教えてあげよう」

　優樹の目が大きく見開かれる。その視線は、フレッドを見ていない。

　彼女が見ていたのは、二十年前の自分だった。

　心が壊こわれるのを守るために、奥底に沈めていた記き憶おく。




　動けない自分がいた。目の前には眩まぶしいほどの光。

　手が見えた。八本の手。銀色に輝かがやく何かを持って蠢うごめいている。

　顔が一いつ瞬しゆん、銀の金属に映った。黒い髪のおかっぱ頭。

　もう二度と見ることのない、自分の黒髪。

　裂かれていくのは、自分の胸。吹き出しているのは、自分の血。

　胸の中に、何かが入る。それは、手。熱い、熱い、誰だれかの手。

　動いている。胸の中を這はい回り、指が動いている。

　心臓を、摑んだ。

　やめて、やめて！

　お願いだから！

　あたしの心臓に触らないで！




「…………？」

　優樹の顎を摑むフレッドの手に、温かい水が落ちてきた。ひどく虚うつろな優樹の目から流れたそれは、涙だった。

「何を、泣いている？」

　フレッドは、優ゆう樹きの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。視線を合わせることにより他者の精神を自分の影えい響きよう下におき、都合のいいように支配する魔ま力りよくをフレッドは持っている。人間には勿もち論ろん、短期間であればアヤカシにも使える。だがしっかりと黒い瞳を見ているはずなのに、優樹の目は何も見ていなかった。

　これは〝恐怖〟に負けた〝人間〟の表情だ。殺す時以外には見たことがない。何が彼女をここまで追い詰めているのだろう。フレッドは顎あごを摑つかんだ手を離し、止まらない涙を拭ふこうと優樹の頰ほおに触れようとした。

「おおお……！」

　その瞬しゆん間かん、ただそれだけの叫びをフレッドは発した。小さな音と共に、自分の左耳の穴から〝鉄〟が侵入してきたのだ。それは頭の中を駆かけ、一直線に脳を突き進むと右耳の鼓膜に到達する寸前に止まった。のけぞって頭を抱える。

「片かた倉くらさん！」

　痛む頭を押さえながらも、フレッドは優樹に駆け寄る人影を確認した。

　山やま崎ざき太た一いち朗ろう。優樹が友と広言する〝人間〟。

「片倉さん……しっかりしてください！」

　太一朗はしゃがみ込んで優樹の外傷を確認する。一見したところ、何もない。目は開いているが、そこからはただ、涙が零こぼれていた。

「片倉さん……片倉さん!?」

　耳元で叫ぶ太一朗の声は、優樹の耳とそして心に届いた。少しずつ、目に輝かがやきが戻ってくる。

「う……ああ……山崎……くん？」

　優樹の心は混乱していた。自分の置かれた状況がまとめられない。

「大丈夫ですか？　かた……」

　こめかみに叩たたき込まれた衝しよう撃げきが太一朗の体を飛ばした。七十キロを超える小柄とは決して言えない肉体が、表通りに向かって地面すれすれの低空を飛んで行く。

「……くそっ！」

　受け身は取れるだろうが、この速度では無傷でいられる自信はない。

　だが太一朗があげた小さな悪態が、優樹の精神を瞬時に正気へと回復させる。一動作で立ち上がると同時に神経融合ブレイク。太一朗が道路に叩き付けられる寸前に、彼の背面に回り込んでその体を止める。

「大丈夫？　山崎くん」

「あ……はい……ええ……片倉さんこそ……」

「その男から離れてくれないか、ユウキ」

　静かな声が響ひびいた。フレデリック・アシュトン・クロフォードが、優ゆう樹きと太た一いち朗ろうから数メートル離れた場所に立っている。その顔は今まで以上に蒼そう白はくで、そして苦痛に歪ゆがめられていた。その両耳からは、少しだけ血が流出している。

「君との勝負は、彼を殺すまでお預けだ。殺そうとした者は、殺し返す。それが我々の流りゆう儀ぎというものだ」

　優樹は周囲に流れる少量の硝しよう煙えんに気が付いた。

「山やま崎ざきくん、クロフォードさんを撃うったの!?」

「え……クロフォードって、あいつのことですか……？　撃ちましたよ、倒れてた片かた倉くらさんに触ろうとしたから……」

　血を流しているこめかみを押さえながら、太一朗が答える。出血がひどい。優樹は、太一朗を庇かばうように立ち上がった。その表情は、いつもと変わらない優樹のものだ。恐怖も怒りも微み塵じんも感じさせない、心と表情を制御した優樹だ。涙はいつの間にか止まっている。自分が泣いていたことすら、優樹は気が付いていなかった。自分の顔を濡ぬらす〝水〟を手で拭ぬぐう。

「……君という存在が、どんどんわからなくなってくる……それと同時に、君のことを知りたくもなるな……本当に不思議だよ」

　動こうとする太一朗の肩を、優樹は後ろ手で押さえた。

「怒るのはもっともですけど、彼は私の友人です。殺すと言われて、はいそうですかと見過ごすことはできませんよ」

　フレッドが、ふっと笑った。

「君は、本当に彼のことが大事なんだね」

　太一朗の身じろぎを、優樹は彼の肩を伝って感じた。

「ええ、大事な友人です」

「しかし、このままでは私の気が済まない……わかるね？」

　優樹は頷うなずいた。自分を傷付けた〝人間〟を殺すというのは、アヤカシとして当然だ。

「とりあえず、山崎くんも謝あやまるように……」

「嫌いやです」

　痛みを堪えながらも、太一朗はきっぱりと答えた。優樹を襲おそおうとした男を撃って何が悪い、そんな思いに駆かられる。

「うーん……わかった、あたしが代わりに謝ろう……」

「何で片倉さんが謝るんですか！」

「いや、話せば長くなることながら……」

　くっくっという笑いが路地裏に響ひびいた。二人が見ると、頭を押さえた吸血鬼が笑っている。

「あまり笑わせないでくれ……銃弾がまだ入ったままなんだ……」

「ああ……すいません……」

「だから、どうして片かた倉くらさんが謝あやまるんですか！」

「山やま崎ざきくん」

　優ゆう樹きの怒ったような声が、太た一いち朗ろうの耳を打つ。

「まさかとは思うけど……ソフトポイント弾じゃないだろうね？」

「……ソフトポイント弾です」

　太一朗のふてくされた声を、優樹は額ひたいを押さえながら聞いた。頭の中に入った弾丸を取り出すには、大変な苦労がいるのだ。少なくとも目か耳、どちらかを抉えぐらなければならない。しかも通常弾でないのであれば、今フレッドが体感している痛みは凄すさまじいものがあるはずだ。

「ここにいるんだよ……動いちゃ駄だ目めだからね」

　優樹は太一朗の肩を叩たたいて一言告げると、フレッドに近付いた。彼は汗をかいていないし、見た目の出血も少ない。フレッドは笑いながら立ってはいるが、優樹は彼の痛みを見抜いた。

「……勝負は、明日……いや、もう今日か……今日の夜に再勝負をしないか？」

「はい、結構です……どうもすいませんでした。私の友人は頭に血が上りやすくて……」

　優樹は頭を下げた。

「そんなことはしなくていい……ただ一つ、彼を許す代わりに、君に頼みがある……」

　次に出る言葉はわかっていたが、それでも優樹は彼の口が再び開くのを待った。

「血が欲しいんだ……そうすれば、あとは自分で治ち療りようするよ……」

「はい……」

　声と顔がこわばるのを優樹は自覚した。自分の血管に他人の『歯』が触れる。ちくり、と何かが棘とげとなって心の生傷を刺した。それでも、優樹はその棘を引き抜いた。引き抜かれた棘は傷口に大量の膿うみと血を噴ふん出しゆつさせたが、優樹は外見だけは平静だった。

「……そうなると、『勝負』によるあなたの勝利条件が満たされますね」

「勝利条件ではないよ……勝った時の賞品みたいなものさ……嬉うれしい賞品は何度貰もらっても嬉しいよ……」

「はあ……」

　優樹は意を決すると、まだ濡ぬれている右手の袖そでをめくった。右腕全体の皮ひ膚ふ感覚を遮断すると、顔を背けてフレッドに突き出す。

「どうぞ……」

　フレッドの情けなさそうな表情を、優樹は見ていない。

「……首からにさせてくれないか？」

「嫌いやです……山崎くんは左手首から吸ったでしょう？」

　太一朗の非礼を詫わびるためにできる、これが最大限の譲じよう歩ほだ。

「何が悲しくて、男の首に口を寄せなければならないんだ。味は悪くはなかったが……」

「とにかく、嫌ですから」

　フレッドは、もう何も言い返さなかった。ゆっくりとその場に片膝ひざをつく。だが両者の合意に異を唱える者がいた。

「何してるんですか、片かた倉くらさん！」

　太た一いち朗ろうが駆かけ寄って来た。出血が止まっておらず、こめかみを押さえている。

「……簡単に説明するよ。この人は日本語で言うところの吸血鬼で、君が撃うったから怪け我がを治すために血が必要なの。で、あたしの血をあげるの」

　普通の人間なら『吸血鬼』という言葉で驚おどろくが、太一朗は『血をあげる』という言葉に敏感に反応した。

「嫌いやです！」

　フレッドが頭を押さえた。

「大声を出さないでくれないか、頭に響ひびく……」

「俺おれの血をやる！」

　太一朗はフレッドの前にしゃがみ込むと、こめかみを彼の鼻先に突き付けた。飢えていたならば、それは確かにフレッドにとっては美味な〝食事〟だった。だが、もっと美味おいしい血が目の前にある以上、何の魅み力りよくもない。

「……動かずに静かにしていなさい」

　フレッドが太一朗と視線を合わせる。その途端、太一朗は動けなくなった。

（……視線を合わせて言葉に出さないと、彼の〝命令〟は効果を現さないんだ……）

　自分に冷静な観察力が戻ってきていることに、優ゆう樹きは少しだけ安心した。

「ちゃんと後で、解放してあげてください」

「ああ……わかっているさ……では、いただこうか」

　フレッドが自分の右手首を摑つかむのを見て、優樹は目を閉じて顔を背けた。だが、動くなと言われた太一朗は、目を逸そらすことができない。

　吸血鬼のゆっくりとした〝食事〟が始まった。

　フレッドの手が、優樹の肘ひじから先を撫なで回す。指、掌てのひら、手首、それら全すべてを使った愛あい撫ぶは数十秒続いた。触覚を絶ってもその音が伝わってくるため、優樹は聴覚も遮しや断だんしなければならなかった。

「うう……」

　唸うなったのは優樹でもフレッドでもない。ただ『見る』ことしかできない太一朗だ。フレッドの呪じゆ縛ばくから逃れようと、力と精神を振り絞る。指の先が、ほんの少し動いた。

　先ほどより強く〝睨にらんで〟おいたが、それでも動く太一朗にフレッドは感嘆した。そう、これが人間の〝強さ〟なのだ。久し振りに会った人間に、フレッドは笑ってしまう。

　その笑顔は太一朗にとって憎らしいはずなのに、なぜか心は彼を美しいと感じていた。そんな太一朗を見ようとせずに、フレッドの〝食前運動〟はまだ続いていた。

　温かさ、なめらかな手触り。肌はだに触れることにより、〝食欲〟はさらに高まっていく。充分に触感を楽しんだ後で、フレッドはゆっくりと口を優ゆう樹きの手首に近付けた。その細い手首に唇くちびるを付ける寸前、一度だけフレッドは優樹を見た。優樹は何も見ようとはせず、感覚を閉ざしていた。この瞬しゆん間かんの〝女〟の表情が好きなフレッドは少し残念に思ったが、奇妙な唸うなり声を聞いて太た一いち朗ろうに目を向けた。彼は相変わらず目を見開き、動こうともがいていた。その試みはやや成功しており、手首が少しだけ動き始めていた。

「動いてはいけないよ、タイチ」

　再度の視線を受け、また太一朗の動きを制限した。

（何で、こんな奴やつに太一って呼ばれなきゃいけないんだ！）

　そう叫びたいはずなのに、この男に名前を呼ばれることに快感さえ感じている自分もいた。それを真っ向から否定するため、太一朗はまたも動くための努力を再開する。

　ついに、フレッドの唇が優樹の肌に触れた。すぐには牙きばを立てず、上唇と下唇で手首の皮ひ膚ふを挟はさむ。そのままの状態で数秒動かない。やがてその唇が開いていき、四本の犬歯と異様に赤い舌が現れた。人と比べて量は少ないが、舌から滲にじみ出る唾だ液えきは粘着質であった。その舌が、手首からほんの少しだけ浮き出て見える青紫の血管の上を舐なめ回す。

　ざくり、という音がしたのは、太一朗の気のせいではなかった。牙が半ば以上優樹の手首の中に侵入している。

（嫌いやだ！　俺おれは見たくない！）

　太一朗は瞼まぶたを閉じた。自由に動かないはずだったのに、この時だけはいとも簡単に瞼が動いた。だが、もう一度開くことはできなかった。見るのは嫌だが、見ないのも恐ろしい。そんな太一朗のもがきを、フレッドは見ていなかった。

　牙によって空いた穴から流れ出る血を、唇と舌を駆く使しして一滴残らず吸い上げる。口の中に広がる、赤い血の味。人間に近い、それでいて人間とは全く異なる味。それは今まで一度たりとも口にしたことのない、〝アヤカシ〟の味。フレッドの理性は、血を飲むことを拒否したかった。この味を覚えてしまったら、もう二度と〝人間〟の血に満足できなくなる。それはわかりきったことだった。

　だが〝吸血鬼〟の本能は、そのまま血を吸い続けた。いつもなら、『死なない程度』でやめることができたはずだ。吸血鬼は夢中で優樹の血液を吸い続けた。

「うあ……」

　限界は訪れた。どれだけの血を吸われているかわからなかった優樹ではあるが、頭が重くなった時にやっと自分が貧血症状を起こしていることを理解した。すぐに眩暈めまいのせいで立っていられなくなり、足が揺らぐ。自分の過ちを知ったフレッドは、思わず手と口を離す。その瞬間、太一朗の呪じゆ縛ばくは解けた。

「か……片かた倉くらさん！」

　優ゆう樹きは自力で立ってはいたが、手首の出血を止めるのに意識を向けなければならなかった。傷付いた血管の閉へい塞そくをしたが、少々穴が大きすぎる。傷口を塞ふさぐために血液を凝ぎよう固こさせたいのだが、それができないのだ。

「……おかしいな……クロフォードさん、血が止まらないんですけど」

　優樹が初めて見た、それはフレッドのうろたえた表情だった。蒼そう白はくだった顔には赤みがさしているが、どこか焦りを感じる。

「大丈夫ですか!?　片かた倉くらさん！」

「君こそ、こめかみの血、まだ出てるよ……クロフォードさん、具合悪いんですか？」

「いや、君の血が美味おいしかったので、少々戸惑っていたんだよ」

　違うな、と優樹は思ったが口にはしなかった。

「私の唾だ液えきには、血の凝固を防ぐ酵素が含まれているからね」

　そう言ったフレッドは、笑いを含んだいつもの顔になっていた。

「困りましたね」

　優樹は、上腕にある脈を骨に向かって圧迫した。まるで〝人間〟のような止血方法だが、役に立たないことはないだろう。

「で、頭の方は大丈夫ですか？」

「何、落ち着いているんですか！　早く戻って手当てしましょうよ！」

　太た一いち朗ろうは優樹のコートの裾すそを引っ張った。手を取らなかったのは、彼の遠えん慮りよの表れだ。

「そうだな、彼の言う通りだ。早く帰って、休息を取った方がいい。私も帰るよ……午後十一時、犬の前で待っているよ」

　それだけ言うと、フレッドは優樹と太一朗に背を向けて歩き出した。足取りは遅いが、すぐにその姿は消えてしまう。

「片倉さん……」

　太一朗の言葉に優樹は答えず、左腕の時計を見た。時刻は零時三十分を過ぎたところだった。

「さて、帰ろうか……」

　優樹は太一朗を安心させるために笑ってみせた。その顔は完全に血の気が引いている。

　ぞっとするほど白く、鳥とり肌はだが立つほどに凄せい艶えんな笑顔だった。
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「……まあ、君の事情は何となくわかったような気がするんだけどね」

　捜査六課分署に辿たどり着いた優ゆう樹きは、太た一いち朗ろうをソファーに座らせて傷の手当てをした。太一朗が『片かた倉くらさんを先に……』というのを無視し、傷回りの血を拭ふいた後に消毒をして膏こう薬やくを塗ぬりガーゼを置いて包帯を巻く。やはり包帯は他人の方が巻きやすいものだ。

　それが終わると、優樹は浴室に行って風ふ呂ろを沸かし始めた。二度炊きだが、びしょ濡ぬれの体を気分的に温めたかった。

「自分はさっぱりよくわからないんですけど……」

　浴室から戻った優樹に、太一朗が遠えん慮りよがちに話しかける。

「ああ……そうだろうね……。でも疲れてるんだったら寝ていいよ。起きた時に、事情を話してあげる」

「今、話してください」

　この混乱した頭を、どうにかしたい。それに、あのクロフォードとかいう吸血鬼は色々な意味で許せなかった。

「君はせっかちだね……やることが終わったら、ちゃんと話すよ」

　それだけ言うと、優樹は宿直室に入った。着替えを出して、また部屋に戻る。小型冷蔵庫を覗のぞいて、ビールを出した。

「お茶とコーヒー、どっち飲む？」

「お茶ください……傷にアルコールはよくないと思うんですけど……」

「前に言わなかったっけ？　酒飲まないと死んじゃうんだよね」

　冗談なのか本気なのか、よくわからない口調だ。優樹はお茶の缶かんを太一朗の前にあるテーブルの上に置いた。

「風呂が沸くまでに、適当に話しておこうか……。今日、いや昨日か……委員会の方から話があってね。欧州から吸血鬼……それがさっきのクロフォードさんなんだけどね、その吸血鬼が日本に来たらしいって言うの」

　聖堂騎き士し団の話は、面倒なので省いた。

「捕ほ縛ばくじゃないですかあ！」

　叫んで立ち上がる太一朗を、優樹が手で制した。

「それは違うよ。捕縛要よう請せいはどこからもない。委員会も、政府も、警けい視し庁ちようも、彼を捕縛しようなんて思ってないんだから……」

「じゃ何で、あいつを片かた倉くらさんは追っているんですか！」

　嚙かみ付くような太た一いち朗ろうの口調に、優ゆう樹きは肩をすくめた。

「……怒ってない？」

「……怒ってますよ」

　太一朗はあっさりと肯定した。また優樹は、自分に何も話してはくれなかった。この人はいつもそうだ。何でも一人で解決しようとする。

「これは、正規のちゃんとした仕事じゃない……。あたしが勝手にやっていることなの。だから、君が気にすることはないんだけど……」

「……気にしますよ」

　優樹は頭をかいた。表情には出していないが、頭がやはり重い。血液の回復は、優樹であっても急速にできることではない。半分近く失血したようだ。手が冷たいのは、水をかぶったからでも制御しているからでもなく、単に血の巡りが悪いからだ。

（貧血を手っ取り早く直す方法……あるかな）

『貧血』で済むレベルではないのだが、あまり気にしないことにした。考えることが多いと、嫌いやなことを思い出さずに済む。

（……嫌なこと？）

　何か思い出しそうになったが、すぐに否定した。今はやることが多い。そうやって優樹は、『嫌なこと』からまた逃げた。

「山やま崎ざきくん。クロフォードさんは、犯罪を行ったわけじゃないんだよ」

　不法入国のことは置いておくことにした。

「でも、アヤカシである以上は、委員会に登録しないといけないの。彼に会って説得したんだけど、嫌だって言うから、勝負をすることになってね」

　太一朗は怒った表情で座り直し、お茶を飲み始めた。

「簡単に言えば鬼ごっこかな……あたしがクロフォードさんから逃げたら、登録してもらう。捕まったら……」

『血を吸われる』。この言葉を口に出すのは嫌だったが、太一朗が先回りしてくれた。

「……血を吸わせろって言うんですか」

「そうなの」

「嫌ですよ！」

　目を血走らせて怒鳴る太一朗を、どうやってなだめたらいいのか。優樹は困ってしまった。

「だいたい、さっき血を飲んでたじゃないですか、あの男は！」

「ああ……あれは、君が怪け我がをさせちゃったから、そのお詫わびだよ」

　太一朗の顔から怒りが消えた。

「……自分のせい、なんですか」

　先ほどまでの勢いはなく、うなだれる太た一いち朗ろうがそこにいた。

「そうは言ってないよ……君は、自分で最善の行動を取ったと思ったんでしょ？　ならいいじゃない。反省はするけど後悔はしないのが、君の持ち味なんだから」

　太一朗は黙だまり込むと、まだ中身の入った茶缶かんをテーブルの上に置いた。そのまま天井を見上げる。『わけを話せ』とせっつかれても困るが、ここまでおとなしくされると気味が悪い。優ゆう樹きはビールを飲み干すと、浴室に向かった。

　右手首の出血は、もう止まっている。ただ四つの穴は、まだ閉じてはいなかった。




　二十分後。風呂に浸つかり衣服も全すべて替えた優樹が浴室から出ると、太一朗の姿がなかった。壁かべ掛け時計は、午前一時を回っている。終電は全て出てしまった後だ。どうやって帰るのだろう。タクシーに乗って帰れるだけの金を持っているのだろうか。

　心配ではあるが、優樹にできるのは寝ることだけだ。宿直室へ行き、赤と白の縦たて縞じまが入ったゆったりとしたパジャマに着替えた。その上から紺色の半はん纏てんを羽は織おる。

　それにしても、力が入らない。瞬まばたきのために目を閉じると、そのまま視界が暗くなって意識を失いそうだ。痛みは痛覚遮しや断だんで何とかできるが、『貧血の苦しみ』というのはどうやって切り抜ければいいのか、さすがに優樹も知らなかった。本棚に一般家庭用の簡単な医学書があったことを思い出した優樹は、宿直室を出た。

　六課の本棚には、ぶ厚くて判の大きい本の類たぐいと書類のファイルが並んでいる。とくに辞書に関しては異様に揃そろえがいい。『広こう辞じ苑えん』の第四版から第七版まで揃っているところなど、優樹はここ以外に見たことがない。そんな辞書に囲まれて、やっと一冊の医学書を見つけた。医学に関する本は、これ以外にはなさそうだ。埃ほこりにまみれたその本を手に取り、暇になったら本棚の整理をしようと決心する。ついでに冷蔵庫から缶コーヒーを取り出した。

　ソファーに座って、コーヒーを飲みながらまず目次を開く。目次だけで七ページほど開いたところで、やっと『創傷』という項目を見つけた。だがそのページを読んでも、知りたいことは載っていなかった。『一般に女の方が男より出血に耐えられる』というのは知らなかったが、今はどうでもいいことだ。

　次に優樹は、索引で『貧血』の項目を調べてそのページを読んだ。『鉄剤（還かん元げん鉄一日一・〇グラム）や肝臓製剤が用いられ、少量ずつの輸血を何度もする方法も行われる』……と書かれてあっても、それを今すぐ実行することはできない。

（つまり、手っ取り早く貧血を治すことはできないってことか……）

　それにしても、この本はやけに古臭い印象を受ける。何気なく奥おく付づけを見た優樹は、自分の目を疑ってしまった。そこには『昭和三十一年四月一日　第二次改訂版初版発行』という文字があった。半世紀以上前の本である。値段は三百八十円。今では文庫本一冊も買えない金額だ。思わず苦笑いを浮かべると、テーブルの上にそっと本を置いた。この本は間違いなく〝先生〟のものだ。いつか返す必要がある。

（先生……相談しようかな）

　かつて捜査第六課に所属し、優ゆう樹きが〝先生〟と呼び尊敬する大おお田た真さね章あきは、本来の名をシームルグというアヤカシだ。膨ぼう大だいな知識と経験に基づいた思考に、優樹はいつも感服している。だが彼には一つ重大な欠点もあった。彼の話はなかなか終わらないのである。

　本題に入る前の長い前置き、本題に入ってからも非常に回りくどい話法を使い、終わってからも長い助言が入る。その間、話は色々な方向に飛ぶが、その内容は本題と密接に関かかわっており、聞き逃すことはできない。そこまで彼の話に付き合うためには結構な時間を必要とする。三時間はざらに過ぎる。話は面白いのだが、急いでいる時には困ってしまう。せかすこともできるが、そうすると内容が薄うすい。

　優樹は、大田の助言がほしかった。彼は目め黒ぐろ区に住んでおり、現在も手紙のやり取りをしている。快く相談に乗ってくれるだろうが、あいにくと時間がない。ただひたすら寝たい気分なのだ。起きた頃ころには、『勝負』が始まる。

　その時、どたどたと階段を駆かけ上る音がした。

「山やま崎ざき太た一いち朗ろう、戻りました！」

　深夜であろうと、怪け我がをしようと、彼の元気のよさは変わらない。先ほどの落ち込み状態からは、もう回復したようだ。その立ち直りの早さを羨うらやましくも思う。

「帰ったんじゃなかったの？」

「違いますよ。松屋に行ってました。牛めしとハンバーグ、どっちにしますか？」

「……ハンバーグ」

　つい答えてしまった。太一朗は優樹の前に弁当箱とカップに入った味み噌そ汁を置く。

「台所、借ります」

　行動力のある男だ。最近の外食の多さは気になったが、今はありがたく頂ちよう戴だいしよう。優樹はハンバーグにも付け合わせの野菜にも、何もかけずに食べ始めた。しばらくして戻ってきた太一朗は、野菜がのった皿を持っていた。匂においでわかる。これはほうれんそうだ。

「やっぱり、血が足りなくなったら鉄分、鉄分といえばほうれんそうですよ。でも一輪わ茹ゆでてもこんなに小さくなっちゃうのは寂しいですよね……トマトジュースもありますよ」

　太一朗は、鰹かつお節ぶしと醬しよう油ゆのかかったほうれんそうを優樹の前に置いた。

「……ありがとう」

　これは彼なりの気き遣づかいなのだろう。心配される、というのは意外に心地よいものだ。

「じゃ、自分は牛めし食べます」

　優樹の正面のソファーに座ると、太一朗は牛めしを食べ始めた。

「いくら？」

「おごりです、気にしないでください」

　机の中に二千円入れておいてよかった、と思う太た一いち朗ろうであった。しかし、これで本当に金がなくなってしまった。もう帰れない。この事実に気が付いた太一朗は、一いつ瞬しゆんスプーンが止まる。

「ごちそうさま。ほうれんそう、おいしかったよ」

　優ゆう樹きはほうれんそうを食べ終わり、皿と空箱を片付けるために台所へ行った。それを見送りながら、太一朗は考えていた。

（俺おれ、これからどうすればいいんだろう……）

　牛めしの味がわからなくなってしまった。

「宿直室で寝ていいからね……。タクシーで帰るんなら、お金貸すよ」

　戻ってきた優樹は、自分の椅い子すに座ると引き出しを開けた。便びん箋せんとボールペンを取り出し、太一朗が買ってきたトマトジュースを飲む。

「あ……いや、結構です……自分が、ソファー使いますから」

「いいって。まだ寝ないから」

「……手紙、書くんですか？」

　こんな時に、いったい誰だれに書くのだろう。

「まあね……」

　だが、優樹は手を止めた。改めて自分の左手を見る。自分の心中にある疑問の答えを確認するために立ち上がると、太一朗の側そばに歩み寄った。

「山やま崎ざきくん、ちょっと頼みがあるんだけど」

「はい」

　太一朗は牛めしを食べるために持った箸はしを置いて、姿勢を正した。立っている優樹を見上げる格好になる。ゆったりとしたパジャマの襟えりから鎖さ骨こつが覗のぞいていた。それは太一朗に緊きん張ちようを生んだ。だが黒く変色した首回りを見ると、その緊張は別のものに変わった。

「……手、出してくれる？」

「はあ……」

　理由は不明だが、太一朗は素直に出した。優樹は、差し出された太一朗の手をじっと見る。それはただの手、であるはずだ。何度か触れたことのある手。友人の手だ。

「触ってもいいかな？」

「……どうぞ」

　優樹は、そっと彼の手の上に自分の手を重ねた。平気だ。〝人間〟の体温も決して不快なものではない。

　そして優樹のその行動は、太一朗にある一つの光景を思い出させた。血に染まった小さな手と、黒く光る巨大な手。その二つは明らかに違うものでありながら、同一人物の手でもあった。

（思い出すな、山崎太一朗！）

　あのことを思い出したら、二度とこの人を直視できなくなる。思わず太一朗は、優樹の手を強く握り締しめた。〝あの時〟の直前にしたように。

　この瞬しゆん間かん、優ゆう樹きの脳裏をまたも断片的な記き憶おくが通り過ぎていった。皮ひ膚ふに伝わるほんの僅わずかな圧迫感でさえも重くのしかかる。それでも優樹はその不快感に耐え、太た一いち朗ろうの手を振り払ったりはしなかった。

「……手、離してくれるかな？」

「あ……はい……」

　自分の行動に気が付かなかった太一朗は、すぐに手を離した。優樹も手を自分の元へ戻し、その掌てのひらを見た。じっとりと汗をかいている。

　この時、やっと優樹は理解した。自分は、他人に触れられることを恐れているのだ。

　その理由はわからない。いや、本当は知っている。全すべては二十年前のあの日に始まっていた。それでも優樹は、否定をしなければならなかった。

「悪かったね」

　それだけ言うと、優樹はまた自分の椅い子すに座った。ボールペンを取って、手紙を書き始める。

「はあ……」

　太一朗も自分の掌を見た。彼の手もまた、汗を大量にかいていた。それは、彼が克服できない〝本能の恐怖〟を具現化したものだった。

（俺おれは、この人を恐れないと決心したはずだ……！）

　自分の思いを牛めしにぶつける。異常なスピードでかきこみ、先ほど飲み忘れたお茶を流し込む。そうやって、彼もまた自分の心を〝否定〟することに成功した。

「寝る前に歯を磨みがくんだよ」

「はい……」

　と言われても、歯ブラシがない。優樹もすぐにそのことに気付くと、机の中から封を切っていない買い置きの歯ブラシを出して太一朗に投げた。

「人間は、永久歯になったらもう生えてこないんだから。大事にしないと駄だ目めだよ」

　本当に、この人はいったい何を考えているのだろう。他人のことを理解できるとは思わないが、それでも気になる。だから、太一朗は聞いた。

「片かた倉くらさんは、何を考えているんですか？」

　答えは、三十秒ほど経過してから返ってきた。

「君は、たまに難しいことを聞くね……。色々考えてるけど、何を考えてるのかわからないことが最近多いよ」

　優樹はまた、便びん箋せんに向かった。

「頼みたいことがあるからよろしく」

「はい」

　思うところは多々あるが、太一朗は歯を磨くために洗面所へ向かった。前から不思議に思っていたのだが、なぜ鏡かがみがないのだろう。元からないのではなく、外した跡が残っている。寝ね癖ぐせを直す時に困ると思うのだが。歯を磨みがいているうちに、昨日風呂に入っていないことを思い出した。昨日から着替えてもいない。

（まあ、いいや）

　気にしないことにした。戻ると、相変わらず優ゆう樹きは手紙を書いている。

「誰だれに書いているんですか？」

「先生……前に少し話したと思うけど、大おお田たさんっていうシームルグにね。ちょっと相談したいことがあって」

「電話すればいいじゃないですか」

「電話での長話って、先生嫌きらいなの。直接行ってお話しするのは、あたしの体調が駄だ目めだから」

　書き終わった優樹は、二枚の便びん箋せんを封筒に入れて封をほどこした。少し考えて、自分の腕時計をハンカチで包む。

「話は通しておくから、先生に手紙とこの腕時計を渡して、返事をもらってきてほしいの」

「自分が、ですか？」

「そう……ちょっと話が長くなるだろうけど、しっかり聞いてきてね」

　優樹は残っていたトマトジュースを飲み干すと、歯を磨くために洗面所へ行ってしまった。

「…………」

　太た一いち朗ろうは自分の両手を見つめた。このまま宿直室を占領していいのか、優樹の体を考えて自分がソファーに寝ると主張すべきか。

　こめかみの傷が痛む。加害者であるあの吸血鬼のことを思い出すと、腹が立つ。さらに腹立たしいのは、彼が〝捕ほ縛ばく対象〟ではないことだ。一巡査である太一朗が、直接委員会に捕縛令状申しん請せいを出すことはできない。緊きん急きゆう捕縛部隊長、赤あか川がわに通す必要がある。しかしそうなると事件は公になる。それは優樹の望むところではないらしい。

　太一朗はホルスターから拳けん銃じゆうを取り出した。数日前に訓練所からベレッタ用の消音器サイレンサーを持ってきてあったため、発射音はかなり小さい。しかし、これを持ち出す時に赤川に色々と言われてしまった。

『こんな物を持たせたら、お前が遠えん慮りよなく発砲するのではないかと気になって仕方がない……。片かた倉くら巡査部長の許可を取って撃うつんだぞ』

　もう撃ってしまった。音は小さいし空から薬やつ莢きようは片付けたから、言わなければばれないかもしれない。そんな不ふ謹きん慎しんなことを考えた太一朗である。太一朗は、自分が壊こわしたロッカーの前に立つ。それにしても、この潰つぶれたロッカーはどうしよう。自分でやったことではあるが、これでは銃をしまうことができない。少しは反省しておくことにしよう。

「そのロッカー、どうするの？」

　洗面所から戻ってきた優ゆう樹きは、太た一いち朗ろうが壊したロッカーを見た。

「これじゃ、施せ錠じようの意味がないでしょうが。これだって、一応は警けい察さつの備品なんだからね」

「……自分でもそう思いました」

「一度、赤あか川がわさんにちゃんと怒ってもらおうね」

「はい……」

　やっぱり、言われてしまうのか。今度は平手ではなく、拳こぶしで殴られてしまうかもしれない。赤川が手を抜いて殴っているのはわかるが、痛いことには変わりがない。覚悟をしておこう。

「もうだいぶ遅いから、早く寝なさい」

　まるで子供に対する言い方だ。優樹はソファーに座ると、手を半はん纏てんの中に引っ込めて腕を組んで目を閉じる。

「そのまま、寝るんですか？」

「うん……姿勢ってのはどうでもいいんだよね。すぐ立てるようにしておきたいから……他ほかに今何か言うことある？」

「え……？」

　急にそんなこと言われても、思い浮かばない。

「これから感覚器官全部を休ませるから、二時間は目を覚まさないんでよろしく。おやすみ」

　優樹の首が前に傾いた。それからは全く動かなくなる。

「片かた倉くらさん」

　返事はなかった。こんな短時間で深い眠りに入れるものなのだろうか。少し肩を揺さぶってみようと思った太一朗だが、黒ずんだ首の皮ひ膚ふを見るとその気が失うせた。その代わり、太一朗は宿直室の押し入れから毛布を持ってきて優樹に掛けた。

　どこか苦しそうで寂しげな、そんな横顔だった。




　どんな状況でもぐっすり眠れる自信がある太一朗だったが、今日はそうもいかなかった。目を覚ました時に見た時刻は午前五時四分。あれから三時間も経たっていない。六時間は必ず睡眠を取っている太一朗には、少々辛つらかった。それでも太一朗は起き出すと、布団から抜け出して宿直室を出る。

「……おはよう」

　優樹は既に起きていたが、まだパジャマのままだった。ソファーに座って、ビールを飲んでいる。首回りの皮膚は元通りになっているが、相変わらず顔色はよくない。

「おはようございます、片倉さん！」

　太一朗の大声の挨あい拶さつに、手を振って答える。

「先生の家への地図、書いておいた。話も通しておいたから、午前中のうちに来てくれって」

　そう言うと優樹は立ち上がり、ソファーの上に置いてあった毛布を担いで宿直室へ向かった。

「毛布、ありがとう……あたしは寝直すから、後はよろしく」

　それだけ言うと、優ゆう樹きは宿直室に入ってしまった。やはり、自分がソファーで寝た方がよかったのかもしれない。反省したがすぐに立ち直ると、太た一いち朗ろうは机の上に置いてある地図を見た。最寄り駅と住所、駅から家までの道程みちのりが書いてある。午前のうちにと言うことは、今からでもいいのだろう。人を訪ねるには非常識な時間だが、相手はアヤカシだから構わない。太一朗は身支度を整えると、早速出かけることにした。




　東とう急きゆう東とう横よこ線の始発は既に動いていた。太一朗は人が殆ほとんど乗っていない電車に揺られながら、窓の向こうで流れていく風景を眺ながめていた。眠気はもう覚めている。そうなると、これから会う大おお田たという人物のことが気になった。優樹の口ぶりからすると、頭が良いということは窺うかがえる。優樹が尊敬し〝先生〟とまで呼んでいるアヤカシなのだ。

　都と立りつ大だい学がく駅で下りると、吞どん川かわ本ほん流りゆう緑道に沿って歩き始めた。道路の中央には緑道が長く続いており、周辺住民の憩いこいの場にもなっているようだ。ベンチなども設置してあるが、さすがにこの時間帯に座っている人間はいない。たまに犬の散歩をしている人と擦すれ違うくらいだ。

　この緑道がとぎれた十字路を右に曲がり、しばらく歩いたところにあるマンションが大田の住家らしい。面識のない、しかもアヤカシの家に行くのだ。足取りが少し重くなった。

「山やま崎ざき太一朗くん」

　不意に、自分を呼ぶ男の声がした。周囲を見回すと、緑道に置いてあるベンチに座っている男が太一朗を見ている。

「俺おれを呼んだのはあなたですか」

　だが、男はそれ以上何も言わなかった。ただ座って、自分の足下に視線を落とす。仕方なく太一朗は用心しながら近付くことにした。正面に立っても、男は太一朗の方を見なかった。

「……何で俺の名を知っている？」

「どうしてだと、思うかな？」

　疑問を疑問で返されてしまった。仕方なく、太一朗は男を観察して考えてみることにした。年は二十代後半、だと思う。背丈は普通だが、どうも細い印象を与える男だ。腕が細く長いためか、ひょろ長く見える。顔も細いが、目だけは猛もう禽きん類を思わせるほど鋭するどい。正直に言えば、目付きが悪い。それをさらに助長しているのが銀ぎん縁ぶちの丸眼鏡めがねだ。それを除けば、二枚目と言っていいかもしれない。

「さて、僕ぼくが誰だれだか察しは付いたか？」

「……大田……さんですか？」

「その通り」

　大田はにこりともせずに言うと、立ち上がった。

「元警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課所属、委員会登録番号０３０００６、大田真さね章あき。以後よろしく」

「警視庁緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊巡査、山やま崎ざき太た一いち朗ろうです」

　大おお田たは座ると、また自分の足下を見た。『座れ』とは勧められてはいないが、太一朗は勝手に座ることにした。

「何で、俺おれが俺だとわかったんですか？」

　相手が年長者であれば、太一朗は敬意を示す。一応敬語を使うことにした。

「どうしてだと、思うかな？」

　先ほどと全く同じことを繰くり返す大田に、太一朗は苛いら立だった。文句を言ってやろうとする前に大田が口を開いた。

「疑問があれば、まず自分の頭で考えてみることだよ。聞けばすぐに得られる答えでも、まず自らが考こう慮りよするべきだ。人は考えることができる生き物なのだからね」

「はあ……」

　まともに会話をしたら、確かに話が長くなりそうだ。この男に質問をするのはやめておくことにしよう、と太一朗は決心する。疑問をいちいち疑問で返されては、話が進まない。彼がなぜここにいるのか。どうして自分がここを通ると思ったのか。なぜ自分が山崎太一朗だと思ったのか。かけている眼鏡めがねは伊達だてなのか。太一朗はこれらの質問全すべてを封印することにした。

「片かた倉くら巡査部長からの手紙です」

　太一朗は手紙と一いつ緒しよに、ハンカチに包まれた腕時計を渡した。大田は黙だまって受け取ると、ポケットの中から薄うすい手袋を取り出した。それをはめると、丁寧に腕時計を見つめる。

「何で手袋するんですか？」

　そう言ってから、太一朗は内心で舌打ちした。どうせまた、疑問で返されるのだろう。

「……これは、優ゆう樹きの大事な物だからだよ。これに素手で触るのは、彼女の思い出に触れることになるからだ」

　返答はあったが、その内容は意外なものだった。この時計が、そんなに大事な物とは知らなかった。大田はしばらく腕時計を眺ながめると、文も字じ盤ばんのガラスやバンドに触れた。それを三分ほど続けたあと、ハンカチに包み直して腕時計を太一朗に返す。次に封筒を破り、中から便びん箋せんを取り出して読む。一分で読み終わった大田は、また便箋を封筒の中に戻した。

　その次に大田が取った行動は、太一朗を激げつ昂こうさせた。大田はポケットからライターを取り出すと、封筒に火を点つけたのだ。

「何しやがる！」

　怒鳴った太一朗が封筒を奪おうとしたが、紙はあっという間に燃え尽き灰になって地面に落ちた。

「お前、片倉さんが書いた手紙を何で燃やすんだよ！」

「どうしてだと……」

「知るかよ、そんなこと！」

「まあ、座りなさい」

　自分が立ち上がっていることを、太た一いち朗ろうはその時知った。渋々と座る。優ゆう樹きが苦しんでいる時に書いた手紙をあっさりと燃やすこの男に、太一朗は心底腹が立った。

「君が怒っている理由……君は優樹のことを心配してるんだね。筆跡の震ふるえ、かかってきた電話の声、そういうものを総合すると、彼女の体調はすこぶる芳しくない。それでも、優樹は僕ぼくに助言を求めるために懸けん命めいに手紙を書いた。人間の常識では、友人の手紙は保管しておくものだ。だが、僕はあっさりとそれを燃やしてしまった。僕が優樹の気持ちを踏み躙にじったような気がしたから、君が怒った。理由はこれでいいかな」

　よどみも詰まりも全くない口ぶりだ。太一朗は混乱しそうになって黙だまってしまう。しかし彼の言うことは当たっていた。

「僕の常識では、友人の手紙は読んだらすぐ燃やす。それが万が一にも他人の目に触れるのが、嫌いやだからだ。一度読んだ内容は忘れないからね、燃やしても何の不都合もない。それが、人間の目には異常に映るようだ。わかってもらえたかい」

「……はい」

　こう論理立てて説明されると、納得するしかない。それにしても本当に話の長い男だ。お喋しやべりな男は嫌きらわれるぞ。あまりうまく口が回らない太一朗は、嫉しつ妬とまじりに内心で毒づいた。

「それにしても、君はなかなか面白い人間だ。赤あか川がわ以来だね」

　無表情な大おお田たの顔が笑ったように見えた。しかしいきなり隊長の名前が出てきたので、太一朗は驚おどろいてしまう。

「隊長の知り合いで？」

「ああ。彼の変わりようには、優樹が一番驚いていたね。優樹は大抵の人間に嫌われるが、一度好かれてしまうと、本当に好かれるからね」

　赤川が優樹を嫌っていた時代など、太一朗には想像も付かない。

「そういう意味では、一番彼女を愛していたのは高たか橋はし幸こう児じかもしれないな」

「何だと!?」

　それは、太一朗にとっては衝しよう撃げき的な言葉だった。あの高橋が、優樹に殺意と憎悪を向けていたダブルブリッド・セカンドが、優樹を『愛していた』などと信じられるわけがない。

「僕ぼくは、彼を少し知っている。彼が殺害した人間の殺害方法や現場などの資料は、全部目を通した。その殺害状況は二種類に大別される」

　そんなもの、聞きたくもないし興きよう味みもない。だが、太一朗は大田の言葉に耳を傾けてしまう。

「彼が殺害した二十三人のうち、二十二人はほぼ即死だ。それは頸けい部ぶの切断であったり、心臓を突き通したりと、手段そのものは一定ではない。とにかく遺い体たいには致命傷しかなかった。だがたった一人、彼の最初の犠ぎ牲せい者の遺体は無残な状況だった。見てすぐに本人だとわからないくらいにね。その写真はまだ資料として六課に残っているはずだから、興味があれば探してごらん。決して気持ちのいいものではないがね」

「見ませんよ、そんなもの」

「そうかもしれないね……で、最初の犠牲者というのが、彼の母親だ。この経験が刺激となって、彼を連続殺人に駆かり立てていったのだろう」

　母親殺し。なぜそのようなことができるのか、太た一いち朗ろうには想像が付かない。想像することさえ、罪であるような気がした。

「彼が快楽殺人者であることは、疑わなくてもいいだろう。僕は犯罪心理学というものを専攻したわけではないので、断定はしないけどね。殺人という行動そのものに、性的な快楽を見出す男だった。日本ではそう多くないケースだが、二十世紀末にもあったはずだ。彼は自分の異常性欲を満足させるために、殺人を繰くり返した。しかしなぜ、二十二人の遺体を切り開いたりしなかったのか……わかるかい」

「……わかりません」

　大おお田たは、太一朗の答えに頷うなずいた。

「わからない方がいいかもしれない。しかし、推測できないことではないさ。これは僕の考えにすぎないが、高たか橋はしは母親を殺した時のような気持ちの高ぶりを、他ほかの人間では味わえなかったからだと思う。母親以外の犠牲者は、彼が満足できるほどの資質を持っていなかった。だから、殺しただけで終わってしまったのだろう」

　太一朗は眩暈めまいがしそうになった。面白くないとは言わないが、自分の本来の目的とだいぶずれてきたような気がする。それでも、大田の話はまだ終わりそうにない。

「さて、僕ぼくたちが高橋を捕まえたのは君も知っているだろうが、最初に彼を発見したのは優ゆう樹きだ。優樹が僕たちに連絡を入れ、僕たちが現場に到着するまで三分の時間があった。その三分間に何があったかは、今となっては優樹しか知らないことだが……」

　一度言葉を切ると、大田は頭を振った。

「優樹と高橋が戦せん闘とう状態に入ったことはわかる。と言うより、優樹が一方的に殴られていたがね。最初に到着したのは僕だったが、彼女の有様はひどいものだったよ。よく素手であれだけのことをしたと、感心してしまうくらいだ」

「……あんたは、いったい何が言いたいんだ？」

　とうとう堪え切れなくなった太一朗が言う。

「そうやって、すぐ結論を求めてはいけない……と言いたいところだが、君はかなり短気らしいね。深く思考することが嫌きらいで、考えるより先に体が動く。警けい察さつ官かん向きではないな。先走り過ぎて懲ちよう戒かい免めん職しよくにならないように」

「大きなお世話だ」

　アヤカシごときに、何で説教されないといけないんだ。この場を立ち去りたいくらいだが、用が終わっていない以上、それもできない。

「仕方ないので、結論から言ってみようか。高たか橋はしは自分を満足させることができる、片かた倉くら優ゆう樹きという母親以来の犠ぎ牲せい者に巡り合ったのだ。彼女が自分と同じ二重雑種ダブルブリツドであることが、最大要因だろうが、他ほかにもたくさんの要素が重なっている。優樹が社会的地位を得て、なおかつ僕ぼくたちに好かれていたこと。彼が優樹に抱いた憎悪の裏には、『自分も、こんなふうになりたかった』という憧どう憬けいもあっただろうね。彼は優樹を傷付けることで、自分の異常性欲を満たそうとしていたのだろうが、彼にその自覚があったかどうかはわからない。憎悪と表裏一体の歪ゆがんだ『愛情』。優樹の短い人生の中で、あれほど真まっ直すぐに感情をぶつけられたことは、あまりないと思うよ」

「……大した想像力だな」

　あんな男が優樹を『愛して』いたなど、虫むし酸ずが走る。太た一いち朗ろうは、この男に敬語を使うのが嫌いやになってしまった。

「確かに、僕は想像で話す。自分の想像が真実であるとは、なかなか確信できないね」

　そう言うと、大おお田たはジャンパーのポケットからメモ帳とボールペンを取り出した。何やら書き始める。やっと返事を書く気になったようだ。これで長話を聞かなくて済む、と胸を撫なで下ろした太一朗は甘かった。

「君は、人間としてやってはいけないことについて考えたことはあるかい」

　手は休むことなく文字を書いているが、口も休むことはなかった。

「……別に」

　いきなりそんなことを言われても、答えられるわけがない。

「そうか。僕が思うに……」

　大田が珍しく言葉に詰まる。

「何だか、たくさんあるような気がしてきたよ。それに自分たちが禁忌タブーと称していることでも、状況によっては人間は許してしまうからね。罪深い生き物だよ」

「そう言う、あんたらはどうなんだよ」

　このアヤカシが人間を見下しているような気がして、つい太一朗は言い返してしまった。だがこの太一朗の反問を、大田は気に入ったようだ。

「なるほど、君はそういう人間なんだな……。とりあえず言っておくけど、僕は人間が嫌きらいではないよ。尊敬できる面もたくさんある。悪い面があるからと言って、その全すべてを否定はしないさ。では君の問いに答えようか。日本人がアヤカシと呼ぶ僕らにも、一応は倫理というものがあるよ」

　また長い話になりそうだ。太一朗はうんざりしてきたが、それでも彼の話を聞いた。

「しかし、僕らの倫理と人間の倫理はなかなか嚙かみ合うものではない。その辺りに興きよう味みがあるなら、優樹に聞いてごらん。彼女は彼女なりに、両者の倫理を理解しているからね。そして僕らの倫理の中に、『罪』と称されるものはたった一つしかない。さすがに『同種殺し』はあまり歓かん迎げいされる行為ではないが、それでも友人たちに排斥されるほどのことではないな」

　大おお田たの視線はメモ帳から逸そらされることはない。手の動きも止まらない。

「どんな理由があっても、決して許されない罪。それは『同種食い』だ」

「そんなもん、人間だって……」

　ないとは決して言えないことを、太た一いち朗ろうは思い出した。

「人間が食人に走るのは、極限状態における屍し体たい食か、異常な性せい倒とう錯さくによるものかな。味がいいから食人に走る人間というのもいるのかな……。もしかしたら、他ほかにも理由があるかもしれない。……これは勉強不足だ。僕にはわからないな」

　話がどんどんおぞましい方向に進んでいく。

「まあ、アヤカシであれば人間を食べるというのはそう珍しいことじゃない。調理方法を選べば美味うまいという意見と、煮ても焼いても生でも食べられる味じゃないという意見があるよ」

「……あんたも、食べたことあるのか？　……人間を」

　聞いてしまってから、太一朗は彼から少し身を離した。

「いや、僕ぼくはさっきも言った通り、人間が嫌きらいじゃないからね。食べ物として見ることができないんだ。強いて言うなら、人間が『猫ねこがかわいいから食べない』という感情に似ている。ああ、このたとえは正確ではないな。猫を食べる人間もいるんだった。しかし、僕はウニを最初に食べた人間に感心する。あれを割って中身を食べるとは、なかなか勇気のいることだと思うね」

　また話がずれてきた気がする。最初に大田が何を話したか、もう太一朗は忘れてしまった。

「人間は僕らにとっては異種族だから、それを食べるのは当たり前のことだ。だが、同種は違う。僕は比較的物事に理由を求めたがる性質だが、同種食いをしていけない理由など、考えたくもない」

　アヤカシの倫理。そんなものがあるとは知らなかった。連中に秩序などない、と太一朗は考えていた。

「現在、優ゆう樹きが関かかわっているクロフォードという吸血鬼。彼らとて人間の血は吸うが、同種の血は決して吸わない。それがアヤカシの倫理であり、犯してはならない禁忌タブーだからだ」

　聞き流そうとした太一朗だが、引っかかるものがあった。『同種食い』がアヤカシの不変の『罪』であるなら、優樹の血を吸ったあの吸血鬼はどうなのだろう。太一朗が尋ねる前に、大田は話を続けていた。

「禁忌というものは禁忌であるがゆえに、それを破りたいという誘惑にかられる。通常のアヤカシなら、そんな誘惑には負けない。だが、ここに一つの迷信がある。『人間を食べ続けたものは人間になってしまう』という、恐ろしい迷信だ。迷信は迷信でしかありえない、と僕は思う。しかし、吸血鬼は人の血を飲まなければ生きていけない。そして彼らは、アヤカシとしては非常に『人間寄り』な考え方をする」

「……だから、あんたは何が言いたいんだ」

　また同じ言葉を繰くり返してしまった。文句を付けられると思ったが、大おお田たは聞き流した。

「さて、君は優ゆう樹きを人間とアヤカシ、どちらと判断するかね？」

「……そんなこと答えられない」

　大田は頷うなずいた。

「その通り。彼女は二重雑種ダブルブリツドだ。どちらでもないし、どちらでもある。クロフォードは優樹の血を吸ったというが、彼は半分だけアヤカシの禁忌を犯している。だが優樹には半分人間も入っているので、自分が禁忌を犯していないと納得することができる。この時の彼の心情は……ひどく快感だったと思うよ。この背徳行為を二度としてはいけないと思ってくれればいいのだが、残念ながらそうはならないだろう……。君に言っても無む駄だだろうが、気を付けたまえ。彼がもう一度優樹の血を吸ったら、墜おちるところまで墜ちてしまう。優樹の生命も危いかもしれない。いくら優樹でも、これ以上の失血は死を招くよ」

「ああ、わかった」

　この時だけは、太た一いち朗ろうは素直に返事をすることができた。それにしてもこの男の話はためになったような、ならないような、そんな感じだ。しかし相談を持ちかければ、結構役に立ちそうな助言が返ってきそうだ。優樹のように〝先生〟と呼んで尊敬することはできそうにないが。

「……あんたの目から見て、片かた倉くらさんはどんな人なんだ？」

　これは、是非聞いてみたかったことだ。こんなによく喋しやべる優樹の友人のアヤカシに会うことなど、もう二度とないかもしれない。

「君は、彼女の評価を求めているのか？　彼女のことが知りたいなら、本人に聞くべきだ」

　今まで感情のこもっていなかった大田の声に、初めて否定的な響ひびきが含まれていた。

「…………そうだな」

　優樹の知らないところで、彼女のことを探るなど卑ひ怯きようだ。

「……と言いたいところだが、優樹に聞いてもろくな答えは返ってこないだろう。僕ぼくの主観でよければ答えよう」

　なら、最初からそう言ってくれ。叫びそうになる自分を、太一朗は抑えた。

「一言で評するなら、魅み力りよく的な存在だよ。彼女が二重雑種ダブルブリツドだからか、彼女の本質かは知らないが、アヤカシの心を引き付ける何かを持っている。かつて捜査六課をまとめていたのは、優樹だった。知恵、腕力、経験、年ねん齢れい。彼女を上回っていたアヤカシはもちろんいた。だが、最終的に結論を出すのは優樹だし、全員がそれに従った。誰だれもがそれを当然のように受け入れたよ。もちろん、この僕もだ」

　大田の手がメモ帳をめくる。いったい何ページの手紙を書く気なのだろう。まだその手は止やまらない。

「性格的には……そうだな、他人に本心を見せるのが嫌きらいだな。彼女は僕たちに対して噓うそをつかなかったし、信頼もしてくれた。しかし、優ゆう樹きの本当の本音を聞くことは滅めつ多たになかったね。確かに僕ぼくたちは友人だった。だが、彼女はどこか線を引いていたよ。自分でも自覚していないだろうがね。自分が二重雑種であることに引け目を感じていたのかもしれない」

「……そんなもんか」

「そんなもんだよ。それでも、彼女は僕たち全員に好かれている。あの何を考えているかわからない空うつろ木ぎでさえ、優樹が助けを乞こえば動き出すだろう」

「ウツロギ？」

　どうやら、アヤカシの名前らしい。

「空木は……いや、やめておこう。あいつのことを語る必要などない」

　大おお田たは眉まゆをしかめている。そのアヤカシが嫌いなのだろうか。

「……優樹はアヤカシには好かれるが、人間には嫌われる。君はあまり優樹を嫌ってはいないようだね。むしろ好意的だ……なぜかな？」

　太た一いち朗ろうは返事をしなかった。

「返事がない、ということは答えられないのか、答える必要がないと思っているのか。恐らくはその双方か」

　いちいちうるさい男だ。太一朗はだんだん腹が立ってきた。

「優樹に人間の友人ができたことは、結構なことだ。君がどんな人物かは知らないが、あまり出過ぎた真似まねをしないように気を付けなさい」

「……どういう意味だ？」

　自分の目が険悪な輝かがやきを放っていることを、太一朗は知らない。

「君は人間だ。君が当然だと思っていることも、優樹には全く理解できないことがある」

「例えば、どんな？」

「人間が生きていくために必要な物を考えてごらん」

　大田のボールペンが止まった。十枚近いメモを引き千切り、それを丁寧に畳む。ポケットから真新しい封筒を出すと、紙片を入れて封をした。自分の傍らに置いてあったビニール袋と共に、太一朗に渡す。袋の中身は瓶びんのようだ。結構重い。

「この間、北海道へ行ってきたんだ。土産みやげのじゃが芋焼しよう酎ちゆうだよ。優樹によろしく渡してくれ」

　それだけ言うと、大田は立ち上がった。

「さっきのは、どういう意味だ？」

　太一朗の問いを、大田は無視した。彼は知らなかったが、大田が誰だれかの『問い』を無視することなど滅めつ多たにない。

「さて、だいぶ話をはしょってしまったが……」

「どこがはしょってんだよ！」

　思わず突っ込みを入れてしまう。

「君は、深く考えるということをしなさい。まあ、その単純さは結構優ゆう樹きを助けているのだろうがね……。そうだ、君にもう一つ、聞いてみようかな」

　やっと長話から解放されると喜んでいた太た一いち朗ろうは、不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

「君には、恐ろしいものがあるのかい？」

「別にないよ」

　即座に答えた太一朗を見て、大おお田たは愉快そうに笑った。鋭するどい目が糸のように細くなる。太一朗はますますこの男が嫌きらいになってしまった。

「いや、そこまできっぱりと答えられるとは、凄すごいな君は。うん、面白い」

「俺おれは他人に笑われるのは嫌いだ。それも嫌いな奴やつに笑われるのは、もっと嫌いだ」

　優樹の友人だと思って遠えん慮りよしていたが、それも我慢の限界だ。太一朗は自分の気持ちを正直に口に出す。大田は気分を害した様子もなく、笑顔のままだ。

「そうか、君は僕ぼくのことが嫌いか。どうしてかな？」

「どうしてだと、思うかね？」

　太一朗は、精一杯大田の口調を真似まねして言い返した。

「そうだな……僕がたくさん喋しやべること、それが君の思考範はん囲いを超えていること、僕が君のことを笑ったこと……」

「……もういいよ、俺は帰るよ」

　太一朗はビニール袋をぶら下げて帰ろうとした。だが、思い直して振り返る。

「あんたのことは嫌いだけど、ためになったような気がするし、片かた倉くらさんのために助言をくれたみたいだから、礼を言っておく。ありがとう」

　頭を下げると、太一朗は都と立りつ大だい学がく駅に向かって歩き始めた。その背中に向かって大田が声をかける。

「僕は君が気に入った。今度は優樹と遊びに来なさい」

　誰だれが行くもんか。そう言うために振り返った太一朗の視界に、大田の姿はなかった。

　鳥が羽ばたく音が聞こえたので、空を見上げた。鳥は見えなかったが暗あん褐かつ色しよくの羽が一枚、ひらひらと舞まい下りてきた。
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　宿直室で熟睡していた優ゆう樹きを起こしたのは、枕まくら元もとに置いていた携帯電話の着信音だった。布団の中から手を伸ばす。

「もしもし……」

『おはようごさいます、優樹様』

　浦うら木きの声がした。いつもと変わらないその声は、優樹を少し安心させる。

「ああ、浦さん……何かあったんですか」

　正直言ってこれ以上のやっかい事はごめんだ。そんな気持ちを出したくはなかったのだが、声は露ろ骨こつにそれを表現してしまう。制御するには、優樹は疲労し過ぎていた。

『体調がよろしくないようですね』

「……ちょっと」

　浦木に全すべてを隠し通すのは不可能だ。優樹は正直に言った。

『わかりました、ではそちらにお邪じや魔まします』

　電話は一方的に切れた。

「失礼します」

　枕元に突如として出現した浦木の気配にも、別に優樹は驚おどろかなかった。彼は本当に神出鬼没であり、どこにでも現れる。優樹は浦木のために体を起こしたりはしなかったし、彼の方に顔を向けようともしなかった。

「……向こうの方は大丈夫なんですか？」

　聞きながら腕時計を見ようとしたが、今ははめていないことを思い出した。

「はい、土つち谷やとしての仕事は今は暇です。現在の時間は午前十時二十分です」

「どうも……」

　そろそろ太た一いち朗ろうが戻ってきてもいい頃ころだ。再勝負の時間まで、あと十二時間四十分。まだ体がだるい。

「何か、食事でも作りましょうか」

「……今は食べる気力がないから……で、何かあったんですか？」

　何かあったから、浦木がわざわざ出向いてきたのだろう。なのに、優樹は聞いてしまった。

「聖堂騎き士し団の〝神の尖せん兵ぺい〟が二人、入国しました。先日の昼から都内二十三区を移動しており、クロフォードの居場所を捜しているようです」

「男と女の二人連れで、わナンバーだからたぶんレンタカーで、車種は……何だったかな……」

「よく、ご存じで」

　優ゆう樹きは、昨夜の出来事を簡略化して話した。浦うら木きは全く表情を動かさず、静かに聞いている。

「明日の午前二時を過ぎたら、クロフォードさんを委員会登録させます。そうすれば……えーと神の尖せん兵ぺいの人がクロフォードさんを殺そうとしたら、逮捕することもできる……」

「しかし、それは優樹様が勝負に勝たないと、成立しないのでしょう？」

「勝ちますよ」

　浦木の笑顔が大きくなったことを、優樹は知らない。

「私にお手伝いできることがあれば、おっしゃってください」

「…………」

　優樹はしばらく黙だまっていたが、やがて声を発した。

「浦さん……二十年前に、何があったか覚えてる？」

「ええ、もちろん」

「……何か薄うすれている記き憶おくもあるけど、あたしも覚えてる……」

　布団の中で、優樹は縮ちぢこまった。

「でも最近変なの。誰だれかに触られると、あの時のことを思い出す……思い出したくないのに！　今まで、こんなことなかったのに……」

　優樹は震ふるえた声で自分の心情を告白した。二十年前の記憶を共有している、浦木にだからこそ言えることだった。

「……どうすればいいの？　浦さん……」

　怯おびえたように体を小さくする優樹の姿は、浦木の暗黒面を異常なまでに刺激した。だが浦木の内面を察することができるほどの〝力〟は優樹にはない。

「私が思うに……」

　隣となりの部屋の扉とびらが開いた。太た一いち朗ろうが用を終えて戻ってきたようだ。

「失礼します。〝神の尖兵〟は私の方で監かん視ししておきますので。話の続きはまたの機会に」

　浦木の気配が消えたのを確認すると、優樹はゆっくりと体を起こす。大きく息を吸い、息を吐き出す。顎あごを擦すり、額ひたいを撫なで、髪の毛を押さえ付ける。後ろ髪に寝ね癖ぐせが付いていた。布団の上に掛けてあった半はん纏てんを羽は織おり、宿直室を出た。太一朗がコートを脱いでいるところだった。一度自宅に帰ったらしく、服が違う。

「戻りました」

　太一朗の顔と言葉は、どこか不ふ機き嫌げんだった。やはり、彼と大おお田たの相性は悪かったのだろう。

「お帰り……先生は元気だった？」

「元気でしたよ……自分は、ああいう奴やつは嫌きらいですね」

「先生は若い人には嫌われるから。虎とらくんや夏か純すみちゃんも苦手だったし」

　優ゆう樹きは寝ね癖ぐせを手で直しながら、ソファーに座った。テーブルの上に、太た一いち朗ろうは大おお田たから預かった焼しよう酎ちゆうを置く。そのまま自分も優樹の正面に座った。

「北海道土産みやげだそうです」

　優樹は嬉うれしそうに瓶びんを持ち上げた。

「先生、北海道行ったんだ……いいなあ」

　優樹は早速焼酎を開けようとしたが、その手を止めた。今飲むのはもったいない気がする。もう少し体調のいい時にしよう。

「で、先生の返事は？」

　これが一番重要なことだ。彼の助言があれば、何とかやっていけるかもしれない。

　あの〝恐怖〟から、抜け出せるかもしれない。

（恐怖……？）

　自分の怖いもの、それは把は握あくしているつもりだったのに。

「はい、これです」

　太一朗には優樹の心境を読み取ることなどできなかった。封筒とハンカチに包まれた腕時計を手渡す。優樹が自分の手に触れないようにそれらを受け取ったことは、太一朗にもわかった。

「ありがとう」

　優樹は腕時計をはめると、文も字じ盤ばんにそっと指で触れた。辛つらく悲しい、それでも懐なつかしい時計。ほんの一いつ瞬しゆん〝思い出〟にひたったが、それを表情に出すことはなかった。封筒を開き、その中身を出す。裏表にびっしりと文字が書き込まれた、十枚近いメモ用紙を見るとしばらく会っていない大田のことを思い出す。優樹はその中身をじっくりと読んだ。

　その間、暇な太一朗はただ座って優樹を見ていた。可愛かわいいな、と思う。そして時たま、驚おどろくほど綺き麗れいな表情も見せる。容姿にのみ惹ひかれたわけではないが、この顔が太一朗は好きだ。いつもの笑った気楽な表情ではない、以前は嫌きらいだった何かを考えている静かな表情。しかし長い間見ていると、彼女の違う顔を思い出してしまう。太一朗が視線を逸そらそうとした時、優樹の表情が、少し動いた。どこか自じ嘲ちよう気味な笑いを浮かべている。

「なるほどね……」

　優樹の心の傷を、薄うすいかさぶたが覆おおっていく。一度息を吐くと、優樹の表情は穏おだやかなものへと変わっていった。

「何が書いてあったんですか？」

　あの口うるさい男が何を書いたのか気になる。しかし優樹はその問いに答えなかった。

「山やま崎ざきくん、君の二つ隣となりの机に灰皿があるから持ってきて」

　優樹が煙草タバコを吸ったところなど見たことはないが、太一朗は素直に言うことを聞いた。だが、その机のどこに灰皿があるのか、一見しただけではさっぱりわからなかった。太一朗には理解できないコンピュータ関係の雑誌、前世紀のものらしい家庭用ゲーム機、クレーンゲームの景品のぬいぐるみ。〝物の山〟から一つの灰皿を捜すのは少々難しかった。それでも、太た一いち朗ろうはガラス製のあまり汚れていない灰皿を見つけだすことに成功した。

「見つけましたけど……どうするんですか？」

「ちょっとね」

　優ゆう樹きはテーブルの上に置かれた灰皿の中に、今読んだばかりのメモ用紙を入れた。その上に左手の人差し指を置く。優樹は指先の神経に集中し、その一点の表皮細胞のみ熱運動をゆっくりと加速していく。十秒後、メモ用紙に火が点ついた。

「か、片かた倉くらさん……？」

　突然の発火現象に驚おどろく太一朗に右手を振り、優樹は左手の指を見た。少々赤くなってはいるが、火傷やけどといえるほどの傷はできていない。約三百度まで上昇させたはずだが、先日の首のようなことにはならなかった。緩ゆるやかに熱を上げていけば、そうひどいことにはならないようだ。

「指の一点だけ体温を上げてみただけだから、そう気にしないで」

　太一朗の視線は、優樹にではなく燃え尽きていくメモに向けられていた。

「……ああ、人の手紙を燃やすのは、よくないことだからね。でも、先生はそういうアヤカシだから……あたしの手紙も、燃やしたでしょ？」

「そうですけど……自分はそういうの、嫌いやです」

　手紙を燃やすというのはどうにも納得できない。彼が出し、そして貰もらう手紙など年賀状くらいだが、それでも嫌だ。

「わかったよ。君が手紙をくれたら、大事に取っておくよ」

「手紙なんか出しませんよ」

　こうやって会っているのに、わざわざ手紙を出す理由などない。

「じゃ、あたしはもう一回寝るね」

　優樹は立ち上がった。その優樹に太一朗が遠えん慮りよがちに声をかける。

「あの……飯を抜くと、血が増えないんじゃないですか？」

「そうかもしれないけど、作る気力と食欲がない。それに材料もないしね」

「まあ、確かに……」

　約九時間前に初めて台所に入った太一朗は、その殺風景ぶりに驚おどろいてしまった。片付いている、というよりは何もない。冷蔵庫と食器棚、必要最低限の調理道具に調味料、食料といえば米と味み噌そしかなかった。冷蔵庫の中にはミネラルウォーター、冷凍庫の中には氷、ただそれだけだった。

「ご飯は滅めつ多たに食べないから、あれで足りるの。おかずや味噌汁の具は、食べる直前に買いにいけばいいし」

　そう言って少し考えた優樹は、太一朗の内臓音を聞いた。彼の胃が鳴っている。考えてみれば、昨日の昼ご飯を彼におごろうと思っていたのだ。一日遅くなったが今からでも遅くはない。

「何か、食べに行こうか」

「え……？　はあ、でも動けるんですか？」

「大丈夫、走らなければ平気。ちょっと着替えてくるから、待ってて」

　優ゆう樹きが宿直室に引っ込んで、出てくるのに五分とかからなかった。

「渋しぶ谷やで君の行きたいところなら、どこでもいいよ」

「割り勘にしましょうね」

「無理しなくていいよ、あたしの方が給料高いんだから」

　優樹は帽子を被かぶった。




　この三日間で居酒屋に二回行き、テイクアウトのハンバーグを食べた。事件が起きると外食が増えてしまう。そう感じた優樹だが、あまり気にしないことにした。そして優樹と太た一いち朗ろうは、東とう急きゆう百貨店近くにある焼き肉屋に来ていた。開店直後のためか、まだ客は少ない。これから昼時にかけて混んでくるのだろう。
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「若い人は、肉が好きなんだねえ……」

　鉄板の上で焼けていく肉を見ながら、優樹は呟つぶやいた。

「肉も魚も野菜も大好きですよ」

　と言うより、食べること全般が大好きだ。それが美味おいしい物ならなおさらである。彼はよく食べるが、体も人一倍動かす。一応、栄養は偏らないようにしているつもりだ。高校時代に、『うまい物が食いたいなら、自分でうまい物を作るのが一番いい』と言ってやたらと料理に凝こっている友人がいたことを思い出す。太た一いち朗ろうはそこまでこだわりはしなかったが。

「片かた倉くらさん、ちゃんとひっくり返さないと」

　太一朗はタン塩とハラミ、優ゆう樹きはレバーとピーマンを焼いている。実は優樹は、レバーの食感が好きではない。味はともかく、舌触りと歯は応ごたえが嫌きらいだ。それでも頼んだのは鉄分が多いからである。

「いただきます」

　太一朗の焼き肉の食べ方は少々偏っている。肉は少し焦げ目が付くまで火を通し、赤身が残っている間は決して食べない。和風のたれにおろしにんにくをスプーン五杯分ほど混ぜ、肉をそれにたっぷりと付ける。友人たちには色々と文句を付けられる食べ方だが、改める気はない。だが太一朗が食べ始めても、優樹は箸はしを付けなかった。少々、焦げ過ぎだ。しかも片面しか焼いていない。

「片倉さん、焦げてますよ」

「ああ、そうだね」

　優樹はたれを付けずにまずピーマンを、次にレバーを口の中に放り込んだ。それと一緒にご飯を口に入れる。レバーの食感をごまかすためだ。

「今日の夜はどうするんですか？」

　しばらく封印していた質問を、太一朗はようやく口に出した。優樹は昨夜に比べてだいぶ元気になったようだ。

「昨日と同じことをするよ。勝算はあるから、安心しなさい」

　優樹はレバーとロースを焼いていた。しかし、なぜ片面しか焼かないのだろう。一度鉄板の上に置くと、食べるまでそのままだ。優樹の焼き方を注意するか、今夜のことを話題にするか。迷った太一朗だが、優樹の方が話を続けた。

「君に相談しなかったのは、悪かったと思う。君はすぐに銃じゆう器きを持ち出すから、事が公になりそうで怖かった」

　これは事実だ。優樹は噓うそをついてはいない。ただ、本音の一端を隠した。優樹が太一朗を関かかわらせたくない最大の理由、それは『彼を危険な目にあわせたくない』からだ。しかしそれを口に出すと、彼のプライドが傷付く。いつも前を見ている真まっ直すぐなこの青年が、優樹は少し羨うらやましい。だから、彼の誇りくらいは守りたかった。

「とにかく今日は、ちゃんと家に帰って休むんだよ」

　返答はわかっているような気がするが、それでも優樹は言った。

「嫌いやですよ！」

　カルビに箸はしを突き立てながら、太一朗が怒鳴った。押し殺した怒鳴り声だった。

「でもね、これは一対一の勝負なんだよ。クロフォードさんに協力者はいない。なのに、あたしの手助けをするのは卑ひ怯きようじゃないかな？」

　むしろフレッドには『敵対者』がいる。どうやら彼らには〝吸血鬼〟を捜す独自の手段があるようだ。松しよう濤とう付近で優ゆう樹きの前に立ちはだかったのは、彼女の腕時計のせいだ。大おお田た曰いわく、腕時計にフレッドの〝意識の断片〟がこびりついていたらしい。居酒屋で腕時計に触った時に、仕込んだのだろう。自分の意識を切り離して優樹に付けておけば、地理に明るくなくとも優樹を追跡できるわけだ。

　大田が腕時計を〝洗浄〟してくれたので、今は腕時計に〝意識の断片〟は付いていない。

〝神の尖せん兵ぺい〟はフレッドと優樹の腕時計を間違えた、ということだ。まだ吸血鬼本人に辿たどり着いていないと言うことは、フレッドも彼らを攪かく乱らんする手法を持っているということか。

「片かた倉くらさん、焦げてます」

「ああ、そうだね」

　先ほどと全く同じ会話を繰くり返す。優樹は片面だけ焼け過ぎた肉を、たれを付けずに食べた。

「ちゃんと両面焼きましょうよ」

　茄子なすとタン塩を焼き始めた優樹は、ジョッキを持ち上げてビールを飲んだ。優樹の朝酒にもすっかり慣れた太た一いち朗ろうだが、どうしてこんなにアルコールを取るのか不思議だ。まさかアルコール依存症ではあるまい。

「ところでさっきの話の続きですけど、勝手についていきますから。午後十一時、ハチ公前ですよね」

「…………」

　どうやって説得するべきなのだろうか。優樹は少し考えたが、結局あきらめた。殴って気絶させて縛しばり上げるくらいのことをしない限り、彼は這はってでもハチ公像の前に行く。それについてきたところで、優樹とフレッドの足には追いつけないだろう。

「わかったよ、じゃ約束しよう……ちゃんとあたしの命令を聞くこと。それだけ守ってくれればいいから」

　太一朗はいかにも不満そうな顔をしたが、渋々と頷うなずいた。しかし彼の約束があてにならないことは、わかっている。今は守ってくれるが、かっとなるとすぐに忘れてしまう。この辺りは、どうにか改善してほしいものだ。

「……失礼します」

　太一朗は箸はしを伸ばして、優樹の肉をひっくり返した。

「両面、焼きましょうよ」

「ああ、ごめん」

「……自分はですね、片倉さん」

　優樹は太一朗の言葉を待った。しかし、彼が次の言葉を発するのに数十秒かかった。肉の焼ける音だけが、二人の耳を打つ。

「自分は、片かた倉くらさんのことが心配です」

　それだけだった。

　もう少し気の利いた台詞せりふを言いたかった太た一いち朗ろうだが、さっぱり思い付かない。だから、それだけしか言わなかった。もし思い付いたとしても、焼き肉屋で肉を焼きながら言っても説得力がない。自分の語ご彙いの貧困さをそうやって慰なぐさめ、焼き上がったロースを口に入れる。少し熱かったが、表情には出さなかった。

「ありがとう」

　優ゆう樹きの返答も短い。だがこれだけで、自分の気持ちは通じると感じた。現在、この青年との間にある友情と信頼は、決して噓うそのものではない。それがいつか失われるのは怖いが、失うことを恐れては何も得ることもできないのだ。

　太一朗の優樹に寄せる思い。優樹の太一朗に対する感情。この両者は似ているようで、決定的に異なっていた。しかし、それをお互いに理解するのはずっと先のことだった。




　食事を終えて捜査六課に戻った二人は、『勝負』に備えて用意をすることにした。

「やっぱり、風呂は大事なんだよね」

　手早く浴よく槽そうを洗って風呂を沸かしてから、優樹はソファーに座った。

「クロフォードさんがあたしを追う手段っていうのは、今は匂においしかないんだよ。体臭っていうのは、清せい潔けつにしてる人だってあるんだよ。ただそれが、人間にはわからないだけ。だから、犬は重宝されるんだね」

　それは構わないのだが、どうしてこの人は自分という男がいるのに遠えん慮りよなく風呂に入るのか。

「うーん、ちょっと焼き肉っていうのは、匂いが付くね……」

　自分のコートを眺ながめていた優樹だが、ふと太一朗のにんにくの匂いが鼻をついた。

「山やま崎ざきくん、にんにく臭いよ」

「あ、すいません。口洗います」

　少し考えた優樹は太一朗を止め、財布から五百円玉を取り出して彼に渡す。

「山崎くん、にんにく買ってきて」

　優樹にしては単純な発想だった。

「……吸血鬼って、やっぱりにんにくが嫌きらいなんでしょうか？」

「さあ？　味はともかく、匂いがきついでしょ。だから近付きたくないんじゃないかな」

「なら、にらレバ炒めでもいいような気がします」

　ただにんにくを食べるよりは、その方が美味おいしいと思う。

「一応、慣例に従ってみようよ。まあ十字架とか聖水とかにんにくってのは、所しよ詮せんは欧州圏の迷信だって先生は言ってた。……とにかく君は、自分の用意をして、十一時前ににんにくを食べること」

「片かた倉くらさんは食べないんですか？」

「食べないよ。あたしが食べたら、その匂においで追跡されちゃうじゃない」

　少し考えた太た一いち朗ろうは、名案を思い付いた。

「二人でにんにく食べたらどっちを追うか、あいつ迷いませんか？」

「駄だ目め」

　一言で否定すると、優ゆう樹きは浴室へ行ってしまった。仕方なく太一朗は、にんにくを買いに出かけることにした。




　ぎょうざ、卵、ハム、めざし、豆腐、納豆、にら、にんにく、ほうれんそう、葱ねぎ、トマト、いちご、ピーマン。献血をした時に貰もらった、血液に関する小冊子に書いてあった『貧血を防ぐ食べ物』が中心だ。既に血を失っている優ゆう樹きにどれほどの効果があるかはわからないが、気休めにはなるだろう。ビニール袋を二つぶら下げ調理方法を考えながら、太一朗は明めい治じ通りを歩いていた。

　ハムエッグには、自分の分にだけにらを入れることにしよう。いちごのためのコンデンスミルクを買うのを忘れたが、そのまま食べてもいい。優樹が納豆を食べられたかどうか聞くのを忘れたが、苦手だったら自分が食べてしまおう。

　六課へと帰ってきた太一朗は、いつものように大声で挨あい拶さつした。

「山やま崎ざき太一朗、ただ今戻りました！」

　返事はない。まさか、またどこかへ行ってしまったのだろうか。太一朗は台所に買ってきた物を置き、まずは宿直室を覗のぞいてみた。優樹はそこにいた。布団を頭からかぶって寝ている。頭を出して寝ないと体によくないというのは迷信なのか真実なのか、太一朗は思い出せなかった。少し悩んだ太一朗だが、布団を引っ張って優樹の頭を出そうとした。

「片倉さん。頭出して寝ないと体に悪いですよ」

　一応声をかけてみたが、反応はない。仕方なく、強引に引っ張る。優樹の白髪頭が見えたところで、太一朗は宿直室を出た。

　現在の時刻は、午後二時十分。まずは自分の装備を準備しよう。と思ったところで、ロッカーの鍵かぎを優樹が持っていることに気が付いた。ロッカーは太一朗の手で破は壊かいされていたが、拳けん銃じゆう一つ取り出せるほどの隙すき間ましかできていない。

　短絡的な太一朗はロッカーの蝶ちよう番つがいを破壊してドアを外し、散弾銃を取り出した。抗弾ベストと多機能ゴーグルも取り出し、すぐ使えるようにしておく。背はい囊のうには、照明弾と特殊閃せん光こう音おん響きよう弾、予備の弾薬を入れる。捕ほ縛ばくではないが、捕縛専用特殊ワイヤー綱も入れておく。

　こうしてみると、今できることはこれだけだ。先ほど買ってきた食材をしまって、自分も少し仮眠をとることにしよう。

　事件に挑いどむ前のこの準備時間が、太た一いち朗ろうはたまらなく好きだ。怠惰な『日常』が、『非日常』へと移行していく。遠足や旅行の前日の高揚感によく似ていた。非日常とは、日常があってこそ初めて成立するものだ。太一朗は、そのことをまだ知りたくなかった。




　三月二十七日午後九時三十分。この時間に目を覚ますよう体内時計を合わせていた優ゆう樹きは、三分早く目を覚ました。全すべての感覚器官を閉じると、普段より深い眠りに入ることができる。そのぶん脳や肉体の疲労を取れるが、体内時計で設定した時間にならない限り目を覚ますことができなくなる。だから優樹は信頼できる誰だれかがいない限り、この眠り方をしない。

　血はだいぶ戻ってきたようだ。まだ本調子ではないが走ることはできる。優樹は起き上がると、宿直室を出た。

「おはようございます、片かた倉くらさん」

「……おはよう」

　二週間くらい前にも、夜にこんな挨あい拶さつを交わした気がする。

「夕ご飯できてますよ、今持ってきますね」

　太一朗は台所から盆を持ってきた。ソファーに腰掛けている優樹の前に盆を置く。ご飯、納豆、焼いためざし、ハムエッグ、豆腐と葱ねぎの味み噌そ汁、ほうれんそうのごま和あえ、四つに切ったトマト、へたがとってあるいちご八個。それが太一朗の作った夕食だった。見た目は悪くないし、優樹の鼻に漂ってくる匂においにも異質なものはない。むしろうまそうな匂いだ。彼の味覚がおかしいのは、酔っている時だけなのだろう。

「料理、うまいんだね」

　一般論で語るなら、彼くらいの年ねん齢れいの男がこれだけできれば上出来だ。

「いや、今時の男はこれくらいできますよ」

　優樹に褒ほめてもらうと気持ちがいい。謙けん遜そんしながら胸を反らす。

「山やま崎ざきくんはにんにく食べたんだね」

　彼の口臭は、焼き肉を食べた直後以上ににんにく臭かった。

「ええ、でも本当の飯は食ってないんで、一緒に食べましょう。出かける前に、もう一個食べておきます」

　太一朗のメニューは優樹の物とほぼ同じであったが、量が多くぎょうざが追加されている。

「じゃ、ありがたくいただきます」

「いただきます」

　こうして二人の食事は始まった。

「片倉さん、左利きでしたっけ？」

　太一朗は納豆に醬しよう油ゆとからしを入れてかき混ぜている。優樹は葱を入れただけだ。その優樹の箸はしは左手に握られていた。

「ああ、練習したんだよ。意外にうまく使えてるでしょ」

「それは便利ですね」

　優ゆう樹きは味み噌そ汁を一口飲んだ。煮干しでだしを取ったことは味でわかる。豆腐は木綿だ。

「うん、美味おいしいよ。あたしよりうまいね」

「そうですか？」

　もしかしたら、自分は料理の腕で優樹に勝っているのかもしれない。少し嬉うれしい太た一いち朗ろうだが、同時にそんなことで喜ぶ自分を情けないと思った。

「ご飯と味噌汁と魚一匹あれば足りるから、レパートリー少ないんだよ」

「料理の勉強でもしてみますか？」

「そうだね、暇になったらやってみようか」

　しばらくは静かな食事が続いた。口の中に食べ物が入っているのだから、お互い無口になるというものだ。その間、優樹は少し懐なつかしい感傷に浸っていた。食事を一人ではなく二人で食べると、不思議と味が変わる。味そのものは変わらないはずだが、なぜか美味しく感じられるのだ。友人たちが六課にいた頃ころでも、全員で食事をする事は滅めつ多たになかった。アヤカシは食事を人間ほどには食べない。人間の食事を必要としないアヤカシもいた。それに彼らの大半は味にかかわらず、食を楽しむ努力もしなかった。優樹も、味を気にする方ではない。しかし太一朗の料理には、『人間』らしい味付けがしてある。それは優樹には懐かしいものだった。

「……ごちそうさまでした」

　箸はしがよく進み、普段より早食いになってしまった。それでも優樹と太一朗が食べ終わったのはほぼ同時だった。食器を片付けるために立ち上がった優樹を太一朗が止める。

「自分がやりますよ」

　優樹が何か言う前に、太一朗は手早く食器をまとめて台所へ行ってしまう。優樹はその後ろ姿を見送ると、顔と口を洗うために洗面所へと行く。まず洗顔クリームで顔を洗い、歯を磨みがく。次に液体歯は磨みがきを飲み込んで胃の中を洗浄して、また吐き出す。胃から漂う〝臭におい〟が、自分で我慢できなくなる時があるからだ。液体歯磨の瓶びんに書いてある『内服液ではありません』の文字は、見て見ぬふりをした。

　洗面台を洗って部屋に戻った優樹は、自分の机の引き出しを開けた。乾いた自分の血がこびり付いたナイフを取り出す。ウェットティッシュで刃の血を拭ぬぐい鞘さやに戻すと、それを持ったまま宿直室へ行く。パジャマから服に着替え、ナイフを肩から下げる。別にフレッドと戦うための物ではない。刃物は殺傷以外にも使うことができる。受け身を取った時に手が擦すり剝むけないよう、皮手袋を簞たん笥すから出した。これでいいだろう。

　優樹が宿直室から出ると、太一朗は既に準備を終えていた。抗弾ベストの着き脹ぶくれや布袋に入った散弾銃など、二週間前とよく似た状況だ。

「片かた倉くらさんも、何か使いますか？」

「あたしは走るから、身軽な方がいいの。もう何も言わないけど、本当に発砲しないでよ。誰だれかに当たったら死んじゃうんだから。事後処理だって大変なんだからね」

「ゴム弾を装そう塡てんしてます……ばれなきゃいいんじゃないんですか？」

　一応、他ほかの弾丸も用意してあるが、黙だまっておくことにした。彼の全く警けい察さつ官かんらしからぬ発言に、優ゆう樹きはがっくりと肩を落とす。

「拳けん銃じゆうには消音器サイレンサーもありますよ」

「そういう問題じゃない。規則ってのは、破るためじゃなくて、守るためにあるんだから。警察が法を守らなかったら、誰も守ってくれないでしょうが」

　優樹は法律を順守しているわけではないが、とりあえず説教をしてみた。もっとも、多少の不祥事はもみ消すことができる。優樹本人は警視庁の一巡査部長にすぎないが、国家機関を運営している顔見知りのアヤカシは浦うら木き以外にも数人いる。彼らは国家に多大な影えい響きよう力を持ち、優樹が頼めばその権力を行使してくれる。だが、裏から手を回すようなことはしたくない。権力を個人の都合で使ってはいけないのだ。優樹はその辺りの倫理に関しては潔けつ癖ぺきだった。

　それにしても山やま崎ざき太た一いち朗ろうという青年は、一応真ま面じ目めなのだがどうも超法規的行動を取りたがる。頭が固いよりはいいのかもしれないが、いつか必ず失敗するだろう。優樹と赤あか川がわで『教育』する必要がある。

　そんな優樹の悩みなど露つゆ知らず、太一朗ははりきっていた。

「だいたいね、これは勝負なんだから。捕ほ縛ばくじゃないんだよ？」

　まさかハチ公前でぶっ放したりはしないだろうが、彼の『闘とう志し』が感じられてだんだん心配になってくる。

「……だってあいつ、片かた倉くらさんを襲おそったじゃないですか」

　そのうえ、血を吸った。あまつさえ、泣かせた。以上のことが重なりあった結果、太一朗にとってフレッドは『敵』だった。自分が殴られたことは些さ細さいなことだ。

「まあ、あまり気にするんじゃないよ」

　優樹はそれしか言わなかった。どうして泣いていたのか太一朗は聞いてみたかったが、やめておくことにした。死んだように虚うつろな目から零こぼれていた涙。その原因を作ったのは、あの吸血鬼なのだ。

「さて、ちょっと早いけどそろそろ行こうか」

「はい！」

　返事をする太一朗の息は、にんにく臭かった。優樹はいつものようにコートと帽子を身につけ、手袋をはめた。太一朗も背はい囊のうを背負い、散弾銃を入れた布袋を持つ。

　また、長い夜が始まろうとしていた。




　自分たちが戦いに赴く時は、いつも夜だ。派手できらびやかな夜の渋しぶ谷やと、地味で幼く見える優ゆう樹き。優樹の外見はこの場所にそぐわない、太た一いち朗ろうはそう思っている。

「……本当に、何もしちゃいけないよ。あくまで一対一の勝負なんだからね」

　西せい武ぶ百貨店の前を通った時、優樹が念を押すように言った。

「わかってますよ」

　と口には出したが、太一朗は自信がない。この勝負には優樹の命と、フレッドの吸血鬼としての尊そん厳げんがかかっていると認識している。後者はどうでもいいが、それでも太一朗はフレッドに優樹の血を吸わせないために最大限の努力をするつもりだった。

　十時四十四分、二人はハチ公像前に到着した。人間はたくさんいるが、フレッドはまだ来ていない。

「聞くの忘れてたんですけど、何時まで逃げたら片かた倉くらさんの勝ちなんですか？」

「午前二時だよ。私が勝つと思うがね」

　優樹の横に、フレデリック・アシュトン・クロフォードがいた。優樹は表情を変えなかったが、太一朗はあからさまに嫌いやそうな顔をした。

「なぜ、君がここにいるんだい、タイチ？」

「俺おれのことを、馴なれ々なれしく名前で呼ぶな」

　フレッドの口調は親しげだったが、太一朗の返答には刺とげ々とげしさがある。

「山やま崎ざきくんは、私のことが心配でついてきてしまったんですよ。勝負には何の影えい響きようも及ぼさないので、安心してください」

「そのわりには、結構な重装備に見えるがね」

　微笑ほほえんでいたフレッドの表情が、その時少し歪ゆがんだ。

「……君は出かける時に口を洗わないのか、タイチ」

「ほっとけ」

　太一朗がわざとらしく、にんにく臭い息を吐き出した。フレッドだけでなく、優樹まで一歩引いてしまう。焼いただけのにんにく丸かじりの効果はあったようだ。これだけの臭においが付いていれば、フレッドは太一朗の血を吸う気は失せるだろう。

　やはり彼ににんにくを食べてもらったのは正解だった。だが、帰ったらしっかり口と歯を磨みがいてもらおう。強く決心した優樹であった。

「……まあ、彼という障害があっても、私は気にしないよ。しかし、少々手荒になるかもしれない。覚悟してくれ」

「いいですよ、私もちょっと攻こう撃げき的に逃げてみましょう。ただ、山崎くんには怪け我がをさせないでやってください。彼はまだ若く、非常に行動的なのです」

　太一朗が口を開く前に、優樹が喋しやべった。

「それと、あなたのことを聖堂騎き士し団の人が追ってきているようです……ご存じでしたか？」

「聖堂騎士団って……あの過激な宗教団体のことですか？　アヤカシを殺しているって……」

　答えたのは、フレッドではなく太た一いち朗ろうだ。

「……やはり、来ていたか。思ったより早かったな」

　彼の表情はさして変わらなかった。心音が聞こえないため、その内心を計ることは優ゆう樹きにはできなかった。

「今からでも遅くはありません。委員会に出頭して登録手続きを行ってください。そうすれば、日本の法律の庇ひ護ご下に入ることができます。聖堂騎き士し団に対してしかるべき処置を」

「断る」

フレッドの口調は強かった。

「この国の法に守ってもらう気などない。殺すために来たのなら殺す」

　太一朗の身じろぎを、優樹が制した。

「この国では、それは許されないことですよ。フレデリック・アシュトン・クロフォード」

「誰だれが、許さないのかね？」

　フレッドの嘲ちよう笑しようを、優樹は真っ向から受け止めた。

「法律と、私です」

　人間が決めた法律を無視するアヤカシは多い。人間でさえ、人間が定めた法律に不満をもっているのだから、仕方がないことかもしれない。優樹は現行法を完全に順守しているとは言い難いが、それでも『警けい察さつ官かんとしての誇り』はある。

「なるほど、君は人間なんだな」

　今度は、フレッドは笑わなかった。

「……時間です」

　午後十一時。

「山やま崎ざきくん、無理はしないように」

　一言だけ言い残すと、優樹は走り去った。

「あの人間は、本当に面白いな」

　太一朗は黙だまって、布袋に入った散弾銃を持ち直した。

「そんな物で、私を撃うっても痛いだけだよ。当たり所が悪いと、とても痛いがね」

「もう耳や目を撃ったりはしない」

　この吸血鬼に致命傷を与えてやろう、という気は太一朗にはない。憎らしくはあるが、殺意は浮かんでこなかった。彼を殺そうと思ったのは、昨夜だけだ。

「君の銃の腕前は確かなんだね。暗い中、私の耳を狙ねらって撃ち込むなど、大したものだよ」

「そうか」

　太一朗の返事はそっけない。

「で、君はこれからどうするんだね？」

「あんたを尾行するよ」

　フレッドが、その歯をむき出して笑う。白く長い牙きばが、不気味に光った。

「尾行すると宣言する人間は珍しいな。君もこうしてみると面白いよ」

　十分は意外と長く感じられた。少し離れて並ぶ二人の目の前を、老若男女が通り過ぎて行く。

「……君は誰だれかに殺意を持ち、それを実現したことはあるか？」

　答える義務など太た一いち朗ろうにはない。それでも、彼は答えた。

「殺意を持ったことはあるさ。あんたにもな」

「しかし、それは実行できなかった」

「そうだな。まあ、死なないでよかったとも思う。あんたのことは嫌きらいだけどな」

　これは正直な気持ちだった。あの時発砲したことは、後悔も反省もしていないが。

「私の親しい友人が、理不尽な理由で人間に殺された。私はその人間を殺し、復ふく讐しゆうを果たした。その日から私の無意味な殺人が始まった」

　それは唐突な告白だった。太一朗は、何と言い返せばいいのかわからない。殺人は許せないが、その理由に太一朗は納得してしまう。やられたらやり返すのは、太一朗の主義である。殺したから殺し返す、という発想はないが、それは親しい人を殺されたことがないからだ。万が一にもそういう事態になった場合、自分がどんな行動をとるか想像できない。やや戸惑いながらも、太一朗は言葉を発した。

「……そんなことを俺おれに言ってどうする？」

「言ってみたかっただけだよ」

　フレッドは時計を見た。

「あと一分だな」

「一つ、言っておく。片かた倉くらさんを殺さないでくれ」

　太一朗の真剣な表情を、フレッドは笑い飛ばした。

「そんなことはしない。最初から殺そうと思わない限り、吸血で殺したことはないよ」

「昨日のは、普通の人間なら致死量だ」

　フレッドの青い瞳ひとみを、太一朗が真正面から見み据すえる。その眼光は、フレッドが見てきた人間たちの中でもっとも鋭するどく、そして危険に満ちていた。だが殺意は全くなく、それはとても新しん鮮せんな瞳だった。

「俺おれはそのためにここにきたつもりだ」

「……覚えておこう」

　フレッドは、ゆっくりと歩き出した。時刻は午後十一時十分。

「走らないのか」

　その背後から太一朗がついていく。

「しばらくはね……あまり近付かないでくれないか」

　太一朗は、フレッドの一メートル後ろを歩くことにした。

「にんにくは嫌きらいか？」

「臭においがきついからね」

　やっぱり、にらレバでもよかったな。そんなことを考えながら、太た一いち朗ろうはフレッドを『尾行』する。フレッドは渋しぶ谷や１０９の前を通って文化村通りに入った。

「本当にこっちでいいのか？」

「尾行する相手に話しかけるものではないよ、タイチ」

「俺おれを名前で呼ぶな」

「私のことはフレッドと呼んでいいよ」

「誰だれが呼ぶか、吸血鬼」

　フレッドが喉のどの奥で笑う。太一朗は眉まゆをしかめた。

「笑うな、俺は笑われるのが大嫌いだ」

「本当の人間と、こんなに楽しい会話を交わしたのは、私の生涯で初めてだ。だいたい、君はなぜ私を吸血鬼と知って恐れないんだ？」

「緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊は、特とく遺い生せい物ぶつを恐れない」

　緊迫感のない会話だ。しかし山やま崎ざき太一朗という〝人間〟と、フレデリック・アシュトン・クロフォードという〝吸血鬼〟にとって、この会話は決して不快なものではなかった。

「その日本語は理解できないな」

「Emergency Arrjst Team。日本の警けい察さつが誇る対アヤカシ特殊部隊だ。独逸ドイツ語訳ができるほど、堪たん能のうじゃない」

　二人は、いつの間にか東とう急きゆう百貨店前まで来ていた。

「君は、アヤカシを殺したことはあるのか？」

「ない。……こんな、のんびりと喋しやべってていいのかよ？」

　今日は随分と喋ったような気がする。

「正直言って、困っているんだよ。うまく逃げられてしまっているからね。今手掛かりを捜しているんだ」

「そりゃ、結構なことだ」

　このまま優ゆう樹きが逃げてくれれば、発砲をしなくて済む。この男が嫌きらいなことには変わりはないが、撃うつ気は失せていた。憎悪もだいぶ心の底に沈んでいる。

「ではそろそろ、私のやり方で捜すことにしよう。さよなら、タイチ。がんばりなさい」

　太一朗が動く前に、フレッドの体が宙に飛んだ。

「な……！」

　フレッドの体はそのまま真上に上昇していき、東急百貨店の屋上へと到達した。太一朗の目ではそれ以上追うことはできない。多少の通行人はいたが、あっと言う間の出来事であったために気が付いた者はいないようだ。

　太た一いち朗ろうは唇くちびるを嚙かみ締しめた。あまり目立つことはできない。怪しまれて職務質問でもされたら、この持ち歩いている銃器の言い訳は不可能だ。自分の立場の前に優ゆう樹きと赤あか川がわの責任問題になる。太一朗は苛いら立だつ自分を抑えながら、東とう急きゆう百貨店の周囲を一周した。しかし太一朗の感覚では、フレッドの位置を下方から確認などできない。建物の屋根伝いに飛ばれては、優樹でもなければ追跡は無理だ。

　太一朗は大きく深呼吸をすると、何事もなかったように歩き出した。こうなったら、渋しぶ谷や周辺をくまなく歩いてやる。それが無む駄だな努力であっても、しないよりは自分を満足させられる。

　時刻は、午後十一時十八分。




　太一朗の様子を屋上から見下ろしていたフレッドは、本当に困っていた。彼が腕時計に込めた〝もの〟の正体に気が付き、しかもそれを排除するなど、優樹のような若いアヤカシには不可能なはずだ。知識とそれに見合った経験、そして〝力〟が必要なのだ。どうやら彼女の人脈を侮っていたらしい。どうやって〝獲え物もの〟を見つけるか。

　頼りになるのは鼻だが、優樹が匂においをごまかしているのは明白だ。それに太一朗のにんにくの臭においがまだ鼻孔の中を漂っている。しばらく時間を置かないと、このにんにくが消えないだろう。このままでは、優樹の臭いが全く摑つかめない。フレッドは屋上の縁へりに腰かけると、夜の渋しぶ谷やを見回した。

　夜でさえ、全く光を失わない街。人間が多く、やや薄うす汚よごれた空気を持つ街。前に見た風景とは、だいぶ変わってしまった。旅慣れた彼は都市の移り変わりなど散々見てきたが、これほど変わった街も珍しい。

　自分が感傷に浸っているのを知ったフレッドは、つい笑ってしまった。笑いと同時に、空腹が込み上げてくる。優樹の血を吸ってから、何も口にしていない。どんな状況であっても、腹は減るものだ。早く優樹を見つけなければならない。だが、フレッドは少しだけ悩んでいた。

　あの血をもう一度吸った時、彼女の血を吸い尽くさずに済むのか、全く自信がない。味が口の中に広がった瞬しゆん間かん、恐らく何も考えられなくなるだろう。前回は正気に戻れたが、今回もそうであるとは限らない。

　随分昔になるが、似たようなことはあった。かつてフレッドが〝親友〟と呼んだ男はダンピールであり、人と吸血鬼双方の血を体内に流していた。自分が彼に対して友情をもっていたのは確かだが、〝食欲〟が全くなかったかというと、否定はできない。友情と食欲の天てん秤びんが友情に傾いている間に、彼は人間に殺された。

　フレッドはその人間を殺した後、自分の名前に親友の名である〝アシュトン〟を刻んだ。

　そしてフレデリック・アシュトン・クロフォードと、彼を抹まつ殺さつしようとする人間との戦いが始まった。殺した人間は、もはや数え切れない。彼らがいつから聖堂騎き士し団を名乗るようになったのかも、覚えていない。

（そうか、連中が来ていたんだな……）

　聖堂騎き士し団の件など、すっかり忘れていた。殺してしまえば手っ取り早いが、優ゆう樹きの立場を考えるとそういうわけにもいかなかった。一応、〝ダミー〟を配しておいたが、今日の勝負が終わったら始末する必要がある。殺人を犯すことに罪の意識などないが、この国で法を守って生きている同種たちが困るのだ。ばれないように、死体を処理しなければならない。血は必要だが、肉や骨は邪じや魔までしかない。いつの間にか、彼は勝負のことを忘れて人間の死体を片付ける方法を真剣に考えていた。

　不意打ちは唐突にやってきた。彼の胸に、何かが音を立ててぶつかってきたのだ。威力は大したものではないが、一歩だけ後ずさる。

「う……」

　胸に手をやると、コートには小さな赤い染みが広がっていた。自分の血ではない。この血の臭においは、嗅かいだことがある。それもつい最近だ。口にしたこともある、〝美味〟な血の臭い。

「ユウキ……！」

　四十メートルほど離れた、東とう急きゆうよりやや低いビルの屋上に優樹がいた。彼の視力は、右腕を自分の方に真まっ直すぐに向け、左手でその腕を支えている優樹の姿をとらえた。まるで、右手で拳けん銃じゆうを構えているようなスタイルだ。そんな観察をしているうちに、第二射が来た。

　今度は見えた。優樹が飛ばしているのは、彼女の血そのものなのだ。液体か固体であるかまでは確認できない。その第二の〝血弾〟を、フレッドは掌てのひらで叩たたき落とす。手に当たった瞬しゆん間かん、血弾は彼の白い掌に付着して赤く染めた。

　第二射の着弾を確かめずに、優樹はフレッドに背を向けて走り出していた。ビルの屋上間をものともせずに軽やかに跳んでいく。東急の屋上から、優樹が今までいたビルの屋上にフレッドも跳んだ。しかし優樹の小さな姿は、既に多くの障害物と闇やみに隠されて見えなくなっていた。

（……何を、考えている？）

　優樹の意図が理解できない。わざわざ姿を現すなど、手掛かりがなくて困っていた自分に助けの手を差し延べてくれたようなものだ。だが、すぐにその策を理解する羽目になった。

　フレッドの服には、優樹の血が付着している。鼻を利かせようとすると、どうしてもその血の方に意識が向いてしまうのだ。この攪かく乱らんからすぐさま逃げる方法を、フレッドはコートを捨てるしか思い付かなかった。だが気に入っているコートをこの場に捨てるなど、さすがにできない。右手に付いた血はもう乾いており、水分を与えてやらないと落ちない。フレッドは汗をかかないし、自分の手に不可抗力で付いた他人の血を舐なめるというのは屈辱的だ。

　仕方なくフレッドは、水が使える場所を探す羽目になった。昨日貰もらった渋しぶ谷や周辺の地図をポケットから取り出す。ここから一番近い公衆トイレでも、渋谷駅までいかなければならない。結構なタイムロスだ。屋上の柵を飛び越えて、文化村通りに下り立つ。通行人がぎょっとしたような顔で見ていたが、平然とした顔で歩き出した。

　文化村通りから、駅に向かって歩く。だが渋しぶ谷や１０９前を通った時、背後に何か当たった。振り返ると、優ゆう樹きの姿が見えたような気がした。しかしすぐに、その他大勢のどうでもよい人間たちが視界を遮さえぎる。追いかけようか迷っているうちに、もう優樹の気配そのものが消えていた。コートを脱いでみると、背中にはやはり赤い染みが広がっている。

　この時フレッドは、優樹が『攻こう撃げき的に逃げる』と言った意味がわかった。彼女は逃げていない。自分の後を追っているのだ。考えてみると、これほど確実な方法はない。

（意外に、やるものだ）

　どうやら、今日の主しゆ導どう権けんは彼女の方にあるらしい。それでも、まだ敗北が決まったわけではないのだ。時間はまだ充分にある。フレッドは周囲に気を配りながら歩き出した。




　その時優樹は、ビルの屋上を伝いながらフレッドの動向を見ていた。明かりは充分にあったし、視力を上昇させているため、よく見える。このまま監かん視ししながら移動を続けてタイムアップを狙ねらいたいところだが、うまくはいかないだろう。この状況をフレッドが打破する方法を、優樹は幾つか考えられる。

　それにしても、ビル間を跳ぶことは意外と疲れる。距離は大したものではないが、高低差がまちまちだ。彼の行く先は今は予想が付くが、住宅地に移動されると困る。屋根伝いでは、さすがに無音で跳ぶのは難しい。優樹はフレッドを追いながら、右手の人差し指を撫なでた。指の先端をナイフで切り、血管内部で一いつ瞬しゆんだけ凝ぎよう固こさせた〝血弾〟を血圧で噴ふん射しやさせるという荒技のせいだ。あまり血は使わないが、血液調節に神経を遣つかう。

　フレッドが渋谷駅に入ったのを確認した優樹は、とあるビルの屋上で少し休きゆう憩けいした。建物の中まで追うと、見つかった時に逃げるのが難しい。一度見失いはするが、余計な危険も招きたくはない。冷たい地面にそのまま座ると、ほっと息を吐く。

　その時、ばさばさと異様な羽音が頭上を掠かすめていった。見上げると、何か鳥のような生物が給水タンクの上にいた。それは、巨大な黒い鷲わしであった。体長だけで、一・五メートルはある。その正体を知っている優樹は、軽く頭を下げた。

「珍しいですね、先生がこんなところまで出てくるなんて」

　古代波斯ペルシヤの伝承にしばしば登場する霊れい鳥ちようシームルグ。これが大おお田た真さね章あきの本当の姿なのだ。

「少々、君のことが心配になってね」

　その嘴くちばしから紡ぎ出されるのは、間違いなく大田の声である。

「先生も、冗談がうまくなりましたね」

　優樹は助言を求めはしたが、助力を頼んではいない。彼の性格上、頼まれもしないのに自分から動くことなどありえない。たとえ、友人が窮きゆう地ちに陥っていてもだ。

「そうだな、簡単に言えば知的興きよう味みが刺激される、と言ったところか」

「今日は長話は勘弁してくださいね」

　大おお田たは他人の都合を考えるアヤカシではないが、一応頼んでみる。

「わかっている。君には君の仕事というものがあるからね。で、僕ぼくの助言は役に立ったかな？」

「ええ、とても」

　だから、優ゆう樹きはここにいることができた。

「……君は、本当に強い。色々な意味で、ね。しかしどんな強さにも、〝隙すき間ま〟はある。それが君の場合は、幼少時の衝しよう撃げき的な出来事が引き起こしたもの、いわゆる精神的外傷トラウマだな。人にとって……」

　そこで、大田は一度言葉を切った。優樹は何も言わずにシームルグの瞳ひとみを見つめている。その顔はどこか無表情だ。

「……人にとって恐怖を引き起こすものは多々あるが、未知の存在ほど恐ろしいものはない。だが君は、今はその原因を自覚している。少々、恐怖は緩かん和わされるだろう」

　大田の言うことは、もっともだ。普通はそんな理由で納得できるものではないが、優樹は無理やり心の奥底に沈め込むことができた。

　優樹が思い出したくない二十年前の記き憶おく。それは他者に触れられることによって浮かび上がって来る。その因果律を、優樹は理解した。理解したからといって恐怖が消えるわけではないが、少なくとも不可解な恐怖はなくなった。

「で、君はその根本的原因を排除する気があるのかな？」

「……そんな方法は、ありませんよ」

　あのことは忘れたくても、忘れられはしない。

「そうでもないよ。しかるべき時間と協力者がいれば、解決できることさ。もっとも少々……いや、だいぶ君が苦しむ必要があるが」

「話が長いですよ、先生」

　いつもなら聞き続けるのだが、今は忙しいのだ。まだフレッドの位置は確認できていないのだから、気にもなる。少し神経を集中させた優樹に、大田が言った。

「彼は現在ＪＲ渋しぶ谷や駅南口近辺にいるよ」

　なぜわかるのか。その問いを優樹は口にはしなかった。

「しかし優樹。何かを得るためには何かを失わなければならないものだ。それは時間であったり金銭であったりすることもあるが、君の場合」

「先生、私は先生を尊敬しています。でも、私はこれ以上苦しみたくはありません」

　大田の言葉を遮さえぎったことなど、初めてだ。

「……君は、痛覚を遮しや断だんする方法を覚えてから、肉体が傷付くことをあまり恐れなくなった。痛みがない、ということは少々問題でもあるな。そして君は、心が傷付いた時の処方を知らない。だから、心が苦しいのが嫌いやなわけだ」

「そうですね」

　彼の言葉を否定する気などない。それは、紛れもない事実だからだ。次にその嘴くちばしからどんな言葉が出てくるのか、少し優ゆう樹きは気になった。

「時間というのは、万物に平等に流れる。僕ぼくは二千七百年ほど生きてはいるが、その間に多くのことがあった。その密度は、空うつろ木ぎなどに比べれば格段に濃こい」

　いきなり話が変わった。この話の流れは、長話になる前兆だ。優樹は経験から判断した。

「先生、すいませんけど……」

「うん、時間は確かにあるが、今は今しかない。君にとって、この時間は大切なものであるわけだ。拘束して済まなかったと思うよ。……彼は現在、こちらに向かって歩いている。君がこの近辺、人通りが多いところにいると思っているんだな。その推測は間違っていないがね」

　優樹は屋上の縁へりにまで進むと、道路を見下ろした。その背後から、大おお田たが鳥類独特の歩みで近付いてくる。

「山やま崎ざき太た一いち朗ろうという青年にも言っておいたが、あの吸血鬼には気を付けなさい。君と彼とあの青年のために、君はこの勝負に勝つ必要がある」

　大田はさらに嘴を開こうとしたが、結局何も言わなかった。

「……見えました。では行きます」

「ああ、僕ぼくはもう何もしない。ただの傍観者だ」

　優樹の返事はなかった。柵に飛び乗ると、その上を走り出す。その後ろ姿を見送ってから、大田ははばたくために巨大な翼つばさを広げた。だがすぐに翼を閉じる。

「……僕に用があったのか、それとも彼女に用があるのか。あの吸血鬼にも最終的には用があるのだろうが……。今は、僕に用があるんだね」

「その通りです……お元気ですか、シームルグ」

　いつの間にか、大田の背後には浦うら木き良よし隆たかが立っていた。しかし、大田は振り返らない。

「で、僕に用とは何だろう。推測は付くが。僕の口から言った方がいいのか、それとも君が言ってくれるのか」

「相変わらず、台詞せりふが長いですね」

　浦木は笑ってみせたが、大田の反応はない。

「僕は正直なことが美徳であるとは決して思わないが、自分の思ったことは大抵口に出す。だから話が長くなるんだよ」

「なるほど。私の用はただ一つ、あの方に中途半端な助言をするのはやめていただきたい」

　約二十秒の沈黙が流れた。

「理由はわかったが、それは口に出さないでおこう。そして、僕は君の要求をのむことはできない。彼女が求めるなら、僕は助言をする。友人だからね」

　大田は目の前にある渋しぶ谷や駅を見た。

「僕ぼくも一つ言っておこう。君の目的のために、策を巡らすものではないよ。策士は策に溺おぼれる」

「それは、助言ですか？」

「警けい告こくだよ。君の主あるじに、馬ば鹿かなことはやめた方がいいと伝えておいてほしい」

　大おお田たはもう一度翼つばさを広げた。そのはばたきは、今はなぜか無音だ。

「傍観者であり続けるのですか、シームルグ？　空うつろ木ぎのように」

「君は、僕とあいつを一緒にするのか？　〝見る〟ことさえしようとしない、あの生きる屍しかばねを傍観者と呼ぶのか？」

　大田の怒りを感じた浦うら木きは、表情だけでなく内心で笑った。激情と無む縁えんの大田が怒る様は、浦木にとっては面白い見物だった。

「……あれを傍観者と呼ぶのは、傍観者という言葉に対する冒ぼう瀆とくだ」

　シームルグの体が宙に浮く。普通の鳥には決して有り得ない飛び方で垂直上昇して、その場から去った。
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「……いつか理解することになりますよ、シームルグ。あなたも空木も、必ず賛同者になってくれる……」

　浦木は、ゆっくりと視線を遠方に向けた。

　そこに、片かた倉くら優ゆう樹きがいた。




　日時は三月二十八日、午前零時三分。フレッドは井いノ頭かしら通りを、優ゆう樹きはその背中を見ながらビル伝いに追っていた。フレッドに付いた優樹の血は、だいぶ落ちているため臭においが薄うすれている。今は目で追うしかない。ここまで来ると、建物同士の間かん隔かくと高低差が大きくなってきた。ＮＨＫ共同ビルの上で、少し休きゆう憩けいする。

　しかしその休憩は長くは続かなかった。井ノ頭通りを結構なスピードで走る一台の車が優樹の視界をかすめたのだ。間違いなく、あの聖堂騎き士し団の二人が乗っていた物だ。それは道路を横断するために止まっていたフレッドの目前を、塞ふさぐように急停止する。

　そこまで確認すると、優樹はビルの上から飛び下りた。着地すると同時に、跳ちよう躍やくして道路を横断。三人との距離は、この時点で約十五メートル。前方では、聖堂騎士団の男とフレッドが何やら会話をしているのが見えた。話し合いの余地があるなら、それに越したことはない。十五メートルを約一秒で駆かけ抜け、男とフレッドの合間に割り込む。

「えー、どうも、どうも」

　全く緊きん迫ぱく感かんのない声と笑顔で、横よこ槍やりを入れた。フレッドは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたが、すぐに笑顔になった。男の方は、何も言わずにフレッドの方を睨にらみ付けている。優樹はとりあえず、男の方を向いた。昨日、ほんの少しだけ会話した男であることを確認する。西欧人らしい顔立ちには、結構深い皺しわが刻まれている。どこか疲れた、だが固い信念のようなものを感じさせる青い瞳ひとみで、ただフレッドを見ていた。女の方は、まだ若い。最初は二十代かと優樹は思ったが、よく見るともう少し若いことがわかる。古めかしいぶ厚い本を抱えて、九割の緊張と一割の怯おびえが入った視線をやはりフレッドに向けていた。

「私は警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課巡査部長、片かた倉くら優樹です」

「悪あく魔まの教えに染まった者に、名は名乗れない」

　男の口から出た言葉は日本語であったため、優樹は彼の言葉を理解することはできた。

「世界は邪悪な者の配下にあるが、この国はさらに邪悪な者が統治する国だ」

　だが、彼が何を言いたいのかはさっぱり理解できない。

「あなたは、この国の法を良いと思い従っているが、それは悪魔の法であり、あなたの行動は悪魔を喜ばせるだけのものである」

「ユウキ、彼の言葉に耳を傾けるのは、君にとってあまり良いことではないよ」

　フレッドもまた、優樹の方を見てはいない。語り続ける男を見ている。

「この者は、人を堕落させ死へと誘う悪魔の使徒であり、最後の戦争において滅ぼされることが定められている。しかし、最後の戦争の前に一人でも多くこのような者を滅ぼすことが、私たちの使命であり、神の喜ばれる行動である」

　優樹はその言葉を聞いて、彼を説得することを諦あきらめることにした。信念を持った人間は苦手だ。そして信念が宗教と結び付くと、優樹にはその信念を変えさせる手段も気力もない。

「そちらのお嬢じようさんも、同じ考えで？」

　優ゆう樹きは黙だまったままの女の方を見た。

「まだあれはこの国の言語を理解できない。が、考えは私と同じである」

「あなたの考えはわかりました。しかし、私はあなたの思想はともかく行動は阻止しなければなりません」

「それは、あなたが悪あく魔まの教えに染まっているからだ」

　話し合うことはできるが、互いに歩み寄ることは決してできない。優樹はそう判断した。言葉で解決できない場合、力を使わなければならない。

「わかったかい、ユウキ。彼とは話し合えないんだ。先ほど私に最後の宣告をしたよ」

　次の瞬しゆん間かん、フレッドは走り出した。前方にあった自動車の屋根に乗り、それを踏ふみ台にして跳ぶ。道路を越えて駆かけ抜けていくフレッドを見て、男は優樹にはわからない言葉で叫ぶと、彼ら二人は自動車に飛び乗った。その扉とびらを優樹が右手で摑つかむ。

「……悪魔の使徒ではなく、悪魔の教えに染まっただけの者には、救いの道はある」

　男は優樹の手に向かって手をかざした。ほんの一瞬だが優樹の手に痺しびれが走り、手を離してしまう。優樹が一歩下がると、自動車は乱暴なハンドリングで向きを変えて走り去る。

　しかし優樹も、今回は見逃すわけにはいかない。両足の筋肉細胞を最大限に活性化させて走り出す。自動車が最高速に達する前に追い付き、跳ちよう躍やくしてその屋根に取り付いた。風の抵抗を少なくするために、体勢を低くする。屋根が少し凹へこんでしまったが、気にしないことにした。

　フレッドの姿を確認するために視覚を上昇。彼が走っているのが見える。だがフレッドは突然跳躍すると、都立代よ々よ木ぎ競技場に姿を消した。

（あそこで決着を付ける気か……！）

　人気のない場所に行ってくれるのはありがたいが、誰だれかが死ぬのだけは止めなければならない。たとえフレッドと聖堂騎き士し団の双方と戦うことになっても。

　太た一いち朗ろうがいてくれれば、聖堂騎士団のどちらか一人だけでも任せることができるのに。自分の頭によぎった考えを、優樹はすぐに否定した。先週、太一朗が購こう入にゆうした携帯電話の番号は知っているが、それにかける気はない。彼を戦いに巻き込む必要はないのだ。

　優樹は車が減速しないうちに、ためらうことなく飛び下りた。足の疲労が溜たまってきているせいか、着地時にバランスを崩して転んだ。だが、まだへばるわけにはいかない。

　自動車は優樹の数十メートル前方で急ブレーキをかけていた。タイヤとアスファルトの摩ま擦さつが耳障りな音を立てている。無茶な運転で、タイヤ以外の箇所にも結構な負荷がかかっているようだ。レンタカー会社にほんの少し同情すると、優樹は都立代々木競技場に侵入した。

　この近辺の地形は熟知している。嗅きゆう覚かくに頼らなくとも、フレッドが行く場所は推測できた。優樹が向かったのは、競技場内にある陸上競技用トラックだ。彼が入った場所からもっとも近く、遮しや蔽へい物のない開けた場所だ。一直線にその場へ向かう。道なき道であり、樹じゆ木もくが少々邪魔をしたが、そんなものは無視した。

　十秒とかからずに、トラックに辿たどり着く。見回す必要もなく、フレッドの姿をフィールドの中央に発見した。他ほかには、当然だが誰だれもいない。優ゆう樹きは、やや歩調を速めて彼の側そばへと行く。夜間のためのライトはあるが点ついているわけがなく、周囲は暗い。星の光だけが照明だ。優樹やフレッドには大した悪あく影えい響きようはないが、人間が動くには、あまりにも暗い。

「……この時間は、この場所からは月が見えないな」

　近付いて来た優樹を見ず、空を見上げながらフレッドが呟つぶやいた。

「あなたは、彼らをどうするつもりですか？」

　人間の足でここに辿り着くには、まだ時間がかかる。優樹は足を休めながら、フレッドに話しかけた。

「殺すしかない」

　その答えが返ってくることはわかっていた。

「彼らは人間だが、私に対抗するためのそれなりの技術を持っている。命ある限り、彼らは決して戦いをやめない。だから殺すしかない」

　フレッドは、今度は空ではなく優樹を見た。

「君との勝負は、現在も続行中だ。この場所は、君が指定した範はん囲い内だからね」

　優樹は、ちらりと時計に視線を走らせた。零時八分を過ぎたところだ。

「それは別に構いません。しかし、あなたが彼らを殺すことも、彼らがあなたを殺すことも、私は止める義務があります」

　フレッドが笑った。それは彼が初めて優樹に見せた、はっきりとした侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようであった。

「君は、自らくだらないことに縛しばられているんだな。義務などと……笑ってしまうよ」

「私は義務だけで動いているわけではありませんよ」

「なら、何だというんだね？　だいたいこの国のアヤカシたちはおかしい。そんな人間の作り上げた義務などというものに、従っているのか？」

　優樹は答えられなかった。『この国のアヤカシの意思』を代弁することは、優樹にはできないことだ。

「……今のは、少々君とこの国を侮辱する発言だったかな」

　フレッドの笑いは、嘲笑から自嘲に変わっていた。

「この国の行く末を見れば、いろいろとわかるのだろうが……今は目の前のことを片付けなければならない」

「そうですね」

　優樹はしゃがみこむと靴くつ紐ひもを結び直した。言葉は通じるのだが、その意思は決して通い合うことのない人間たちが迫ってきている。

　そして長い夜が終わる時も、近付いてきていた。
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　大きなため息と共に、太た一いち朗ろうはハチ公像に寄りかかった。『犬も歩けば棒に当たる』と言うことわざが、何となく空むなしくなる。この場所に来れば、もしかしたら偶然があるかもしれないと期待したのだがそうもいかなかった。結構歩き回ったつもりだが、たった二人を捜すには渋しぶ谷やはあまりにも広かった。

　照明弾を上空に撃うち上げれば、優ゆう樹きが驚おどろいて駆かけ付けるかもしれない。躑てき弾だん発射機を持っていないことを太一朗は少しだけ恨めしく思い、慌てて自分の思い付きを否定した。

（俺おれも随分と短気な男だ）

　自分の短たん慮りよを少しだけ反省すると、太一朗はもう一度歩き出すためにハチ公像から背中を離した。どの方面に行くべきかなど、全く考えない。足と気の向くまま、歩いてみる。太一朗の足が向いたのは、道どう玄げん坂ざかであった。

　歩き始めた太一朗の前方から、見覚えのある人物が歩いてくる。だがそれは、太一朗が求めていた人物ではない。太一朗は見て見ないふりをしようとした。

「やあ、こんな所で会うとは必然だね」

「……そうかよ」

　太一朗はうんざりしながらも、目の前に立っている男を見た。昨日の朝に会ったばかりの大おお田た真さね章あきだ。

「出会いには、偶然と必然のものがある」

「俺はあんたの長話に付き合っている暇はない」

　太一朗は面倒くさそうに手を振った。できることなら、このアヤカシとは二度と会いたくない。そのまま、歩き続ける。

「……僕ぼくと君がここで出会ったのは、偶然ではない。僕は君を捜していたし、君もまた僕に会うことで自らの目的に近付くことができる。この出会いは必然だった」

　聞きたくはない。そのはずなのに、太一朗は立ち止まってしまう。

「俺は頭が悪いんだ。つまり何が言いたいんだよ」

「君が捜している優樹と吸血鬼の居場所を告げに来ただけだ」

　太一朗は無言で大田に歩み寄ると、右手で彼の襟えり首くびを摑つかんだ。大田は表情を変えずにその手をゆっくりと払いのける。

「……あんたは、いちいち前置きが長いんだよ！　早く言え！」

　並の人間ならば、簡単に屈してしまう。それだけの迫力が太一朗にはあった。

「そう結論を急ぐものではない。まず君は状況を知るべきだよ」

　大おお田たは『並』でも『人間』でもない。落ち着いた口調で、太た一いち朗ろうの焦りを受け流す。

「……今の俺おれに必要なのは、結論だけだ」

　太一朗の手が震ふるえていた。それは無論、恐怖が引き起こしたものではない。

「あまり結論から入るのは本意ではないが……」

　大田の視線が、少し動いた。

　その先に何が『いる』のか、それは大田しかわかり得ないことだった。




　男の手には、拳けん銃じゆうが握られていた。そんな物を国外から持ち込めたという事実に、優ゆう樹きは空港の管理を疑いたくなった。男とフレッドの距離は現在は十メートル、そのほぼ中間地点に優樹は立っていた。半身の姿勢で立ち、双方に気を配る。女は、男の一メートルほど後方にいた。二人とも人間のわりに夜目が利くようで、周囲の暗さに戸惑った様子はない。

「……話し合いが成立する余地は、本当にないんでしょうか？」

「悪あく魔まの使徒の声を聞いてはならない」

　駄だ目めだな、と優樹が感じた瞬しゆん間かん、男はフレッドに拳銃を向けた。その射線上には、優樹がいる。引き金が引かれる前に、優樹は動き出していた。男との距離を詰めると同時に、神経融合ブレイクを開始する。だが、普段より反応速度がかなり遅い。血の巡りの悪さが、影えい響きようを与えているのだ。フレッドには視認できる速度だろうが、人間相手なら問題ないだろう。

　拳銃を素早く叩たたき落とす。地面に落ちた拳銃をさらに遠くへ蹴けり飛ばそうとした優樹の後方から、フレッドが接近していた。彼の目に優樹は映ってはいない。自分の命を断とうとしている『敵』に向けられていた。

「駄目！」

　叫んだ優樹は、フレッドに向き直らずにその体のどこかに裏拳を叩き込んだ。手応ごたえはあったが、その威力はフレッドにとって大したものではなかった。胸部に当たったその手首を摑つかまれる。だが、そう何度も摑まれている優樹ではない。

　握っていた拳こぶしを咄とつ嗟さに開き、手首を回して逆にフレッドの手首を摑み返すと、自分の方に引き込んだ。無理な体勢であるために右肩の関節が軋きしむ。それにも構わずに、よろけたフレッドの顎あごに左の掌しよう底ていを打つ。そのまま顎を摑み、瞬間的に左腕を筋力増幅ブースト。倍増した力で、フレッドを後方へ押し倒す。

　倒れるフレッドを確認せずに、すぐさま聖堂騎き士し団の二人に向き直る。フレッドとの攻防には一秒とかからなかったのだが、男の反応は異常に速く拳銃を拾おうとしていた。

　うまく二人を無力化してしまえば、フレッドとの話し合いは楽になる。彼の方が、話す相手としてはやりやすい。もう一度拳銃を蹴り飛ばす試みをしようとした優樹だったが、少しだけためらった。男の手は、既に拳銃の上に置かれている。このまま蹴っては、彼の手を蹴り砕いてしまうかもしれない。きっと二度と物を持てなくなる。

　逡しゆん巡じゆんの間に何が起こったか、最初優ゆう樹きは理解できなかった。少し離れた場所に立っていた女が本を開いて何か言った気がするが、自分の体に起きた変異をどうにかする方が先だった。

　右手にはめた皮手袋が熱くなったかと思うと、瞬またたく間に青い炎となって優樹の右手を焼いたのだ。

「くう……っ！」

　すぐさま神経融合ブレイクを中断して痛覚遮しや断だん。火がコートに移る前に手袋を引き千切りながら脱ぎ捨てる。右手は軽い火傷やけどで済んだが、この時優樹の注意は周囲ではなく自分に向けられていた。

　フレッドが膝ひざを付いて立ち上がろうとしたのと、男がフレッドに銃を向けたのは同時だった。

　優樹が自分の手から顔を上げた時、男は引き金を引いていた。その銃声が響ひびく前に、神経融合を再開する。傷付いたばかりの右手を広げて、その弾道を塞ふさいだ。

「ぐおおっ！」

　弾丸が命中した途端、悲鳴をあげずにはいられなかった。親指の根元に当たった弾は、灼しやく熱ねつの威力をもってその指を抉えぐり飛ばしたのだ。親指が、宙に舞って地面に転がった。

（普通の弾じゃない！）

　短距離からの射しや撃げき、そして指の骨とはいえ、優樹の骨を完全に貫通した弾丸はなかったのだ。今度の痛みは尋常ではない。優樹はまた痛覚を遮断するために、神経融合を終わらせなければならなかった。傷口が焼け焦げているせいで、出血がないのが救いといえば救いであった。

「お前は、たった今、悪あく魔まの使徒となった。悪魔の使徒を滅ぼすこと、それが私たちの使命であり、神の喜ばれる行動である」

　男が、銃口をフレッドではなく優樹に向けた。彼の瞳ひとみに、ためらいなど全くない。

　フレッドが何かを叫んだ。それが意味のある言葉なのか、単なる叫びなのか、優樹にはわからない。ただ、彼が怒っていることだけは理解できた。

　滑るように駆かけ寄って来るその吸血鬼の姿を視認できたのは、優樹だけだった。フレッドは男の前で急停止すると、そのこめかみを殴り付けた。男はこめかみから血を撒まき散らして倒れたが、フレッドもなぜか、殴った拳こぶしから嫌いやな臭においがする白煙を出してよろめく。赤黒く爛ただれた皮ひ膚ふが剝むけて、骨が露ろ出しゆつしていた。

「……悪魔の使徒の汚れた手は、私に触れることはできない」

　わざわざ日本語で言うということは、優樹に聞かせるためなのだろう。

　よろめいたフレッドのコートが、青い炎に包まれる。

「うおおっ！」

　火を消そうとして転げ回るフレッドに意識を向けた優樹の左足を、男の第二射が靴くつごと撃うち抜いた。神経融合の最中でなければ、至近距離からの銃弾を避さけることはできない。それでも優樹は足の中の骨の位置を瞬しゆん間かん的にずらし、骨だけは傷付けないことを成功させた。奇妙な弾丸は靴くつ下したと靴底を貫通して、地面にめり込む。跪ひざまずくことは何とか免れたが、腰の位置が落ちる。

　後方にいた女がまた、本を開いて読み上げていた。あの本を読むことにより彼女が妙な〝力〟を発揮している。理屈はわからないが、そう優ゆう樹きは判断した。神経融合ブレイクを試みた優樹だったが、意志に反して脳が悲鳴を上げた。十秒の間も置かない二連続の神経融合が、脳にも肉体にも多大な負担をかけていたのだ。

（思考しろ、片かた倉くら優樹！）

　この場を簡単に切り抜ける方法は、確かにあった。優樹はそれを否定すると、次善の策を思い付いた。まず、この二人の意表をつく行動を取る。

　げぽり、というなんとも奇妙な音が優樹の口から漏れた。それは、確かに他人には驚おどろかれる行動だった。

　優樹は胃液を戻して口内に溜ため込むと、それを男の顔に向かって吐き出したのだ。体内制御を日常的に行っている優樹だからこそ、できる〝技〟であった。胃液は無味無臭の強酸性の液体であり、人体に直接かけても害があるわけではない。事実ではあるが、頭でわかっていても人間の心情がそれを拒否する。

　男は苦しげに唸うなり声を上げると、優樹から顔を背けて袖そでで拭ふいた。その隙すきこそ、優樹が待っていたものだ。四本指を伸ばして男の拳けん銃じゆうを摑つかむと、右腕筋筋増幅ブースト。掌てのひらと指で銃を握り潰つぶす。これで銃弾の脅威は、回かい避ひできる。予備の銃を持っていることなど、考えたくはなかった。

　優樹は左手でナイフを引き抜くと、柄で男の傷付いたこめかみをもう一度殴りつけた。素手で殴ると、フレッドの手のようになるかもしれない。しかし『殺してしまうかもしれない』という戸惑いが、優樹の腕力を鈍らせた。浅い打だ撃げきにしかならず、男は一歩しか引かなかった。その隙に、フレッドに視線を走らせる。

　フレッドの炎はだいぶ消えていたが、立ち上がるにはどんなに早くても十秒はかかるだろう。戦せん闘とう中に十秒という時間は致命的だ。

「がああああああっ！」

　優樹が吠ほえた。威い嚇かくのために放たれた気合いで、女の方は一いつ瞬しゆんびくっとして本から視線を離した。男の方は戦い慣れしているせいか、全く怯ひるまない。ひしゃげた拳銃を地面に置くと、右指二本で優樹の顔を突いた。この男に触れたくなかった優樹は、体を傾けてその指を避さける。回避と同時に一歩踏ふみ込み、右手に持ち替えたナイフの柄でみぞおちを打つ。しかし、やはりここでも優樹はためらった。戦いでためらうことがどれほど危険なことか、頭が理解していても体がついていかない。とくにみぞおちは人間の急所だ。人体に効果的なダメージを与えられる反面、致命傷を与えてしまうかもしれない。

　そのみぞおちにめり込んだ右手を、男が摑んだ。戦せん闘とうの緊きん迫ぱく感が、二十年前の恐怖にとって変わろうとする。

（違う、今はあの時とは違う！）

　摑つかまれた部分が、焼けていく。その痛みが、優ゆう樹きから恐怖を消した。自分のことは、自分で守らなければならない。

　苦しい時に助けてくれる存在など、自分にはいないのだ。




　誰だれかの手。胸に入ってきた誰かの手。

　誰かの指。内臓を撫なでる誰かの指。




「うおおおおおおおっ！」

　雄お叫たけびは、突然上空から降って来た。その大声にかき消されたばさりという音を、その場にいる誰も聞くことができなかった。

「伏せて！」

　言葉の意味を完全に理解できたのは、優樹だけだった。摑まれた手を振り払い、五メートルほど飛び退のいて地面に蹲うずくまる。男がその優樹の行動を見て、女に警けい告こくを与えようとした時は、既に遅かった。真上から落ちてきた小さな物体は、地面に激突する寸前に弾けた。

　その瞬しゆん間かん、凄すさまじい閃せん光こうが周囲を覆おおった。照明弾である。男はかろうじて腕で顔を庇かばったが、女はまともに直視してしまった。

　そしてちょうど一秒後、どすっという音と共に着地したのは山やま崎ざき太た一いち朗ろうだった。ゴーグルを装着しているので、照明弾の光も彼に悪あく影えい響きようを与えることはできない。三メートルの落下距離をものともせず、すぐさま立ち上がる。

　太一朗は周囲にいる四人のうち、優樹を攻こう撃げき対象から外すと行動に移った。まず、もっとも目が眩くらんでいる女に駆かけ寄る。

　情けも容赦も全く入っていない、強烈な爪つま先さき蹴げりをみぞおちにぶち込む。女は甲高い悲鳴を上げて倒れ込んだが、まだ意識を失っていない。それを確認した太一朗は、持っていた散弾銃でその後頭部を殴り付ける。割れた後頭部から血を流すと、女は全く動かなくなった。『敵』である以上は、若い女であろうと手加減など一切しない。それが優樹とは全く別次元の、山崎太一朗という男の『強さ』であった。

　この時点で、優樹は顔を上げて太一朗を視認する。照明弾の光はまだ持続しているが、目に入る光量を調節して慣れさせた。落ちてきた存在が太一朗であることはわかったが、『なぜ』かまでは考えている暇がない。

　優樹が立ち上がる前に、太一朗はもう動いていた。次の標的は男の方だ。散弾銃の布を取り払うのも懐ふところの拳けん銃じゆうを抜くのも、もどかしい。それに『むやみやたらに撃うったりはしない』という約束を、いつだったかしたような気がする。だから太一朗は走った。散弾銃を左手一本で持ち、右拳こぶしを握る。男は目を庇っていた腕を下ろし、両拳を構える。格かく闘とう術の心得があることが、その構えでわかった。

「悪あく魔まの教えに染まった者に……」

　男の言葉を無視して、太た一いち朗ろうは左手の散弾銃を突き出す。その突きを男は素早く躱かわすと、散弾銃を摑つかもうとした。しかし突如真横から襲おそいかかった太一朗の右拳こぶしが、彼のこめかみを殴打した。親指の関節部をぶち当てる親指一本拳けんだ。出血していた男のこめかみは、さらに流血を始める。それでも、男の意識はまだあった。ふらふらしながらも、立ち続けている。

　その脳天に太一朗の踵かかと落としが直ちよく撃げきした。男は前のめりに倒れ込み、意識を失った。

　この時、やっと優ゆう樹きが立ち上がり、フレッドのコートに付いた炎が消えたところだった。

「大丈夫ですか！　片かた倉くらさん！」

　太一朗は元気よく手を振ると、名前も知らない男と女をワイヤー綱で縛しばり上げた。二人の欧州人が聖堂騎き士し団の連中であることは、大おお田たから聞いていた。

　優樹は左足を引き摺ずりながら、太一朗にゆっくりと歩み寄った。

「……何で、君がここにいるの？」

「大田……さんの背中に乗せてもらいました」

　彼は太一朗を人気のない場所まで引き摺ると、巨大な鷲わしに姿を変えた。大田は都立代よ々よ木ぎ競技場が戦いの舞台であることを教え、太一朗に自分の背中に乗ることを勧めてくれたのだ。大田の姿を見て十秒ほど意識を失ってしまったことは、黙だまっておくことにする。

　そして大田に低空飛行をしてもらって、代々木競技場フィールドに飛び下りたのだ。

「……そう、先生がねえ……」

　優樹は少し首を傾かしげた。大田が背中に人を乗せて目的地まで運んでやるなど、想像できない。運び役扱いされることは、嫌きらいだったはずだ。よほど太一朗のことを気に入ったのだろうか。

「でも、山やま崎ざきくんって強いんだね」

　彼が聖堂騎士団の二人を戦せん闘とう不能状態にするのに、三十秒とかかっていない。少々やり過ぎの気もするが。

「……全くだ、感心するよ」

　焼けてぼろぼろになったコートを脱ぎ捨てながら、フレッドが二人の方に歩いてきた。

「火を消しながら、君の活かつ躍やくを見せてもらった。女性はともかく、男は結構な経験者なのだが」

「そうか」

　フレッドに褒ほめられても嬉うれしくはないのだが、太一朗は返事をした。

「ま、この二人の処分は警けい察さつに任せようか。罪状は……銃刀法違反以外にも色々ありそうだね」

「自分たちも、警察ですよ」

「面倒なことは、あちらさんに任せたい……」

　優ゆう樹きは風に乗って流れてきたにんにくの臭においを感じた。

「……後で、口洗ってね」

「は？　ああ、はい」

　だいぶ時間が経過したので、すっかり忘れていた。

「さて、ユウキ。勝負を再開しようか？」

　フレッドの言葉を、太た一いち朗ろうは眉まゆをしかめ、優樹は無表情に受け止めた。

「おい、こいつらはお前を追って来たんだろ？　てめえの不始末はてめえで付けろよ！　こいつのせいで、片かた倉くらさんが怪け我がしたんだぞ！」

　優樹の左足に空いた小さな穴と、男の側そばに落ちていた潰つぶれた銃器を見て、太一朗は彼が優樹を撃うったと判断していた。

「不始末、か。殺せばいいのかな？」

「そんなことは言ってねえよ！」

　語気が荒くなる太一朗を、優樹が止めた。

「いいんだよ、山やま崎ざきくん。日を改められると、体が持たないからね。それに、もう逃げるのはやめたから」

「はあ……？」

「諦あきらめて、首を差し出してくれるのか？」

　太一朗を安心させるために笑い、フレッドの期待を否定するために首を振る。

「この足だともう走れないんで、少々乱暴ですが腕力で勝負を付けようかな、と」

「……君は、この私と殴り合いをしよう、と言うのか？」

「ええ、まあ」

　フレッドは、優樹の申し出を不思議に思った。優樹は瞬しゆん間かん的に怪力や素早さを持つことができるが、持続力はない。通常状態であれば、フレッドの方が体力では勝っているはずだ。それなのに殴り合いで勝負を付けようとは、無む謀ぼうな挑戦だ。

　しかし全く勝算のない戦いを挑いどむほど、優樹も愚かではない。

「その案を、受け入れよう」

　優樹にどんな策があるかは知らないが、挑まれた勝負は受ける。それがフレデリック・アシュトン・クロフォードという吸血鬼の誇りだった。

「片倉さん、自分が」

　太一朗が、散弾銃の布を取り払いながら一歩踏ふみ出した。

「大丈夫だから、心配しないで……クロフォードさん、どちらかが負けを認めるか戦せん闘とう不能になるかまでにしましょうか」

「ああ、いいとも。……少し休きゆう憩けいを入れようか？　私の手は再生中だし、君も少々疲れているようだ」

　フレッドの右手は元通りに再生しつつあるが、優ゆう樹きにはそこまでの再生能力はない。

「わかりました、では十五分後に」

　ちょうど、零時十五分になるところだった。




　聖堂騎き士し団の二人を動けないようにすると、太た一いち朗ろうはゴーグルを外しながら優樹に駆かけ寄った。地面に足を投げ出して、左足の靴くつを脱ごうとしている。

「……あーあ、この靴、気に入ってたのになあ……」

　緊きん張ちよう感のない呟つぶやきに、太一朗が怒鳴った。

「何、靴の心配してるんですか！」

「靴下にも穴が空いたねえ……」

「……足に空いた方が大問題です」

　靴と靴下を脱ぐと、小さな足が現れた。足の甲から地面が覗のぞけるほどの小さな穴がぽっかりと空いている。血は一滴も流れていない。

「変な弾だった。傷口を焼きながら貫通してる。これは、治るのに時間がかかりそうだね」

　じっくりと自分の傷を観察する。

「……リボルバー式なんで、薬やつ莢きようは銃の中に残ってます。片かた倉くらさんを撃うった弾丸二つは一応、回収しておきましたけど、材質が変わっているような気がします」

　太一朗は背はい囊のうから応急処置の道具を取り出した

「ガーゼで傷塞ふさいで、包帯巻いてくれればいいから。消毒用アルコール持ってたら貸して」

「どうぞ」

　太一朗が優樹の足に包帯を巻いている間に、優樹はその消毒用アルコールを飲んでしまった。

「何てことするんですか！」

「……喉のど越しが悪い……」

「飲用じゃないんだから、当たり前です！」

「アルコールには違いないんだから、構わない……悪いんだけど、適当でもいいから早く巻いて。時間が惜しい」

　黙だまり込んだ太一朗は、手早く包帯を巻き終えた。

「……あの大おお田たって奴やつも、もうちょい協力してくれたっていいのに……」

　中途半端な大田の助力に、太一朗は腹を立てていた。太一朗が飛び下りた後、彼はどこかに飛んで行ってしまっていた。

「先生が頼んでもいないのに協力してくれることはないんだから、ありがたいことだよ」

　優樹は、先ほど拾った自分の親指を太一朗に差し出した。

「うわっ……！」

　この時初めて、太一朗は優樹の右手に親指がないことを知った。

「ちょっと預かってて……」

　そう頼もうとしたが、太た一いち朗ろうの反応を見て諦あきらめることにした。

「なくさないように見てて、後で繫つなげるから」

　親指を地面に置いた優ゆう樹きを見て、太一朗は首を振った。

「いえ、自分が持ってます」

　手首だって持ったことがあるのだ。親指くらい造作もない。指を拾い上げる。軽く冷たい、小さな指だった。

　優樹は穴の空いた靴くつ下したと靴をもう一度履はいた。左手の手袋を外してから、その手だけで器用に靴くつ紐ひもを結ぶ。その優樹の目に、左手首の腕時計が映った。

「…………」

　これからの戦いで、この腕時計が壊こわれるのは嫌いやだ。右手で外そうとしたが、四本指ではうまくできない。それを見ていた太一朗は手伝おうと手を伸ばした。

　しかし、すぐに引っ込めた。優樹は、自分に触れられるのが嫌いらしい。人の機微に敏感とは言えない太一朗でも、それくらいはわかる。そんな太一朗に、優樹は視線を走らせた

「……昔」

　優樹は、ゆっくりと言葉を吐き出した。

　誰だれにも、母親にさえも、語ったことのない出来事。口に出す、ただそれだけでも震ふるえがきた。しかし、今だけは、優樹はこの青年に語ろうと思った。それは、優樹が自覚していない心境の変化だった。

「昔、心臓を取られたことがある」

　その声は、優樹にしては低く、抑揚のない声だった。語尾が掠かすれている。太一朗は、その優樹の『告白』を聞くために全身全ぜん霊れいを耳に傾けた。

「胸が、裂かれた。肋ろつ骨こつと胸骨を、大きな音を立てる刃物で切られた。取られた骨は、台の上に載っけられた。骨からは、血とは違う液体が、染み出てた」

　とぎれとぎれの言葉を聞きながら、太一朗は自分が震えているのを知った。

「体の中に、他人の手が入ってきた。その手は、体の中で、動いた。たくさん、たくさん、動いた……気持ち悪かった」

　自分の呼吸が荒くなったことに、優樹は気が付いた。自分の心臓を守るように、手を胸の上に置く。この心臓は、あの時の心臓ではない。

　大きく息を吐くと、優樹は頭を振った。これ以上のことは、もう口に出せない。

「悪かったね、気持ち悪い話で」

　優樹の口調と表情ががらりと明るいものに変わったので、太一朗はその変化についていけずに黙だまり込んだ。

「まあとにかく、人に触られるとたまにそのことを思い出して、嫌な気分になるの。あまり気にしないで」

「……はい」

　それ以上、自分に何を言えるのだろう。自分ごときの慰なぐさめや励ましの言葉が、優ゆう樹きの心に何をもたらすというのか。

　悲しかった。優樹の過去と、それを聞いても何もできない無知な自分、無力な自分が、ただひたすらに悲しかった。言葉も行動も、全すべてが無意味な気がしてくる。

　涙が出てきた。

　太た一いち朗ろうは、深く頭を下げた。泣き顔など、誰だれにも見られたくはない。

「山やま崎ざきくん」

　優樹の呼び掛けは、いつもと変わらない声だった。

「……はい」

　太一朗は歯を食いしばって目を見開いた。目の中に溜たまっている涙を、少しでも早く全部出すために。鼻水が出そうになるのを必死にこらえる。

「左手の時計を外して、預かってくれないかな？　親指がないと、うまくできなくてね」

　それは、思いもかけない言葉だった。優樹はたった今、『人に触れられるのが嫌いやだ』と言ったばかりなのに。

「……自分で、よろしければ」

　太一朗は勢いよく顔を上げてそっくり返り、その勢いで涙を吹き飛ばした。袖そでで顔を乱暴に擦こすると、優樹に向き直る。本当に、いつもと変わらない優樹の笑顔が、そこにあった。

　跪ひざまずいた太一朗の手が、優樹の左手首をとった。優樹は、触覚を遮しや断だんすることも顔を逸そらすこともなく、太一朗の手を見ていた。あれが太一朗の手であるとわかっているのに、脳裏に浮かぶのは二十年前の記き憶おくだけだ。たまらず、優樹は俯うつむいた。

　かすかに震ふるえている優樹の手から、太一朗は腕時計を外した。小さく、冷たい、優樹の手。その手に触れていると、優樹のことがひどく愛いとしく感じられる。この時だけは、太一朗は優樹の〝あの姿〟を忘れることができた。

「終わりましたよ、片かた倉くらさん」

「……うん、ありがとう」

　優樹は、ゆっくりと立ち上がった。そろそろ、十五分が経過する。

「一つ、言い忘れてたんだけど」

「はい」

「さっき、君が空から下りて来た時、とても嬉うれしかった。自分のピンチに、どこからともなく誰かが現れて助けてくれる。……そんな都合のいいこと、あるわけないって思ってた」

　優樹の生命を救ってきたのは、いつでも優樹自身の知恵と力だった。誰かに助けてもらった回数など、片手で数えられる。そしてアヤカシではない、本当の人間に助けられたことなど、今日が初めてだ。

「あまり無茶なことはしてほしくはないんだけど……ありがとう」

　フィールドの中央に向かって歩き出す優ゆう樹きを見て、太た一いち朗ろうも散弾銃を持って立ち上がる。

「駄だ目めだよ。絶対あたしが勝つから、そこの二人でも見張ってて」

「……わかりました」

　返事はしたが、本当に優樹が危なくなったら散弾銃で撃うつ。太一朗は決心を固めていた。

「勝算は、あるんですか？」

「あるよ」

　あっさりと答えた優樹に、少し太一朗は不安になった。

「……その根拠は、どこに？」

　優樹は一度振り返ると、右手の親指を立てようとして失敗した。仕方なく左手の親指を立てて、太一朗に脳天気な笑顔を向ける。

「片かた倉くら優樹は、一度敗北した相手に二度は負けない！」

（本当かよ……）

　さすがに太一朗はあきれてしまったが、それでも全く重みのないその言葉を信じた。優樹を信じることができなければ、何も信じるものがなくなってしまう。

（そうだ、俺おれは信じているんだ）

　太一朗は優樹の背中を見た。小さい背中は、どこか堂々としていた。




　三月二十八日、午前零時三十分。都立代よ々よ木ぎ競技場のフィールドの中で、吸血鬼フレデリック・アシュトン・クロフォードと日本国内閣府公認甲種指定生物片倉優樹は、五メートルの距離を置いて対たい峙じしていた。優樹の後方八十メートルほどの地点で、山やま崎ざき太一朗が散弾銃の準備をしている。

「調子はどうかな？」

「それなりに。クロフォードさんの手はどうですか？」

　フレッドは答える代わりに、手を見せた。傷は全く残っていない。

「コートが焼けてしまったのは、寂しいが」

「怪け我がが他ほかになくてよかったですね」

「どちらかと言うと、空腹の方が辛つらいのだが」

　フレッドの物欲しそうな視線を、逸そらさずに受け止める。

「私に勝ったら、文句言わずにあげますよ」

（……妙だな）

　フレッドは、優樹の態度が自信に満ちているのを感じた。動揺を全く感じさせない表情、手負いのはずなのにその足取りは力強い。はったりかと思ったが、そうでもなさそうだ。百年も生きていない彼女に、自分を欺けるほどの演技ができるとは思えない。

「最初に会った時と、随分違うような気がするな」

「それは気のせいですよ」

　久し振りに清すが々すがしい気分になっただけだ。その理由を優ゆう樹きは知らなかったが、別に気にもならなかった。

「では、始めようか」

　妙な自信は気になったが、最後には『自分が負けるはずはない』という結論に達した。

「どうぞ」

　勝負は静かに始まった。優樹の態度を警けい戒かいしたフレッドは様子を見るために動かなかったし、優樹は優樹で、顔に笑みを浮かべたまま一歩も動かない。

　その状態が一分続いたあと、優樹がようやく歩き出した。足に穴が空いているとは思えないほど、その歩みはしっかりしている。その速度は速くも遅くもない。ただ真まっ直すぐに、フレッドに向かって歩いて来る。

　フレッドは思わず一歩下がってしまった。だがすぐに思い直すと、優樹が近付いてくるのを待つ。歩いてきたところを捕まえて、その首に牙きばを立てればすぐに終わるのだ。フレッドを動かしたのは、ただの〝食欲〟だった。

「怪け我がをするかもしれませんけど、気を付けてくださいね」

　気の抜けた声に、一いつ瞬しゆん欲が萎なえた。それでもフレッドは飢き餓が感を奮ふるい起こすと、一メートルの距離まで迫っていた優樹の首に右手を伸ばす。そのスピードの速さは、充分に優樹の反応速度を超えていたはずだ。しかし、優樹はその手を予測していたかのように身を屈かがめ、右肩からの体当たりに転じた。威力そのものは微々たるものだが、優樹の攻こう撃げきはそれで終わったわけではない。その姿勢のままフレッドの右足を持ち上げると、残された左足を自分の右足で引っ掛けたのだ。

　たまらず、フレッドは仰向けに倒れ込んだ。ここまでの近接戦せん闘とうを、彼はしたことがなかった。人間相手なら、一ひと睨にらみすれば済むことだからだ。その彼の傲ごう慢まんさが、不様な姿をさらす原因となっていた。フレッドは、食欲だけではなく屈辱を晴らすために全身に力を漲みなぎらせた。誇りにかけて、負けるわけにはいかない。

　倒れたフレッドに、優樹は追い討ちをかけなかった。フレッドが立つのを待っているようにも見える。フレッドは立ち上がり、視線に〝力〟を込めて優樹の瞳ひとみをとらえた。

　その途端、優樹が異様な速さで動いた。親指のない拳こぶしを、フレッドの口に叩たたき込んだのだ。

「ぐがっ……っ！」

　命令を言うために開こうとしていた口の中に、優樹の小さな拳が入る。牙は折れなかったが、衝しよう撃げきが口中に走る。二、三歩下がったフレッドの前に、優樹が立っていた。笑ってはいないが、どこかのんびりとした表情をしていた。

「……強いな、君は。これほど強いとは思わなかった」

「そういうわけじゃないんですけどね」

　力の使い方を、ほんの少し変えただけだ。現在の優ゆう樹きは腕力や反応速度より、目や耳の感度を上げている。元来、優樹の五感は通常のアヤカシよりも優れていた。フレッドも例外ではなく、嗅きゆう覚かく以外の感覚は優樹の方が勝っている。だから、優樹にはフレッドがどんな行動を取るかを事前に察知できるのだ。どんな攻こう撃げきが来るかがわかれば、瞬しゆん時じに予測を立てて対応することができる。

「でも、降参してくれれば、嬉うれしいんですけど」

「……それはありえないな。私は負けることが嫌きらいだ」

「そうですか」

　優樹は、負けること自体には好きでも嫌いでもない。ただ、自分が負けることにより失われるものがあるのは怖かった。今は、負けられない勝負だ。だがそれに対する気負いはなく、ごく自然体でいることができた。

「私も、本気で戦う必要があるかな」

　優樹の目は、フレッドから一時も離れなかった。それなのにフレッドが一歩下がると同時に、彼の姿は夜の闇やみに溶け込むように消えてしまった。優樹の特殊な目はサーモグラフのように物体の熱を見ることが可能だが、フレッドの体温は気温とほぼ同程度らしく判別できない。

　何かが動くことによる空気の流れを、肌はだと耳が感知した。その気配はひどく頼りなく、しかも複数感じられた。気配は三つ、前方、後方、そして真上。だが気配をごまかせても、優樹の鼻は騙だませない。

　優樹は上を見た。同時に左肘ひじを後方に打ち込む。上を見たのは、フェイントのつもりだった。手て応ごたえあり。だが見当を付けた一撃は決定打にはならなかった。肘が摑つかまれる。

「……強者を、私は尊敬する」

　フレッドが闇から姿を現す。ぼきり、という音と共に肘の骨が潰つぶれた。

「私は全力をもって君を打ち倒し、その血をいただくことにする」

　優樹は何も言わずに、折れた左腕の筋力増幅ブーストを開始した。腕を摑んでいるフレッドを、体ごと持ち上げようとする。だがその前にフレッドは地面を蹴けって優樹との距離を取ると、また闇と同化した。そして、またも気配が三方から接近しつつあった。

　正しい戦い方だ。優樹は敵ながら感心した。ダメージを与えるごとに離れ、また忍び寄って襲おそいかかる。気配と嗅覚でだいたいの位置はわかるが、それは正確ではないため効果的な一撃をフレッドに与えることができない。

　いくつかの対処方法が頭の中で生まれては、あらゆる理由で却下されていった。結局最後に残った方法は、やはり一つだけだった。

　肉体状況を分析する。何度かの筋力増幅で、腕は内出血を始めていた。神経融合ブレイクは左腕の痛みを抑えながらでは、あと一回が限界だ。次のフレッドの攻こう撃げきで決着を付けなければならない。それができなければ、勝つ手段は本当にあと一つしかない。

　一いつ旦たんしゃがみ込むと、優ゆう樹きは自分の靴くつを靴下ごと引き剝はがした。片方に穴が空いている以上、もう使えないのだ。あまり惜しくはない。残ざん骸がいになってしまった靴と靴下を転がし、裸足はだしで地面に立つ。冷たいが、その足の裏に神経を集中させる。

　地面を伝ってくる本当に僅わずかな振動。フレッドが足を地面に置くたびに、優樹の足がその位置を把は握あくする。彼がいるのは、優樹の前方四メートル。後方と左から近付いてくる気配は〝ダミー〟だ。優樹は右手でナイフを抜くと、刃を下にして握り締しめた。親指がないとひどく持ちづらいが、折れた左腕よりは動く。

　優樹の奇妙な行動をフレッドも見てはいたが、その意図はわからなかった。裸足で地面に立つことに何の意味があるのか。考えているほどの余裕がフレッドにはない。だがこの緊きん張ちようが、フレッドにはたまらなく快感だった。彼を動かしているもの。それは〝欲〟だった。食欲であり、征服欲であり、勝利欲であった。それはアヤカシにしてはあまりにも大きい欲であり、吸血鬼と呼ばれる者たちが『人間寄り』と称される原因となっているものだった。

　この時、フレッドが優樹に抱いていた〝同種としての親近感〟は完全に消え失せていた。彼の心の中で、優樹はただの〝食べ物〟になっていた。

　フレッドは足音を全く立てずに、優樹に正面から歩み寄った。もう手を伸ばせば届く位置に近付いている。用心のためには、まずは武器を持った右手を潰つぶしてしまうべきだ。そうフレッドの理性は思っていたが、本能の下した判断は違っていた。自分では落ち着いていたつもりでも、彼は狂いそうになるほど優樹の血を欲していた。あの首に自分の牙きばを突き立て、あの美味な血で、思う存分自分の腹を満たしたい。

　手が首に触れる瞬しゆん間かん、優樹の右手が動いた。神経融合ブレイクと同時に筋力増幅ブースト。もっとも速く強い一撃が、フレッドの顎あごに向かって放たれる。それを避さけることも受け止めることも、フレッドにはできなかった。ナイフの柄が、フレッドの顎にめり込んだ。優樹の渾こん身しんの一撃に、フレッドの体が一メートルほど浮き上がって吹っ飛んでいく。彼の骨に、ひびが入る手て応ごたえがあった。

　勝った。そう思った優樹だったが、この時彼女は決定的なミスを犯した。勝敗が完全に決まる前に勝利を確信すること、それは敗北の原因に繫つながるものだった。

　フレッドは、そのまま飛ばされたりはしなかった。彼が手を動かすと、その体は空中でぴたりと停止した。そして物理法則を無視して、空中を滑るように優樹の目の前に戻ってきたのだ。戻ってきた勢いで、優樹の顎に膝ひざ蹴げりを入れる。

「う……」

　十メートルほどその衝しよう撃げきで後退したが、何とか倒れずには済んだ。しかし、意識が目の前に向いた時にはフレッドがいた。彼は優樹の右腕を摑つかむと、容赦なく捩ねじりあげた。

　呻うめき声を上げてナイフを落とした優ゆう樹きの左足を、フレッドが踏ふみにじる。足の骨は簡単に砕け散り、思わず膝ひざをついてしまった頭上から、フレッドの声がした。

「降参するか？　しなければ、その右足も砕く」

　彼は本気だ。もし優樹が抵抗を続ければ、右足を砕いた上で血を吸われるのだろう。優樹はゆっくりと顔を上げた。

　だがその視線は、フレッドではなく太た一いち朗ろうを見ていた。太一朗との距離は百メートルほど離れていたが、彼の姿ははっきりと見えた。太一朗は、散弾銃を抱えて仁王立ちしている。このまま優樹が敗北すれば、彼は間違いなくフレッドに戦いを挑いどむ。フレッドは落ち着いているようには見えるが、かなり興こう奮ふんしている。この状態では、冷静な判断を期待はできない。太一朗を殺してしまうかもしれない。

　それは、あまりにも恐ろしい想像だった。

「……あと一回だけ、抵抗します」

　たった一つの方法、それを試みるために優樹はよろよろと立ち上がり、二、三歩下がる。

「……そうか」

　この少女の最後の抵抗を、フレッドは受け入れることにした。追い詰められた〝人間〟の強さは知っているが、それでも一体何をやろうというのか見てみたい。

　優樹はコートを脱いで、ジャケットの袖そでをまくった。いつ落ちたかは知らないが、帽子は三十メートルほど向こうに落ちている。体は傷付いていたが、それでも優樹は平静を保っていた。これから優樹が始めることは、今まで何度か行っていることでありながら、初めて試すことでもあった。成功しても、失敗しても、勝てる。だが、失敗はできない。もう二度と〝あの姿〟を誰だれかの目に触れさせたくはない。優樹はゆっくりと右腕を前に突き出すと、その腕に力を込めた。ただの力ではなく、変異を呼び起こすための力だ。

　親指のない右手が、急速に膨ふくれ上がった。焼けていた親指の断面が弾はじけ、指が再生する。その親指は黒く長い。鋭するどい爪つめが鈍く光る。右腕のジャケットが引き裂け、その中から血管が異様に浮き出た太い腕が姿を現す。

　知らないうちに、優樹は吠ほえていた。左手で右肩を押さえると、そこで変異を止めさせようと指を食い込ませる。右肩の付け根もまた、異常な筋肉が音を立てて盛り上がっていた。

「止まれぇっ！」

　一声、優樹が叫ぶと、変異は突然終わった。

「……それは、いったい何だ？」

　フレッドは、思わず声を出した。優樹の姿は、右腕を除けば全く変わってはいない。しかし、その右腕は優樹のものとは思えないほどに変容していた。黒く太い腕、その腕は地面に触れそうなほど長い。あと指が一センチ長ければ、地面に触れることができるだろう。その右手の大きさも尋常ではない。フレッドの頭さえ、片手で覆おおうことができる大きさだ。指一本一本の先端には、人間の肉や骨なら簡単に切り裂けそうな爪つめがある。

　優ゆう樹きの外観にその腕は全く合っておらず、そのギャップがフレッドを少々混乱させた。

　少し安心した優樹は深呼吸をした。全身より一部分を変異させる方が、はるかに気力と微妙な肉体制御を必要とした。右肩で変異を止めるなど初めての試みだが、うまくいったようだ。

「これで駄だ目めなら諦あきらめますよ……では、行きますから」

　優樹は宣言をすると、巨大な右腕を振り上げた。思わず構えるフレッドだが、優樹はそのまま右手を地面に叩たたき付ける。その勢いで、優樹の体は十メートルほど上空に飛ぶ。上昇時も下降中も、優樹の目はフレッドを見み据すえていた。

　だが、またもフレッドの姿が闇やみに消えようとしている。空中で右手の爪で左さ掌しようを切り、その傷口から血の雨を拡散して打ち出す。量そのものは微々たるものだが、フレッドの動きを止めるには充分だった。彼は思わず上を見てしまう。

　そこに、片かた倉くら優樹はいた。両足がフレッドの胸に突き刺さり、重量と落下速度と合わさって絶大な破は壊かい力りよくを生む。倒れ込んだフレッドの両肩と首を、まとめて大きな右手が押さえ込んだ。全く動くことのできないフレッドの顔の上で、ナイフが輝かがやいた。

　優樹が拾いあげたばかりのナイフを左手で構え、自分の胸の上に馬乗りになって笑っていた。

「どうしましょうか？」

　その笑いには、嘲あざけりも勝ち誇りもなかった。優しく静かに、フレッドを見て微笑ほほえんでいる。フレッドは肘ひじから先を動かしてもがいた。肩が押さえられているために力が入らない。抵抗を続けるフレッドを見ても、優樹は何もしようとしなかった。黙だまって微笑み、フレッドを見ていた。彼女の心を惑わそうとすることを忘れるほど、フレッドはその笑顔に魅み入いられた。

　誰だれかを、これほど美しいと思ったのは初めてだった。自分の力を全く寄せ付けないその異常に逞たくましい右腕でさえも、フレッドの心を強く摑つかんでいた。そしてその美しさは、フレッドが久しく感じたことのない感情を伴っていた。追い詰められている焦り、負けることへの屈辱、自分より強い者への畏い敬けい。

　そして何より強い思い、それは得体の知れない存在への恐怖だった。そして、自分が恐怖しているという事実に、フレッドは強く打ちのめされていた。

（私が……この少女を恐れている？）

　人かアヤカシか、それすらも定かではない存在。優樹の笑顔を見つめながら、フレッドは悟った。この片倉優樹には決して勝てないことを。

　フレッドが言葉を発するのに、約一分の時間を要した。優樹もまた、彼の返事を急せかしたりはしなかった。

（……ここからは、月が見えない）

　自分の敗北を月が見ていないというのは、彼にとっては寂しいことだった。だがすぐに、フレッドは笑みを浮かべて優樹の頭髪を見上げた。微弱な星の光を受けて輝く銀髪は、彼の愛する美しい月によく似ていた。

　フレッドの心から恐怖が消えていく。その代わり、生まれてきた〝思い〟があった。

　ゆっくりと目を閉じる。




　アシュトン、私は負けてしまった。

　だが、これでよかったんだ。

　もし、私が彼女の血をもう一度吸っていたら。

　私が君に抱いていた思いも、ただの〝食欲〟でしかなかったことになる。

　君は、私のことを〝友〟と呼んでいたが、私はいつも迷っていた。

　君が友であったのか、ただの保存食であったのか。

　その結論が出せないまま、君は世を去ったが。

　私は、君が好きだった。あの美しい月と同様に。

　それだけは、間違いない！




　閉じた目を開け、フレッドは優ゆう樹きを正面から見据すえた。

「フレデリック・アシュトン・クロフォードは、片かた倉くら優樹嬢じように負けた。あなたの言うことに、出来る限り従うことを約束する」

　この瞬しゆん間かん、片倉優樹とフレデリック・アシュトン・クロフォードとの戦いは終わりを告げたのだ。




「山やま崎ざきくーん！」

　優樹が叫んで手を振るのを見て、太た一いち朗ろうは全力で走った。装備の重さなど気にもならない。彼が百メートルの距離を駆かけ抜けるのに、十五秒かからなかった。

「大丈夫ですかあ！」

　優樹の外傷を確認する。距離が離れていたため、優樹がどんな戦いを繰くり広げていたのか、よくわからなかった。仰あお向むけに倒れているフレッドの方など見向きもしない。

　優樹はコートを着ていたが、左腕に袖そでを通しておらず左足は引き摺ずっている。その足は裸足はだしだ。しかし元気だけはあり、太一朗に陽気に笑いかける。

「ちゃんと勝ったからね……でも、やることたくさんあるからきついなあ……」

　優樹が困ったように呟つぶやく。まず聖堂騎き士し団の二人を警けい察さつ署しよに連れていき、フレッドを委員会に出頭させないといけない。太一朗にどちらかを任せたいのだが、どちらも彼には不適当な任務に思えた。

「さすがだね、優樹。見事だったよ」

　上空から音もなく下りてきたのは、大おお田た真さね章あきだった。鷲わしの姿をした彼を見て、太一朗は怒りの表情を露あらわにして詰め寄った。

「……お前……！」

　優ゆう樹きが苦労している時に高みの見物をしていたこの鷲わしを、太た一いち朗ろうは許せなかった。

「どうも、先生。お疲れ様でした。あ、忘れてましたけど焼しよう酎ちゆうありがとうございます」

　優樹は大おお田たに対して怒ったりはしなかった。傍観者であることを自ら任じている彼が、ここまで姿を現しただけでも驚おどろくべきことだ。

「そちらの彼は、私が責任を持って委員長のところに送り付けよう。彼は待っているからね」

　優樹は軽く頭を下げる。

「……この国のアヤカシか？」

　フレッドがゆっくりと立ち上がると、大田の方を見た。

「この国の生まれではないが、百年ほど滞在している。大田と名乗っているよ」

「私は、フレデリック・アシュトン・クロフォードと言う。今後ともよろしく」

「……んな、吞のん気きに挨あい拶さつしてる場合かよ」

　毒づく太一朗の背中を、優樹は軽く右手で叩たたいた。

「先生、クロフォードさんのことはよろしくお願いします。クロフォードさん、この大田さんと委員会に行って、委員長の説明を受けてください。それから先は、もう私の関かかわることではありません」

「また機会を見て、改めて挨拶に行くよ」

　フレッドが右手を差し出した。優樹はしばらくその手を眺ながめていたが、首を振る。

「……すいません」

「そうか」

　大田が翼つばさをばさばさと広げた。その背中にフレッドが遠えん慮りよがちに乗ると、大田はあっと言う間に上昇して霞かすみヶ関せき方面に向かって飛んでいった。

「行っちゃったねえ……」

「よかったじゃないですか、自分たちも早く行きましょう」

「そうだね、あの二人連れて警けい察さつに事情説明して、着替えて風呂入って酒飲んで寝る」

　優樹は宣言すると、二人の転がっている場所に向かおうとした。

「あ、そうだ。一つ、言い忘れてた……色々とありがとう」

　それだけ言うと、優樹はまた歩き出した。

「…………」

　太一朗は何も言わなかった。嬉うれしかったが、返す言葉が見つからない。しばらく喜びに浸っていたが、慌てて優樹の後を追った。左足を引き摺ずっている優樹に追い付くと、彼女の腕時計と右手の親指を渡す。

「どうぞ」

　この時太た一いち朗ろうは、優ゆう樹きの親指が〝生えて〟いることに気が付いた。

「ありがとう」

　左手に腕時計をはめると、優樹は必要のなくなった親指を見た。

　強く握り締しめると同時に、掌てのひらの温度を上昇させる。手を開いた時、その手の上で死んだ親指が燃えていた。炎に包まれた指は、あっと言う間に燃え尽きていく。

　優樹のかつての〝肉〟は、灰となって都立代よ々よ木ぎ競技場に散っていった。




「……君か」

　内閣府にある特とく遺い生せい物ぶつ管理委員長室で、二人のアヤカシがソファーに座って向き合っていた。一人は浦うら木き良よし隆たかであり、もう一人はフレデリック・アシュトン・クロフォードである。大田は既に帰ってしまっていた。

「こんばんは、お久し振りです。日本での生活はどうですか？」

「今は、色々と考えているのだが」

　フレッドは面白くない顔をした。この浦木と名乗る男と会うのは、これが二度目だ。一度目は、墺太利オーストリアで会った。

「君はこの国の政府に属しているのか？」

「ええ、そうですよ」

　浦木は笑顔を向けていたが、フレッドは彼に気を許さなかった。

「この国に来てよかったとは思う。だが、君の手の上で踊っていたみたいで面白くないな」

　フレッドが逃亡先に日本という国を選んだ理由。一度行ったことがあり、極東の異国をもう一度旅をしたいとも思っていた。しかし直接の理由は、この浦木に誘われたからだ。『日本という国に、人とアヤカシの関かかわりを変える存在がいる。興きよう味みがあるなら会ってみないか』と彼は言った。あの存在に会えたことは、確かにフレッドにとってひどく有意義なことではあった。だがそこに浦木の思惑が入っているとなると、面白くはなかった。

「君は何を考えて、私をこの国に招いた？」

　渡航の手続きは、浦木が全すべて受け持ってくれた。

「あなたと、この国のことを考えた結果ですよ。あなたはこの国で二度と聖堂騎き士し団に追われることはなく、我が国はこの件であの鬱うつ陶とうしい連中に圧力をかけることができます。効果は期待できませんが」

　それは浦木の本心であったが、その考えは別のところにもあった。

「私も楽しかったから、深くは聞かないでおくよ」

「それはよかった」

　浦木は頷うなずくと、いくつかの書類を出した。

「委員会登録の内容ですが……」

「断るよ。私はこの国を離れる」

　浦うら木きは驚おどろかなかったし、理由を聞いたりもしなかった。彼がこの国にいないのならば、登録の必要はなくなる。フレッドがこの国以外で何をしようと、浦木が関与することではない。

「日本国の物でよろしければ、旅券を偽造しましょうか？　査証の方も、少々無理はできます」

　平然と違法行為を口にする浦木であった。

「ありがたく頂いておくよ」

　浦木は立ち上がると、窓に近寄った。

「この世界を変えたい、と思ったことはありますか？」

　フレッドは、その奇妙な問いに答えなかった。

「私は、思っていますよ。それが人間寄りの考えであっても」

「そうか」

　この二人の間に、それ以上の会話はなかった。




　三月二十八日、午前三時。長い夜はそろそろ終わりを告げる。浦木はフレッドが去ってからも、ただ窓から霞かすみヶ関せきビル群を眺ながめていた。

「あれは、やはり駄だ目めだな」

　背後から聞こえてきたその声に、浦木は振り返らずにその場に跪ひざまずいた。その体勢から声の主の方に向き直り、頭が床に付きそうになるほど下げる。

「このようなところまでわざわざ……」

「目と鼻の先だ」

　浦木の偉大なる〝主あるじ〟は、勝手にソファーに座り込んでいた。

「やはり、あれは俺おれの望んだ生物ではない。あの吸血鬼をぶつけたことでよくわかった」

　どこか〝主〟の声は嬉うれしそうだった。しかし、浦木はその言葉を否定する必要があった。そうでなければ、フレッドを招いた意味がなくなる。

「いいえ。あの方こそが、私たちの希望を体現しています」

「噓うそをつくな。俺は、あんな惰弱な心を持った生き物など望んではいない」

〝主〟の声は、途端に不ふ機き嫌げんなものへと変わっていった。

「それでも、あの方が手に入れたのは勝利なのです。肉体の一部を変態させることを、二週間前のあの方はできなかった。しかし、現在はそれを可能としています」

「あれは、もともとイレギュラーだ」

「あの方以上に優れた者は、計画内には存在しません」

　この事実は、〝主〟であっても反論することはできない。黙だまり込んだ〝主〟に対して、浦木は言葉を続けた。

　それは、浦うら木きの命懸がけの発言だった。

「進言します。あの方を、[image: Ω]オメガサーキットに組み込む」

　浦木は、最後まで言葉を続けられなかった。〝主〟の凄すさまじいまでの怒気が、自分に向けられていたからだ。浦木はさらに這はいつくばって、怒りが消えるのを待った。

「……お前の言うことは、正しい……。正しいが、許せんな」

〝主〟の言葉と共に、部屋に充満していた怒りが消えていった。

「理由をお聞きしてもよろしいですか？」

　返事はない。ただ〝主〟が立ち上がったのはわかった。

「東は静かだが、西には動きがあるようだな」

〝主〟が話題を変えたことに対して、浦木は追及しなかった。

「結論は、まだ必要ない。時間は、充分にある。……何匹か使えるのがいたはずだ。あれをしばらく見ていろ……今回のことの後始末、よろしくやってくれ」

「はい」

　浦木が顔を上げた時には、もう〝主〟の姿はなかった。立ち上がると、もう一度窓の外を見た。空が、少しだけ明るくなっている。

「因果応報なのですよ。我が主」

　呟つぶやいた浦木は、窓から離れて机に近付いた。鍵かぎのかけてある引き出しを開けて、強化ガラス製の容器を取り出す。その中には、二十年前から動き続けている小さな心臓が入っている。浦木は蓋ふたをゆっくりと開けると、容器の中に手を入れた。心臓を守っている液体は不自然なことに、あふれ出すことはなかった。

　浦木は、人差し指と中指で心臓にそっと触れた。二本の指を使って、優しく撫なでる。この感触が、浦木にとっては快感だった。ほんの少し力を入れれば、すぐに破れて心臓は動かなくなるだろう。

　浦木は笑った。喉のどの奥で笑った。手が少し震ふるえて、心臓を揺らす。

　心臓は止まることなく動き続け、浦木の指を押し返した。
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「……何か、片かた倉くらさんの苦労はいったい何だったんだって気がするんですけど」

「人生とは、そういうものだよ。タイチ」

「お前に話しかけたわけじゃない、俺おれを気安く名前で呼ぶな」

「二人の仲は、悪くはないんだね」

「違いますよ！」

「そう言うものではないよ、血をくれた仲じゃないか」

「好きでやったんじゃない！」

　三月二十九日午後六時。片倉優ゆう樹き、山やま崎ざき太た一いち朗ろう、フレデリック・アシュトン・クロフォードの三人は、ＪＲ渋しぶ谷や駅の改札口近くにいた。フレッドが日本を離れると言うので、一応見送りに来た二人である。羽はね田だならともかく成なり田たは遠いので、見送りはここまでだ。

「君たちとの出会いを、私は生きている限り忘れはしない」

　優樹と太一朗を交互に見ると、フレッドは笑いながら手を差し出した。

「別れの握手くらい、してはくれないか？」

　優樹が黙だまってその手を見ていると、太一朗が手を伸ばしてフレッドの手を握った。ぶんぶんと乱暴に上下に振る。

「握手したぞ」

「無む駄だに熱い手だね」

「ほっとけ」

　手を離すと、太一朗はそっぽを向いた。

「幸せだね、ユウキ。彼に愛されているな」

　太一朗は周囲の人間の迷惑を無視して、いきなり駆かけ出してその場を離れてしまう。

「何やってんでしょうかね」

　優樹には、太一朗が走り出す理由がわからなかった。

「すぐに戻ってくる。……君ももう少し、彼の心情をわかってやった方がいい。彼の気持ちはわかっているんだろう？」

「私のことを嫌きらってはいないな、と思いますよ」

「……これは、大変だな」

　フレッドは困ったように笑うと、走るのをやめて戻ってくる太一朗に自分から近付く。優樹がいる場所から十メートルほど離れたところで、太一朗が止まった。

「……お前、いきなり何てこと言うんだよ。走りたくなっただろうが」

「面白いな、君は」

「うるさい」

「一つ言っておくが、人間は好きになるのも早いが、嫌きらいになるのも簡単だよ。いつまで続くのかな？」

「お前には関係ないさ」

　太た一いち朗ろうはぶっきらぼうに答えると、優ゆう樹きの方に戻ろうとした。だが、すぐに後ろを振り返る。

「俺おれだって、俺の心はよくわからないんだ。でも、俺はあんたが思ってるほど不実な人間じゃないよ」

「……いい人間だね、君は。血もなかなか美味おいしいし、友達になりたいよ」

「俺はごめんだ」

　それだけ言うと、太一朗は優樹が立っている場所に戻った。

「こんな人の多いところで走るのはやめなさい。迷惑でしょうが」

「はい、すいません」

　太一朗は素直に謝あやまった。優樹の言うことは一般常識である。

「では、私は行くことにしよう。また会うこともあるかもしれない。二人とも元気で」

　フレッドはにこやかに笑うと、自動改札を通った。一度振り返って、手を上げる。

「Auf Wiedersehen!」

　そう叫んだ彼の姿は、すぐに駅の混雑にまぎれて見えなくなった。

「……あー、疲れた」

　優樹はがっくりと肩を落とした。左腕と左足の骨はまだ折れたままだし、失血も完全に回復したとは言い難い。睡眠と酒は充分に取っているが、完治するにはもう少し時間が必要だ。

「飯、食いに行きましょうか？　最近おごってもらってばかりいるから、自分が出しますよ」

「んー？　いいよ、無理しなくても。お金ならあるから。どこ行こうか？」

「じゃ、この前行った居酒屋に」

「……そう。構わないけど、酔わないでよ」

　太一朗は胸を叩たたいた。

「大丈夫ですよ！」




「で、やっぱりこうなるんだねえ……」

「いいですか、片かた倉くらさん、聞いてますか。片倉さんは、無理し過ぎなんですよ！」

　居酒屋アルカディア、午後七時。太一朗の『大丈夫』が当てにならないことが、よくわかった。彼は『大丈夫』を連発しながら飲み続け、結局はまた説教を始めた。優樹は痛む左肘ひじを押さえると、焼しよう酎ちゆうを飲みながら蛤はまぐりを食べた。

「……片かた倉くらさん、大変です」

「何が」

「自分の蛤はまぐりにかけるレモンがありません」

「……あたしのあげるから」

　優ゆう樹きは太た一いち朗ろうの蛤に、使わなかった自分のレモンをかけてやった。一度頭を下げた太一朗は、熱い蛤を口の中に放り込むと何か言おうとした。

「口の中に食べ物が入っている間は喋しやべらないように」

　太一朗は黙だまり込むと、食べることに専念する。やがて食べ終わった太一朗は、ビールを飲むと酒臭い息を吐いた。

「片倉さん」

「何」

　優樹の返答はそっけない。

「しばらく忘れてたんですけど、どうぞ」

　太一朗がポケットから出してテーブルの上に置いたのは、少しひしゃげた紙の箱だった。包装紙がよれよれになっている。

「何、これ？」

「……この間の詫わびです」

「この間……ああ、君が酔って寝た時のことを言ってるのかな？」

「ああ、そんなこともありましたっけ……たぶんそうでしょう」

　酔った太一朗の記き憶おく力りよくは曖あい昧まいだ。

「で、中身は何？」

「開ければわかりますよ」

　それもそうだ。ビールを飲んでいる太一朗を横目で見ながら、包装紙を解いて箱を開ける。

「………首輪？」

　優樹の第一声に、太一朗は首をがっくりと前に倒した。

「首輪って、犬や猫ねこじゃないんですから……ネックレスとか言ってください」

　箱から出てきたのは、首にぶら下げるための装飾品であった。銀色の鎖くさりの先端には、四つ葉の白詰草クローバーを模したような細工物があり、その四つ葉の中心には青色の石がはまっている。

「でも、酔う度に物くれてたら、君の財布が軽くなるような気がする……。今も酔ってるし」

「何を言うんですか、酔ってませんよ」

　酔っ払いの『酔ってない』ほど当てにならないものはない。そう言ってやろうかとも思ったが、優樹は黙っていた。人に物を貰もらったのは久し振りだ。嬉うれしかった。

「何だかよくわからないけど、ありがとう」

　箱にしまって、もう一度包装紙で包み直そうとする優樹を見て、太一朗はテーブルを指で叩たたいた。

「……気に入りませんでしたか」

「そういうわけじゃないけど」

　一度出した物をしまうのは、礼れい儀ぎに反するのだろうか。優ゆう樹きはネックレスを取り出すと、首にぶら下げた。首の後ろで止める時に、左肘ひじの骨が少しだけ音をたてた。

「……似合ってる、と思いますよ」

　首飾りは派手ではないが、優樹にはそれがよく似合っていた。

「ありがとう、山やま崎ざきくん」

　そう言うと優樹は、先ほど別れたばかりの吸血鬼のことを思い出した。

「クロフォードさんは、山崎くんのこと太た一いちって呼んでたね」

　太た一いち朗ろうは眉まゆをしかめると、ビールが入ったコップを空からにした。

「……自分は、あいつのこと嫌きらいです。馴なれ々なれしく人の名前呼びやがって……」

「アヤカシっていうのは、そういうもんだよ」

　優樹の友人たちは人と同じ生活をしているため名字を持っているが、それで呼び合うことはほとんどない。名字と名前を使いわけているのは、優樹だけだろう。

「じゃ、片かた倉くらさんは、どうして自分を名字で呼ぶんですか？」

　普段なら言うことのないであろう疑問を、太一朗は口にした。

「会った時から、名字で呼んでたから」

　優樹は、赤あか川がわが自分をどう呼んでいるかを思い返した。最初彼は、優樹のことを『白髪頭』と呼んでいたものだ。赤川が優樹のことを階級で呼ぶようになったのは、彼と親しくなってからである。優樹は一貫して『赤川さん』と呼んでいたが。

「こうしてみると、人間って不思議だね……親しくなると呼び方が変わるんだ」

「そういうもんですよ……自分はあの吸血鬼に名前を呼ばれると腹が立つんです……片倉さんは、腹が立ちませんか？」

「別に……」

　名前以外に幾つかのあだ名をもつ優樹は、何と呼ばれようと気にならない。

「では、自分も……」

　太一朗は確かに酔っていた。だがその酔いの中には、彼のほんの少しだけまともな思考も混ざっている。

「自分も、片倉さんを名前で呼んでいいですか？　自分のことも太一と呼んでください。友人たちには、そう呼ばれることが多いんで……」

「ああ……構わないけど」

　太一朗がどこか嬉うれしそうにアスパラベーコン巻きを三本まとめて齧かじるのを見て、優樹は彼が〝人間〟であることを思い出した。互いの呼び方が変わったということは、自分たちは今までより親しくなったというのだろうか。そんな気は全くしないのだが。

　優ゆう樹きは太た一いち朗ろうとの友人関係を大事にしたいと思っていたが、それを進展させようなどとは露つゆほども思っていない。自分は太一朗のことが好きで、彼は自分のことを嫌きらっていないらしい。

　ただそれだけで、優樹は幸せだった。それだけで、いいのだ。

　ふと、フレッドが言った『愛されているな』という言葉を思い出した。愛というのは友情の延長上にあるものだと優樹は解釈しているが、その違いがさっぱりわからない。いかとするめくらいの違いなのだろうか。

「太一くん……」

　直接聞いてみようと思った優樹だったが、太一朗はもやしのガーリック炒いためをかき込むことに夢中になっていた。

（……これも幸せ……なのかなあ……）

　貰もらったばかりの首飾りに、そっと触れてみる。

　小さな青い石は、きらきらと輝かがやいていた。
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　あとがき







　幼い頃の出来事というのは大抵忘れてしまうものですが、強烈に心に残るものもあります。普段は思い出さないようにしているそれは、繊せん細さいなきっかけで自我の表面に浮かび上がり、自分の根幹を揺るがすほどの存在になっています。

　気が付いた時には、もう遅い。




　そんなわけで二巻です。

「次回作は五月に出せたらいいなと思っています」と言う担当さんの言葉を聞いた時、『この人はこうやって、作家のやる気を育てる人なんだ』と思っていました。

　それが事実だと判明した時、私の後輩は「メディアワークスは博打ばくち打ちですね」と言った……。

　……否定はしないね、うん。こんなに早く出るなんて、自分でもびっくりです。

　今作は締切り前日に現実逃避したり、締切りを二日ほど延ばしたりと、小説家らしいことをしてみました（こんなことで小説家らしいことをしてどーする）。さて第一巻が発売された二月に、『自分の本が本屋にあるか』を確認するために本屋巡りを決行しました。十三の本屋のうち、七軒にありました。見つけた時ときは嬉しくて、リングテイル、ダブルブリッド、若草野球部狂想曲をまとめて買ってしまいました。既にメディアワークスさんから三冊とも貰っていたのに。二回目に行った時本の数が減っていると、『ああ、売れたんだ！』と内心でガッツポーズをとったものです。『買ってもらった瞬間』を見ることはできませんでしたが。見たら見たで恥ずかしいだろうけど。

　現在は友人と遊んだり、猫とじゃれたり、ビデオや映画を見たり、ゲームをプレイしたりしながら三巻目を執筆中です（遊んでるだけだろ、とは言わないでね）。出るかどうかは私とメディアワークスさん読者さん次第ですので、応援よろしくお願いします。




　では今回もこの場を個人的に借りさせていただきます。

　円まる山やま夢む久く先生と一いつ色しき銀ぎん河が先生へ。二月某日のラジオ番組収録後の食事で、私ばかりがべらべらと喋しやべってすいませんでした。あまつさえその後、酔った頭でファンレターを書いてしまいました。お二人の次回作が出たら、また出します。何しろお二人は、私の心の友でライバルですから。次に会うのは第七回電撃三大賞の受賞祝賀パーティーでしょうが、それまでに次回作を出してくださると嬉しいです。またサイン本交換しましょうね。

　私の愛する友人たちへ。私の本を買ってくれるのは嬉しいけど、それを私の目の前で読むのは恥ずかしいからやめてください。

　娯楽にして大事な気分転換の家庭用テレビ機三台のうち、今回はドリームキャストにお世話になりました。この本が出る頃にはＰＳ２も出ているでしょうが、『負けないで』とは言いません。でもサターンの時のように敗北宣言はしないでほしいものです。

　そして、この本の出版に関わってくださった全すべての方と、読者の方へ。どうもありがとうございます。




　それでは、私の作品がまたみなさまの目に触れる機会があることを祈っています。





中なか村むら恵え里り加か
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中なか村むら恵え里り加か

１９７５年生まれ、東京出身。アルバイトをやりつつ執筆した『ダブルブリッド』が第六回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉を受賞。プロの作家となる。ゲーム全般が好きだが、ＤＣへのこだわりは特別。八匹の猫に執筆を邪魔されつつ、締切に追われる日々を送る。
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イラスト／藤ふじ倉くら和かず音ね

１９７５年、東京生まれ。日芸写真学科卒業後、フリーに。専門学校講師、クラブイベント／コンサート映像演出、デザイナー、イラストレーターなどをしつつ、可笑しく楽しく生存中。
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